
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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スパイは常に噓うそをつく──。








プロローグ　特別任務









　ギードは、ある男の部屋の前にいた。

　ディン共和国のスパイチーム『焔ほむら』では、その男の担当はギードであると決まっていた。奇き人じんばかりの『焔』ではあるが、その男のマイペースさは群を抜ぬいており、比ひ較かく的常識的感性をもったギードに連れん絡らくが一任されていた。

　それも当然と言えば当然だけどな、とため息をつく。

　なにせ男を拾ったのは自分なのだ。

　孤こ児じであった幼い少年を世話して、一流のスパイに育て上げた。

　まさか、ここまで手を焼く存在に育つとは思ってもみなかったが。

　男は、朝から自室に籠こもっていた。朝食も、昼食も摂とらず、トイレにも行かず、自室から一歩も外に出ていない。

　一体なにやってんだか。そう呆あきれて、扉とびらをノックする。五秒経たっても返事はない。それ以上ノックせず開けた。

　その部屋の変わり様を見て驚きよう愕がくする。

　白い壁かべ紙がみと赤い絨じゆう毯たんの美しい寝しん室しつ──それが、真しん紅くに染まっていた。

　鮮せん血けつのようなものが部屋中に飛び散っており、ベッドや洋服棚だなを汚よごしていた。まるで殺人現場だ。人の死には慣れているギードでさえ悲鳴をあげそうになる。陽かげ炎ろうパレス──そう名がついた美しい洋館の一室が、凄せい惨さんな有様となっていた。

　部屋の中央には巨きよ大だいなキャンバスが置かれ、その前に男が立っていた。

　男はうっとりした顔で絵を見つめる。

「極ごく上じようだ──」

　叩たたきつけるように絵筆を振ふるい、キャンバスと絨毯、それからギードの顔に絵の具を飛ばす。すると、何かに気づいたように、ん、と振り返った。

「……師し匠しよう、何の用だ？」

「お前こそどうしたっ？」

「絵を描えがく気分になったんだ。師匠、今から足りない絵の具を買ってきてくれないか？」

「……ナチュラルに師匠をコキ使うよな、お前」

　シリアスな話題を持ってきたのにボケんじゃねぇ、と悪態をつく。

　ボケのつもりではなく、この男ならば自然体かもしれないが。

「特別任務だ。お前には明日あしたからチームを離はなれて、単独で動いてもらう」

「特別……？」

　任務の詳しよう細さいを説明する。説明が進むにつれて、男の顔つきも変わった。それは並のスパイならば怒おこり出すほど過か酷こくな命令だ。実力者のギードでさえ拒きよ否ひする。犬死にしろ、と宣告されているに等しい。

「お前でも成功率は一割未満だろう。失敗すれば死ぬ。やれるか？」

「引き受けるよ──師匠の命令ならば」

　即そく答とう。

　拒否も覚かく悟ごしていたギードは啞あ然ぜんとした。

　男は再び絵筆をはしらせて、キャンバスに紅あか色を塗ぬりたくる。「今日はこのくらいでいいか」と頷うなずき、ギードに視線を合わせた。

「師匠、もしもの時のために、遺ゆい言ごんを残しておくよ。今の僕がいるのは全すべてアナタのおかげだ。孤児だった僕を拾い、スパイに育て上げてくれた。採用してくれたボスにも感謝は尽つきないし、『焔』のメンバーは愛していると言っても過言ではない。僕は家族を知らないが、皆みんなを家族のように思っている。そして、その家族にも友人、恋こい人びと、親族がいて、その集まりが国なのならば、僕はやはりこの国を愛している」

「逃にげたいとは思わないのか……？」

「微み塵じんもないな」

　息をつく。ここで男が断ってくれれば、どれだけ気が楽だったか。

「なぁ、バカ弟で子し、この任務が終わったら、ある称しよう号ごうを名乗れよ」

「スパイが名乗りを上げてどうする」

　珍めずらしくまともな反論だったが、無視して告げる。

「『世界最強のスパイ』」

　幼稚なネーミングだった。

　ただ、相手は思いの外ほか気に入ったようだ。

「極上だ──」

　すぐに出発するらしい。男は絵筆を片付けると、スーツ姿に着き替がえ直して武器を服に仕し込こんでいく。絞こう殺さつ用のワイヤーを隠かくした腕うで時計、ボイスレコーダー機能付きの万年筆、服の襟えりにはカミソリを隠し、袖そでの部分には長い針を潜ひそませる。

　五分と経たずに支し度たくを済ませる男に、ギードは言葉をかけた。

「いってこい」

　男は目を丸くした。普ふ段だんかけない言葉に戸と惑まどったらしい。

「──いってきます」

　やや間を空けて、男はどこか恥はずかしそうに微び笑しようを湛たたえた。








１章　脅迫









　世界は痛みに満ちていた──。

　歴史上最大規模の戦争が世界に残したのは、理り不ふ尽じんな苦痛、そして、生々しい傷きず跡あとだった。世界大戦と呼ばれる戦争はガルガド帝てい国こくの降こう伏ふくで終結したが、戦勝国側も死傷者が一千万人を超こえ、実質、勝者のいない戦争となった。

　死傷者の多くは民間人。それも世界大戦の特とく徴ちようだった。

　戦争はもはや剣けんや弓の時代ではない。

　科学技術が進歩した時代、兵器一つ一つの殺傷力は旧時代と格が違ちがう。短機き関かん銃じゆう、毒ガス、戦せん闘とう機、対人地じ雷らい──ありていに言えば、人を殺し過ぎる。特にお互たがいが理性を失う大戦終しゆう盤ばんは、見境のない虐ぎやく殺さつが各地で行われた。狙ねらわれたのは力のない女子供だった。

　終戦後、惨さん状じようを目まの当たりにした世界中の政治家が認にん識しきする。

　戦争はコスパが悪い──と。

　つまるところ、戦争は外交手段の一つに過ぎない。

　他ほかに代だい替たいする手段があれば別にいい。

　石油の採さい掘くつ権を得るために、戦車を持ち出す必要はない。敵国の政治家をたぶらかし条約を締てい結けつする方が効率的だ。手段はいくらでもある。家族を人ひと質じちに取り脅きよう迫はくしても、金と亡命を約束して買収しても、女を抱だかせて手て駒ごまにしてもいい。目め障ざわりな政治家をスキャンダルで失しつ脚きやくさせてしまえばいい。暗殺してしまえばいい。数百万人の自国民を失う戦争よりも、ずっと効率がいい。

　平和など表向きでいい。

　講和条約が世界各地で結ばれて、平和を信条とした国際機関が樹立された。初会議では、世界各国の首脳が立ち並び、にこやかな笑えみと共に握あく手しゆをしてみせた。

　かくして「光の戦争」は終しゆう焉えんを迎むかえる。

　現代で繰くり広げられるのは、スパイたちの情報戦──「影かげの戦争」だった。







　ディン共和国は、世界大戦の被ひ害がい国であった。

　本来戦争に無関係の田舎いなか国だった。産業革命時にも工業化の波に取り残されて、上質な農作物を生産し続けた。植民地支配を広げる国力もなく、侵しん略りやくされるほど資源もない。しかし、当時、世界支配を進めるガルガド帝国と隣りん接せつしていたため、一方的な侵略を受けて多数の死傷者を出した。

　大戦終しゆう了りよう後ご、これまでの平和主義から国策は逸それなかったが、「影の戦争」を勝ち抜くためにスパイ教育に力を入れ始める。

　十年の年月をかけ、国の各地にスパイの養成機関を設立した。

　国中に何百人といるスカウトが、見込みのある子供を養成学校に通わせる。そして、容よう赦しやなくふるいにかける。未熟なスパイは邪じや悪あくと言わんばかりに。養成学校は四半期ごとに厳しい試験を設けて、卒業者の数を絞しぼる。過酷な卒業試験は死者も出すが──。




「えっ、わたしが卒業っ？　試験も受けていないのに？　やったああああぁ！」




　この日、例外が生まれていた。

　養成学校の校長は自室に呼び出した少女を見て、大きなため息をついた。

「仮卒業ですよ。卒業ではありません」

「でも、一人前のスパイとして働くんですよね？　落第寸前のわたしが！」

「それは、まぁ、そうですがね……」

　本当にどうしてこの少女が、と校長は手元の書類を見た。

　仮名はリリィ、十七歳。筆記試験では好成績を誇ほこり、ある特異体質の持ち主。しかし、実地試験では壊かい滅めつ的な評価だ。大きなミスを繰り返し、落第ギリギリに居座り続けている。担当教官から、次の試験で退学だろう、と断言されている。

　外見が評価されたのかしら、と校長はリリィを改めて観察する。艶つややかな銀ぎん髪ぱつと愛らしい童顔、服の下でも強く主張する豊満なバスト。十七歳は若すぎるが、その年ねん齢れいを好む男も多い。男を惹ひきつけ惑まどわす存在。つまり、ハニートラップ要員。

「……アナタ、色いろ仕じ掛かけは得意？」

「えっ、ふぇ、ふぇえええっ？　無理です！　わたし、えっちなやつは苦手なんですよ！」

「女スパイとして致ち命めい的ね……」

「そんな無茶を言われても……えっ、もしかして、わたしの任務って……」

「違うわ」

「なんだぁ、よかったですぅ」リリィは安心したように胸を撫なで下ろす。

　校長は再び息をついた。

　相手はこの惨状を知って、リリィを選んだのだろうか。

「違う、というのは、まだ詳細を聞いていない、という意味よ」校長はリリィに睨にらみを利きかせる。「『不可能任務』って分かる？」

　リリィは口元に手を当てる。

「えぇと、同どう胞ほうが一度、失敗した任務の通つう称しようでしたっけ？」

「そう」校長はパチンと指を鳴らす。「スパイや軍人が失敗した任務、あるいは、その難易度から達成不可能と判断された任務──それが『不可能任務』です」

「はぁ……」

「そして、その『不可能任務』を専門に行うチームが結成されたそうよ」

　えっ、とリリィが目を丸くした。

　その驚きよう愕がくに同意する意味を込めて、校長は頷いた。彼女もまた、正気の沙さ汰たと思えなかった。

　一度失敗した任務を再挑ちよう戦せんする場合、その難易度は跳はね上がる。ターゲットから警けい戒かいされ、一度使用した手段は使えない。一度目の失敗で情報も外部に漏もれている。

　不可能任務には手を出すな──それが、この世界の常識だ。

　それを専門とするチームなんて前代未み聞もんだ。

「名は『灯ともしび』──それが、アナタが配属されるチームです」

　リリィの顔が強こわ張ばった。

　校長は、声のトーンを落として語り掛ける。

「あえて厳しい言い方をします。アナタには、確かに可能性がある。類たぐいまれな美び貌ぼう、その特異体質、授業に真しん摯しに取り組む態度。将来性はあるでしょう」

「うふふ、褒ほめられるのは久しぶりです」

「逆に言えば、それしか長所はない」

「…………」

「落第寸前の落ちこぼれ──この学校が下した評価です。意地悪でも怠たい慢まんでもなく、優ゆう秀しゆうな教員が判断した結果が、『アナタはスパイの能力がない』。超ちよう難度の任務をこなせるとは思えません。不可能任務は一流のスパイでも成功率一割未満、死亡率は九割を超えると言われています」

「死亡率九割……」

「リリィ、アナタはそれでも『灯』に行きますか？」

　懸け念ねんは妥当だ。実際、彼女はミスばかり犯おかしている。

　一か月前の試験では、彼女はターゲットの目の前で銃を落とした。

　四か月前の試験では、道で迷子になり、制限時間ギリギリにクリアした。

　七か月前の試験では、盗ぬすみ出した暗号コードをトイレに流した。

　試験にスレスレで合格している存在だ。

　校長は罪悪感さえ抱いだく。

　自分は、ただ少女を死に追い込んでいるだけではないか、と。

「……校長先生は、善意で言っているんですよね」

　リリィは視線を落とした。

「あはは、だからこそ胸が痛いです。ぎゅって押し潰つぶされそうです……」

「教え子を殺したくありません」

　もちろん、校長には決定権がない。リリィの任命は、養成機関より上位の機関が決断した。

　ただ、本人が拒きよ絶ぜつするならば、一考の余地はあったが──。

「わたしは『灯』に行きます。逃にげるなんて真ま似ねは絶対にしません」

　少女は、胸を張って告げる。

「コードネーム『花はな園ぞの』、決死の覚かく悟ごで参ります！」

　その瞳ひとみには決意の色が宿っている。

　その覚悟があるなら大だい丈じよう夫ぶでしょう、と校長は納なつ得とくした。







「なーんて、です。決死の覚悟なんてありませんよぅ♪」

　と、リリィは舌を出す。

　寮りようの焼しよう却きやく炉ろで、彼女はご機き嫌げんに独り言を繰り返した。次々と私物を炉に投げ込み、彼女が在ざい籍せきした痕こん跡せきを消す。養成学校のある山に煤ばい煙えんが立ち上っていく様を眺ながめつつ、彼女は、えへん、と胸を張った。

「簡単な推理です。不可能任務を専門とする超人チーム。エリートが集まっているに違いありません。平へい々へい凡ぼん々ぼんなチームよりむしろ安全。大出世！　いやぁ、隠かくれていても才能は見つかっちゃうもんですなぁ。むふ、やっぱり分かる人には分かっちゃうんですよ」

　生徒には周知の事実であるが、この少女、なかなかな性格の持ち主だった。

　校長の憂ゆう慮りよを気に留めず、ただ仮卒業の事実に浮うかれて不用品を処分する。

　エリートチームの一員になれる！

　しかも、たくさんお給料をもらえる！

　そのメリットで、リリィの気持ちは有う頂ちよう天てんに昇のぼり「いえーい！　青春よ燃えてけ！」と威勢よくノートやテスト用紙を燃やす。八年間、暮らし続けた寮室にはゴミが積み重なっていた。

　とうとうゴミ箱が空になろうとした時、ふと、ある書類が目に入った。

『生徒数と将来性を加味して、今回は合格とします』

　ゴミ箱の奥底に押し込んだ通知文──。

　無言で破き、焼却炉に投げ入れる。

　同じものを、十枚連続で。

　将来性──リリィが言われ続けた言葉だ。自然と備わった才能で、リリィはこの学校に残り続けた。けれど、この才能はいつ開花するのだろう？

　何年凡人を耐たえればいいだろう？

　何度、蔑さげすみに堪たえればいいだろう？

「それでも、やってやりますよ……」

　この学校で味わった苦く渋じゆうを全すべて焼き払はらう。

「わたしはエリート集団で才能を開花させるのです。さようなら、わたしの母校！」

　寮室の清せい掃そうを済ませて、養成学校を発たつ。残念ながら、同どう輩はいに別れを告げる時間はなかった。おそらく同輩は、空っぽの部屋を見てこう思うに違ちがいない。あぁ愚ぐ鈍どんがとうとう退学になったんだ、と。

　慣れないバスと汽車の乗り継つぎをして、一日──。

　ある港町に辿たどり着いた。ディン共和国では、三番目に人口の多い都市。首都から離はなれておらず、海外と繫つながる玄げん関かん口として栄えた街だ。汽車を降りると、煉れん瓦が造りの建物がぎっしりと並び、思わず息が漏れた。

　花や新聞の押し売りをかわして、リリィは指定された建物に辿り着く。

　ホワイトカラーの都市労働者が行き交かう通りに、時計屋と塗と装そう屋に挟はさまれた二階建ての建物があった。看板には『ガーマス宗教学校』。来客口では受付らしき男がタバコをふかしている。勇気を出して入り「素す敵てきいっぱいの転校生です」と伝えると、男は一いつ瞬しゆん目を細めたあと「奥に」と親指で後方を示した。

　おぉスパイっぽいですよ、とリリィは感心する。

　リリィは名目上、架か空くうの宗教学校の生徒を名乗らされていた。身分証も、制服も既すでに受け取っている。

　受付が示した部屋は物置だった。大量の木箱が積まれている。それをずらすと、地下通路に繫がる階段がある。明かりに乏とぼしい地下通路をしばらく歩くと、視界が開けた。

　巨きよ大だいな洋館があった。

　貴族が暮らす宮きゆう殿でんと呼べそうな館やかただ。

　あんぐりと口を開けてしまう。

　街のどこにこんなスペースがあったのか。建物同士が城じよう壁へきのように並んでおり、視界を覆おおっている。きっと街に長年暮らす人でさえ、この洋館の存在を知らないだろう。

（ここに『灯』の皆みなさんが……）リリィは唾つばをのんだ。（さすが、不可能任務をこなすエリートスパイの本ほん拠きよ地ち、です）

　どんな天才が待ち受けているのか。

　恐おそれる気持ちもあるが、できれば優秀であってほしい。でなくては、誰だれが自分の才能を目覚めさせてくれるのか。

　高鳴る鼓こ動どうをおさえて、リリィは洋館の扉とびらを開けた。

「コードネーム『花園』、到とう着ちやくしましたっ！」

　スパイにあるまじく、堂々と名乗りをあげる。

　さぁ、出てきなさい。エリートたち。

　期待と緊きん張ちようを込こめた眼まな差ざしで前を向く。

「あれ……？」

　首をかしげる。

　洋館の玄げん関かん先さき──そこにいたのは、リリィと歳としの変わらない六人の少女。

　彼女たちは大きな旅行カバンを抱かかえて、来訪者に視線を寄よ越こしていた。どうやら彼女たちも到着したばかりらしい。リリィと同じく配られた学生服を身に着けている。

「おい、お前」

　その一人、白はく髪はつの少女が睨みをきかせてくる。

　ショートカットの凜りん然ぜんとした雰ふん囲い気きを纏まとう少女だ。目元がつり上がっており、こちらを刺さすような鋭するどい視線を向けてくる。引き締しまった身体からだつきも相まって、中々に威い圧あつ的だった。

「養成機関での成績を教えろ」

「え……えぇと、『灯』の皆さんはどこですか？」

「まず、質問に答えろ。くだらん噓うそつくなよ」

　え、なにこの突とつ然ぜんの尋じん問もんは。面接？

　凄すごみがきいた視線に反射的に口走ってしまう。

「しょ、正直に話すと落ちこぼれで──」

　その答えを遮さえぎって、不気味な音が玄関に響ひびいた。

　時計の鐘かね。

　正面に掛かけられた振ふり子こ時計が、館中に響く音を響かせた。

　時刻を見れば、六時。

　事前に伝えられた集合時刻が訪おとずれた。




「──極ごく上じようだ」




　七人の少女が一いつ斉せいに顔を上げる。

　玄関正面の大階段の上には、いつの間にか、スーツ姿の人物が出現した。

　肩かた近くまで伸のびた髪かみと色白の肌はだのせいで一瞬女性に見えたが、贅ぜい肉にくを削そぎ落とした細い長身を見て男性だとようやく判断できた。美しい男性だ。その美しさが一いつ切さいの無駄を排はい除じよして成り立ったものであると気づくと、凍こおり付くような無表情が不気味に感じられた。髪さえ整えれば、街に溶とけ込んで消えていきそうだ。

　ただ、なぜかスーツは真っ赤に汚よごれている。返り血のような赤さで。

「ようこそ、陽かげ炎ろうパレスへ。僕は『灯』のボス、クラウスだ」

　陽炎パレス──それがこの建物の名前らしい。

　男は階段の上から説明を続ける。

「歓かん迎げいする。よく来たな。僕と、お前たち七名が『灯』のメンバー全員だ。このメンバーで不可能任務に挑いどむ」

「へ？」リリィが尋たずね返す。

「任務は一か月後。それまで僕がお前たちを鍛きたえあげる予定だが……そうだな、今日は長旅で疲つかれただろう。訓練は明日からにして、仲間と親しん睦ぼくを深めておくといい」

　クラウスは身を翻ひるがえして館の奥に消えていった。

　啞あ然ぜんとした。

　あの男は今なんて？

『灯』のメンバーは、一人の男と少女のみ？

　不可能任務まで一か月？

「あの男、何が目的なんだよ」

　先ほどの凜然とした、白髪の少女が呟つぶやいた。

「あたしらみたいな問題児ばかり集めて、不可能任務なんて」

　追い打ちをかける情報に、リリィが目を見開く。

　白髪の少女は重々しく頷うなずいた。

「あぁ、そうさ。七人全員──養成学校の落ちこぼれだ」

　面めん食くらって、しばらく声が出なかった

　年とし端はの行かない七人の少女。
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　そして、あの謎なぞめいた男だけで挑むらしい。

　死亡率九割の超ちよう難度任務に──。







　クラウスが何も説明せず去ったので、少女たちは勝手に館を探たん索さくした。

　陽炎パレスの内装は見るからに豪ごう勢せいだった。

　建物内には赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられて、談話室には革かわ張ばりのソファが並んでいる。キッチンには食器棚だな全面に高級食器が並べられて、最新式のガス式コンロが設置されていた。地下には大浴場や遊ゆう戯ぎ室もある。

　最後に大広間に向かうと、メッセージを見つける。

　壁かべには大きな黒板があり、文字が記されてあった。女性が書いたような丸っこい文字。クラウスが書いたとは思えない。

『陽炎パレス・共同生活のルール』

　そこには、ここに暮らすための規則が細かく記されていた。

「えっ、今日からここに暮らしていいんですかっ？」

　リリィが歓かん声せいを上げた。

　おぉ、と他ほかの少女も呻うめいた。

　黒板には、自由に使用してよい部屋や館を出入りする方法が書かれている。なるほどなるほど、と読み進めていくが、最後の二つで首を傾かしげた。この二つだけ汚きたない字で記されている。




『ルール㉖　七人で協力して生活すること』

『ルール㉗　外出時に本気を出すこと』




　少女たちの頭に疑ぎ問もん符ふが浮うかんだ。

　前者はやけに子供じみているし、後者は意味不明だ。

　全員で頭を捻ひねらせるが、答えが浮かばない。

　その時、白髪の少女がテーブルに置かれた封ふう筒とうを発見した。

「お、金もあんじゃん。とりあえず懇こん親しん会でも開こうぜ？」

　彼女が見つけた封筒の中には、十分すぎる生活資金があった。

　せっかくなので、七人の少女は全員で晩ご飯の支し度たくを始める。全員で食材を買いに行き、一人一品ずつ用意していく。洋館の調理品はどれも一級品だった。ただの新品ではなく、使い込まれている。

　女スパイとして鍛えられた少女たちは、一通り家事ができる。あっという間に晩ご飯が完成した。

　料理とリンゴジュースで乾かん杯ぱいし、少女たちはざっくばらんに言葉を交わし合う。

　そして、すぐに打ち解けた。

　少女の一人が養成学校での過か酷こくさを語れば、別の少女も手を叩たたいて共感する。話が盛り上がれば、更さらに別の少女が、自分の学校はもっと大変だった、と自じ虐ぎやくを交えて笑い話にする。とにかく会話が途と切ぎれず、次へ次へと展開されていく。

　みんな落ちこぼれだからでしょうか、とリリィは分ぶん析せきする。

　少女の中には成績の低さを認めない者もいたが、各おの々おのトラブルを抱えていたのは事実のようだ。

　出身の地方も、養成学校も、年ねん齢れいも、バラバラだったが、自然とウマがあう。

　数すう奇きな出会いだけでなく、豪ごう華かな洋館にも浮かれていた。養成学校は規律が雁がん字じ搦がらめで、気を抜ぬいて食事ができる環かん境きようではなかった。食事も質素で、大半はクズ野菜と赤身の乏しい肉だけの料理だった。

「養成学校じゃ分からなかったですが」リリィがジュースを飲み込んだ。「スパイって、こんな豪華な暮らしなんですね。イメージと違ちがいました」

「な！　天国みたいな日々が送れそうだな」

　白髪の少女が頰ほおを緩ゆるめる。ちなみに彼女は十七歳で、リリィと同い年と判明した。

　すっかり打ち解けた二人は、いえーいとハイタッチを交かわす。

　だが一方で、冷静に現状を見つめる少女もいた。

「妙みようっすよ」

　茶ちや髪ぱつのパーマ気味の少女だった。

　気弱な顔立ちをしている。歳としは十五歳と幼め。顔を俯うつむかせて、八の字に眉まゆを歪ゆがめながら、もじもじと身体の前で指をすり合わせている。獣けものに怯おびえる小動物のようだ。目は潤うるんでおり、今にも泣きそうになっていた。

「この洋館、少し前まで絶対誰かが生活していたっす」

「ん、それがどうした？　歴史あって良いんじゃね？」

「その入居者はどこに消えたんすか……？　やっぱりこのチーム変っすよ。自分みたいな劣れつ等とう生だけで、不可能任務だなんて」

「んー？　確かに気になるけど、明日教えてくれるんだろ」

　白髪の少女がチキンを頰ほお張ばる。それで話は終わりというように。

　しかし茶髪の少女は納なつ得とくしなかったようだ。しゅんとして目を伏ふせる。

「確かに、想像とはちょっと違いましたけどね」

　フォローするようにリリィが言った。

「でも、これはこれで最高ですよ」

　他の少女が、一斉に彼女へ視線を向ける。

　リリィは天てん井じようにぶらさがるシャンデリアを見つめて、甘い口調で言った。

「ほら、考えてもみてください。こんな豪ごう邸ていで、女の子たちで三食ご飯食べて、訓練して任務に駆かけ回って、お風ふ呂ろ入って、ご飯食べて、ボードゲームして、たまには夜遊びに繰くり出して、そして、スパイとして大活かつ躍やくできたら──それって最高ですよね」

「飯四回食ってんぞ」白髪の少女がツッコミを入れた。

「まぁ、多い分には」

「願望自体は悪かねぇけどな」

　リリィの願望に、反対意見は出なかった。

　もしかしたら、全員同じ想おもいかもしれない。

「その素す敵てきな野望を叶かなえる方法は決まっているわ」

　また、別の少女の一人が口を挟はさんだ。

　ストレートヘアの黒髪の少女だった。少女たちの中で最年長の十八歳。人目を惹ひき付けるような抜ばつ群ぐんのプロポーションと眩まばゆいばかりに美しい顔立ち。その美少女ぶりを更に引き立てるような優ゆう艶えんな笑えみを浮かべている。

「任務を達成してしまえばいいのよ、このみんなで！」

　なんとなく委員長っぽい彼女が言うと場がまとまった。

　自然とそれが解散の合図となる。

　片付け当番をじゃんけんで決めて、少女たちは割り振った自室に向かった。陽炎パレスには十分に部屋があり、少女たちは個室を手に入れた。

　良い仲間に巡めぐり合えましたね、とリリィが満足して、自室に向かう。その途中で視界に、浮かない顔をした少女が映った。

　先ほど不安を訴うつたえた気弱な茶髪の少女だった。

「……やっぱり、まだ不安だったりします？」

　そう微笑ほほえみかけると、彼女は小さく頷いた。

「情けないけど、そうっす……」か細い声だった。顔の筋肉が強こわ張ばっている。「あの、ちなみにリリィさんは逃にげる当てとかあるっすか？」

「逃げる？」

「不可能任務に挑いどむ前に、逃げるんすよ」

「うーん、残念ですが、わたしに身寄りはないです。家族もいないですもん」

「うぅ……学校には仮卒業を言い渡わたされているし……八はつ方ぽう塞ふさがりっすね……」

　どうやら彼女も身寄りがないらしい。

　スパイ養成学校の生徒は、事故や不幸で両親を亡なくしたケースが多い。

　そんな事情でもなければ過酷な工作員を志す者は少ないだろう。

「心配しすぎですよ」

　リリィは仲間を励はげまそうと満面の笑みを作った。

「そもそもですね、クラウスさんだって、勝算なく落ちこぼれを集める理由がないんです。だって部下がザコだったら危険なのは自分じゃないですか。明日から完かん璧ぺきな授業で、わたしたちを鍛え上げる気なんですよ」

「ふ、不可能任務が達成できるほど……？」

「もちろん！　あのオーラばりばりの人が凄すごい授業をして、わたしたちの秘ひめたる才能を目覚めさせてくれるんですって」

　根こん拠きよのない励ましではなかった。

　彼には、養成機関の教官を遥はるかに凌しのぐ威い圧あつ感かんがあった。おそらく育成の天才なのだろう。落ちこぼれを集めて不可能任務に挑む以上、相応の自信があるはずだ。

「……それもそうっすね」

　茶髪の少女の表情が和やわらいだ。

「ありがとうございました、気分が落ち着きました。ぐっすり眠ねむれそうっす」

「どういたしまして。では明日からの訓練に備えて、よくおやすみです！」

　リリィは小さく手を振ふった。

　もちろん不安はある。現状の自分たちでは不可能任務を達成できない。任務の詳しよう細さいこそ不明だが、落第寸前の少女が死亡率九割を乗り越こえられるはずがない。

　だからこそ、クラウスがこの状じよう況きようを打開してくれる──そう信じ切っていた。







　陽炎パレスに訪おとずれて、二日目。

　少女たちが大広間に待機していると、クラウスが現れた。昨日の赤く汚よごれた服ではなく、清潔なパンツルック。本人が整った容姿なので、リリィは一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまった。

「おはようございます、ボス」と高鳴る心を誤ご魔ま化かすように挨あい拶さつする。

「その呼び名は虫むし唾ずがはしるな」クラウスは眉をひそめた。「ボスはやめてくれ。先生、もしくは、クラウスだ」

「はぁ……じゃあ、先生って呼びます」

「構わない。さっそく『灯』の会議を始めようか」

　大広間には、コの字形に置かれたソファがあった。そのソファに腰こしかけて待機していた少女たちは気を引き締しめる。

　クラウスはあくまでマイペースに語りだした。

「説明しよう。『灯』は、不可能任務の達成を目的とした臨時チームだ。任務は、ガルガド帝てい国こくの研究施し設せつ潜せん入にゆうミッション。詳細は後日語るが、施設内のある物を盗ぬすみ出す。この任務が不可能任務と言われる所以ゆえんは、先月この任務に関かかわったスパイチームの失敗だ。全員死亡。情報一つ持ち帰っていない」

　少女の誰だれかが「全員死亡……」と呻いた。

　クラウスは頷うなずいた。

「僕たちは一ひと月つき後に発たち、研究施設の潜せん入にゆう任務に入る。猶ゆう予よは僅わずかだ」

　内容を改めて聞かされて、リリィの足が冷えた。

　一流のスパイでさえ成し遂とげられなかった任務を、落ちこぼれの自分たちが挑むのだ。やはり、それだけ聞くと馬ば鹿かげているように思える。

「心配するな」

　クラウスが優やさしい声をかけてきた。

「僕は、見ての通り世界最強のスパイだ。僕より優ゆう秀しゆうなスパイは存在しない。僕の授業をこなせば、不可能任務など児じ戯ぎに等しい」

　教育には自信があるようだ。

　不安など知らないような堂々とした立ち振ふる舞まいだった。

「いや、『見ての通り』って言われても分からんけど」

　白はく髪はつの少女が凜りん然ぜんと告げる。クラウスの宣言にも物もの怖おじせず、鋭するどくツッコミを入れた。

　クラウスは深く頷いた。

「なら、僕の授業を受けて決めればいい」

　彼は大広間に置かれた木箱から、複数の南ナン京キン錠じようを取り出した。それを生徒たちに向かって、一個ずつ投げていく。

「過去、帝国の軍事施設で用いられた鍵かぎだ。潜入時にはこの解錠が必ひつ須すスキルとなる」

　リリィは受け取った南京錠を観察する。

　一いつ般ぱんに流通しているものよりも、大きく、重たかった。

「この鍵を開けろ。制限時間は一分以内」

　いきなりの試験！

　リアクションを取る暇ひまもなく、リリィはポケットからピッキングツールを取り出した。だが、カギの内部にツールを差し込むと理解した。ピッキング対策が施ほどこされた特注品だ。合わせるべきシャーラインがどう乱れているのかさえ分からない。

　こんなの一分では無理ですよぅ、とリリィは嘆なげく。

　汗あせを流しているうちに制限時間が過ぎた。

「終わりだ」

　クラウスが言い放つ。

　振り返ると、一人だけが成功していた。残りの六人はリリィ同様失敗している。

　だが、こんなのできないのが普ふ通つうだ。

　養成学校でさえ、これほど複雑な機構の南京錠を見たことがない。

　クラウスは開かなかった南京錠を回収した。

「成功は一人か。気にするな。想定の範はん囲い内だ」

「くっ」白髪の少女が顔を赤くする。「そう言うアンタはできるのかよっ」

「疑うなら見ておけ」

　次の瞬間、クラウスは六つの南京錠を上に放ほうり投げた。

「鍵はこのように──良い具合に開けろ」

　後の事は、リリィは視し認にんできなかった。

　クラウスが二、三度、腕うでを振るった。

　だが、それ以上はまったく見えない。理解できたのは、もたらされた結果だけだ。

　解錠された南京錠が、六個、絨じゆう毯たんに落ちる。

　一個一分どころか──六個一秒。

　少女のうち誰かが「すご……」と呻うめいた。

　リリィも呆ぼう然ぜんとした。

　養成機関の教官レベルを超ちよう然ぜんと上回る。これほどのスキルがあれば、どんな施設でも潜入して機密文書を盗み出せる。そう確信できる神かみ業わざだった。

　これが第一線のスパイの実力──。

　もはや人外の境地だ。

「言っただろう？　僕より優秀なスパイは存在しない、と」

　その自信が実力に裏打ちされたものと証明される。

　リリィの足の震ふるえが止まった。

　──信しん頼らいできるかも。

「これを見てまだ不安がある者は？」

　少女たちは全員首を横に振った。異を唱える者はいない。少女たちは皆みな、羨せん望ぼうと期待の眼まな差ざしをクラウスに向ける。

　一秒でも早く授業を受けたい、とその表情が語っていた。

　やっぱりこの人が自分を変えてくれるんですね、とリリィも目を見張る。

　生徒から羨望の眼差しを受けながら、クラウスは悠ゆう然ぜんと口を開いた。

「さて、次の講義だが──」

「え？」

「ん？」

　妙みような間があった。

　クラウスが不思議そうに首を傾かしげ、リリィも「あれ？」と頭をひねった。

　気のせいでしょうか。今、この先生おかしなことを口走ったような。

　間ま違ちがいかなと感じて、リリィは頭を下げた。

「あ、すみません。先生、授業を止めてしまって」

「いや、疑問があるなら言うといい」

「大だい丈じよう夫ぶです！　解説を続けてください！　わたし、それが早く聞きたくて──」

「終わりだぞ」

「へ……？」

「ピッキングツールを良い具合に使えば開く。お前たちは悪い具合に使うから開かない。鍵開けの解説は、以上だ」

「「「「「「「…………………………………………」」」」」」」

　少女全員が重たい沈ちん黙もくを共有した。

　視線をぶつけ合う。やはり全員、同じ気持ちのようだ。

　この男、もしかして──。

　クラウスも様子がおかしいと察したらしい。

　不思議そうな面おも持もちで見つめ返す。

「……まさか、理解できないのか？」

　まさか、はこっちのセリフです。

　リリィはそう気持ちを込こめた目線をぶつける。

　クラウスは腕を組み、数秒黙だまり込んだあと、口を開いた。

「……大サービスだ。今後の授業予定を教えよう。交こう渉しよう『美しく語れ』編と、戦せん闘とう『とにかく倒たおせ』編、変装『割となんとかなる』編だが、ついていけそうか？」

「無理です」

「本当か？」

「マジです」

「『美しく語れ』を『蝶ちようのように語れ』と言い換かえても？」

「余計、混乱しました」

「なるほど、極ごく上じようだ」

　クラウスは深く頷き、それから、ふぅっと息を吐はいた。

「初めて自覚したよ──僕は授業が下手らしい」

　さらっと、とんでもないことを吐ぬかして、彼は大広間を歩き出した。開いた口が塞ふさがらない少女たちの前を通り過ぎ、広間の扉とびらまで辿たどり着くと、

「後は、自習だ」

　と言い残して去っていった。

　静せい寂じやく。

　少女たちはしばらく無言でいたが、事態を察し、もう一度顔を見合わせ、互たがいに頷き合い、一いつ斉せいに立ち上がり、

「「「「「「「ちょっと待てえええええええええぇ！」」」」」」」

　と叫さけんだ。







　大広間は阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様だった。

「一体わたしは何を見せられたんですかぁ！」「笑い事じゃないっすよ！」「ずっと気になってんだけど、一体なにがどう『極上』なんだよっ！」「アレは相当ひどいわね……」

　少女たちが口々に喚わめき散らすのも無理なかった。

　希望がなくなった。

　落ちこぼれが不可能任務を達成する方法が消えた。

「これで、どうやって任務に挑いどめばいいんすか！」

　茶ちや髪ぱつの少女が普段より一層泣きそうな顔をした。

　リリィも唇くちびるを震わせる。ようやく自分たちの置かれた状じよう況きようを吞のみ込めてきた。

『灯』のボス──あの男は凄すさまじいポンコツだ。

「さ、最悪、わたしたちだけで訓練して、相応の実力を身につければ……」

「でも、問題は訓練だけではないわよ」黒くろ髪かみの少女は顔に指をあてた。大人っぽい優ゆう艶えんな仕草。「あの人は教官兼けんボス。つまり作戦の指揮も彼が担になうのよね？」

「えぇと、つまり、なんです？」

「まともに指示が出せるのかしら？　『裏口から良い具合に潜せん入にゆうしろ』『モグラのように探さぐれ』という命令が来るかもしれないわ」

　あり得そうだ。

　というか間違いなくそうだ。

　リリィは、自分の顔が青白くなっていくのがわかった。

「やってられるかあああああああああぁ！」

　未み曾ぞ有うの危機に白髪の少女が叫ぶ。

　堰せきを切ったように他ほかの少女たちもめいめいに主張を始めた。

　天国から地じ獄ごくへ一転。

　かくして、新スパイチーム『灯』は始動一時間足らずで崩ほう壊かいした。







　リリィは食材を抱かかえて、雑ざつ踏とうを歩いていた。

　買い物に出たはいいが、足に力が入らない。重い足取りで陽炎パレスに戻もどっていく。途と中ちゆう何度もジャガイモを零こぼしそうになって、深いため息をつく。

（どうして、こんな目に……？）

　結局、クラウスは部屋に籠こもったきり出てこない。

　仕方なく少女たちだけで鍵かぎ開けの訓練を行ったが、そんなものは養成学校で散々やってきた。急激な成長は見込めない。

　独学でなんとかなるなら、自分たちは落ちこぼれていない。

　一か月後に迫せまった不可能任務を達成できるわけがない。

（まったく、どこのどいつですか！　先生が完かん璧ぺきな授業をしてくれるって言ったお馬ば鹿かさんは！　このままじゃ才能を開花させるどころか、死んじゃいますよっ！）

　心中で悪態をつきながら迫りくる現実に震える。

　今振ふり返ると、養成学校の校長はこの展開を危き惧ぐしていたのか。

　──本当に逃にげてしまうか？

　仲間が語った考えが頭を過よぎる。

（でも、逃げる先なんてないですし……それに──）

　自分一人が逃げたら仲間たちはどうなる？

『願望自体は悪かねぇけどな』と凜りん然ぜんと頷うなずいた白髪の少女。

『任務を達成してしまえばいいのよ、このみんなで！』と優艶に励はげました黒髪の少女。

『気分が落ち着きました。ぐっすり眠ねむれそうっす』と気弱な笑えみを見せた茶髪の少女。

　彼女らと過ごした期間は、たった一晩だ。

　けれどもリリィと変わらない年ねん齢れいで、リリィと同じ境きよう遇ぐうを過ごしてきた少女だ。そんな仲間を見殺しにして、自分だけが逃げる……？

（けど…………わたしにできることって……）

　その時、頭にアイデアが湧いた。

　──唯ゆい一いつの突とつ破ぱ口こう。

　ありえない、と反射的に否定する。

　しかし、一度頭に浮うかんだ計画はそう簡単に消えない。時間が経たつにつれて、他に方法はないように思えてくる。

　その時だった。

　人ひと混ごみから老女の声が聞こえてきた。「引ったくりよっ！」

　反射的にリリィが振り向く。

　大男がカバンを摑んで、雑踏を駆かけてきた。道行く無数の人を押し分けて、逃とう走そうを図はかっている。しかも──リリィの方向に。

「邪じや魔まだ！　ガキッ！」大男はリリィを突つき飛ばしてきた。

　丸木のような太い腕うでに押されて、「きゃぁっ」とリリィは道みち端ばたに転がる。

　その間に、男は走り去っていった。

「あいたたた、です……」

　リリィは尻しりを擦さすって、転がったジャガイモをかき集めた。一個一個数えて、息を吹ふきかけ泥どろを払はらっていると、品のよさそうな老女が近寄ってきた。

　どうやら彼女が引ったくりの被ひ害がい者しやらしい。

「お嬢じようちゃん、大丈夫かい……？」

「ん？　あ、はい、大丈夫です」

　老女が弱々しく眉まゆを曲げた。

「お互い不幸だったねぇ。まぁ、命があるだけでも良しだねぇ」

「ん……それもそうですね」リリィは笑顔で返した。「命があるだけマシですね」

「そうそう」

「命があれば、美味おいしいごはんにありつけます！」

「お嬢ちゃん、ポジティブだねぇ」

「まったく！　こっちは本気の本気で悩なやんでいるのに、くだらない邪魔してきたんですもん。感謝してほしいですよ──まだ生きていられるなんて」

　老女が顔をしかめた。

「ん？　誰だれのことを言っているんだい？」

「え、そんなの決まっているじゃないですか」

　リリィは薄うすく微笑ほほえんで、前方を指で示した。

「──引ったくりさん」

　その指の先では──大男が倒れていた。

　老女には、何が起きたのか理解できなかったようだ。

　先ほどまで駆けまわっていた男が、泡あわを吹いて失神している。

　たった一いつ瞬しゆんで。

「突発的な持病ですね、きっと」

　リリィは大男の下もとに近づくと、こっそり針を引き抜いた。カバンを奪うばい、髪を結ゆっていたリボンで男を縛しばり上げる。後はやってきた警察が処理してくれるだろう。

　意識のない大男を見て、リリィは小さく頷く。

（そうですよね……わたしたちはスパイですもん）

　啞あ然ぜんとする老女にカバンを手て渡わたして、にこやかに尋たずねる。

「ねぇ、おばあちゃん、この街の観光名所ってどこですか？」

　やるしかない。

　いくら敵が強くとも生き延びる手段は一つだけ。

　尻しり込ごみすれば無む為いに時間を消費するだけだ。

　少女は、人知れず静かに微笑む。

（他に手段がないなら──ターゲットを仕留めるだけ）

　内心で呟つぶやいて。

　リリィは、そっと始動する。

（コードネーム『花園』──咲さき狂くるう時間です）







　クラウスの寝室は、陽炎パレス二階の端はしにあった。

　陽炎パレスには際きわ立だって豪ごう華かな部屋が複数あったが、なぜかクラウスはそれらを用いなかった。部屋の配置から察するに、彼の自室はさほど広くないはずだが。

　もしかしたら特別な仕し掛かけでもあるのでしょうか、と勝手な想像をして、リリィは部屋をノックする。

　が、返事はない。

　何度も何度も叩たたくが一向に返答がない。

　イライラして扉とびらを開けると、クラウスは部屋にいた。ノックを無視する主義なのか。

　殺人現場のような部屋だった。

　紅あか色の液体が部屋の全面に飛び散っている。リリィは悲鳴をあげた。油の匂においを嗅かぎ、それが大量の絵の具と分かると胸を撫なで下ろした。

　クラウスはキャンバスの前で椅い子すに腰こしかけ、腕組みをしている。

「用件はなんだ？」彼が顔をあげた。「僕は見ての通りだ」

「なにが？」

「新しい授業法の模も索さく中だ」

　絵を描えがいているようにしか見えない。

　だが、彼の足元には大量の本が積まれていた。どれもタイトルには『教育学』が入っている。本気で試行錯さく誤ごしているらしい。しかも、かなり真ま面じ目めに。

　じゃあ油ゆ彩さい画には何の意味があるのかと気になって、絵を覗のぞき込む。全面、紅の一色で塗ぬられている。荒あら々あらしい線が描き連なっている抽ちゆう象しよう画だ。

　キャンバスの右下には『家族』と書かれていた。

　タイトルなのか？　この絵の具のゴミ捨て場みたいな絵が『家族』？

　この男の思考回路は分からない。

「先生、新しい授業法は思いつきそうですか？」

「まったく」

　即そく答とう。

　リリィは、肩かたを落とす。やはりこの男はポンコツか。

「安心しろ。一週間以内に結論を出す。それまで自主鍛たん錬れんに勤いそしんでほしい」

　一週間も待てるわけがない。任務の日は一か月と迫っているのに。

　唾つばを飲み込み、提案した。

「先生、一個だけアイデアがあります」

「なんだ？」

「今から、お出かけしませんか？」

　クラウスの眉み間けんに皺しわが寄った。

「なぜだ……？」

「気分転てん換かんです」

　リリィは頷いてみせる。

「人間、狭せまい部屋にいると、考えも狭くなってしまうものです。そんなときは、レッツお散歩！　根こんをつめるだけじゃなく、リフレッシュも大事ですよ」

「散歩なら先週した」

「あ、なら大だい丈じよう夫ぶですね……とはならないでしょう！」

「ノリが良いな」

　クラウスは首を横に振った。

「気き遣づかいは嬉うれしい……が、乗り気になれないな」

「でも、一日部屋にいても解決策は出なかったんでしょう？」

「痛いところを突くじゃないか」

　一瞬、クラウスが目を細める。

　怒おこらせたか、と心臓の鼓こ動どうが速くなるが、クラウスの表情はそれ以上変わらなかった。笑ったのだろうか。

「行きましょうよ！　名所は街で聞き回ってきましたから」

「そうか、なにがあった？」

「ふふん！　たっくさん集めましたよ。たとえば、二千年前の遺い跡せきの出土品があるコトコ博物館、移動遊園地！」

「興が乗らない。他ほかには？」

「他……？　えぇと、食料品が集まる『かえで横丁』や、お化けの噂うわさがある海岸、ステンドグラスが綺き麗れいな教会もあるんだとか」

　クラウスが関心を示さなかったので、リリィはまとまりなく候補を挙げる。

「………………」

　それらの提案に対し、クラウスはしばらく無言を続けて、

「──極ごく上じようだ」

　と満足気に腕を組んだ。

「わかった。だが、もう夕方だ。出かけるのは明日にしよう」

　窓の外を見れば、確かに空がオレンジ色に染まっていた。

　今日中がよかったが仕方がない。無理を言って、乗り気になったクラウスの機き嫌げんを損そこねても悪手だ。

「はい！　では、明日に！」

　リリィはとびっきりの笑顔を向けた。

　第一段階クリア。







『かえで横丁』は、名前とは真逆で、カエデが生おい茂しげる山奥ではなく、街のど真ん中にあった。海外からの嗜し好こう品や輸入品が並ぶ。

　規模は、ディン共和国でも有数の大きさ。休日は特に多くの商店がひしめいていた。道は屋台も立ち並び、香かぐわしい匂いが漂ただよっている。エビとジャガイモの香こう草そう焼き、ベーコンとキノコのバターソテー、クルミのケーキとつい目移りしてしまう。

　陽炎パレス三日目の昼、リリィはその光景に圧あつ倒とうされていた。

　笑え顔がおの人で溢あふれていた。子供は棒キャンディーを舐なめながら両親の手を引き、カップルは店頭に並ぶラジオを見て頰ほおを緩ゆるませる。老人は懐かい中ちゆう時計屋の前で、その細工に惚ほれ惚ぼれするように頷うなずいている。

　盛せい況きような市場の前で、リリィが声をあげた。

「うわあああぁ、こんなにたくさんの人、初めて見ました！　邪じや魔まくさい！」

「………………」

「すみません、後半本音が……」

「その誤りは致ち命めい的だがな」隣となりにいるクラウスがクールに指し摘てきした。「そういえば、他のメンバーはどうした？　てっきり何名か一いつ緒しよだと思ったが」

「誘さそいましたが、自主鍛錬したい、と断られちゃいました」

　噓うそだった。本当はこっそり抜ぬけ出した。

　二人は通りを歩き出した。

　プランは、屋台を冷やかして、貝料理が美味おいしいと評判のレストランに向かう予定だ。

　途と中ちゆう、美味しそうな缶かん詰づめの屋台があったので購こう入にゆうする。エビやカニの海産物も購入したいところだったが、すぐに陽炎パレスに戻もどる予定ではないので諦あきらめ、メモするだけに留とどめていく。

　次々と屋台を移るリリィに対して、クラウスが声をかけてきた。

「そういえば、お前の出身は僻へき地ちだったな。都会はあまり来ないか」

「はい、実習で来たときは大変でしたよ。歩きにくくて、いつも転んだり道に迷ったりしていました。今は、すっかり慣れましたが」

「その割には、はしゃいでいるじゃないか」

「迷い慣れたんです」

「どうりで」

　クラウスは小さく頷くと、身体からだの向きを変えた。

「目当てのレストランは、こっちだ」

　既すでに道を間ま違ちがえていたらしい。

　顔が赤くなるのを感じつつ、クラウスの後に続いた。

「先生、質問です」リリィは指を立てた。「駅からここまで来た道順を教えてください」

「……ん？　駅から南西に向かい、郵便局の角を左、葬そう儀ぎ屋の角を右、それから、しばらく道なりに歩いてラジオ屋を左だ」

「教えられるじゃないですか！」

「当たり前だろう？　緊きん急きゆう工事があったため迂う回かいしたが、道くらい覚えている」

「え、工事の標識なんてありましたっけ？　どうやって気づけたんです？」

「なんとなくだ」

「…………」

　なんで肝かん心じんな部分を教えられないんですかっ！

　もはやこの程度で怒ど鳴なっても仕方ないので、リリィは言葉を吞み込んだ。

「歩行者の数、では……？　行き交かう人々の数がいつもと違っていたから、とか」

「あぁ、言われてみれば、そんな方法かもしれないな」

　クラウスはあっさり認めた。

　隠かくしていた訳ではないようだ。自覚がなかったらしい。

　リリィは唸うなる。

　どうしてでしょう？　なぜ教えられる内容と教えられない内容があるんです？

　と、その時──。

「きゃっ」

　と、リリィが足元をつまずかせた。

「ころびっ！」思わず叫さけぶ。

　石いし畳だたみのくぼみに気が付けなかった。

　身体が浮うく感覚と同時に、抱かかえていた四つの缶詰を離はなしてしまう。

　だが、リリィの身体は地面に顎あごを打ち付ける前に、静止する。

「──大丈夫か？」

　顔を向けると、クラウスがリリィの身体を抱だき留めていた。クラウスの整った顔が間近にあり、その事実に気がついたあとで、自身のふくよかな胸を彼の腕うでに押し付けていることにも気づき、

「はひゃぁっ！」

　とリリィは飛び上がった。

　身体が一いつ瞬しゆんで火ほ照てってしまった。

　一方、クラウスは無表情を崩くずさない。よく見れば、リリィが放ほうり投げた缶詰も全すべて片手に収めている。リリィを抱き留めるだけでなく、缶詰を一個も落とさなかったようだ。

「や、やっぱり、教える能力はともかく、他の能力はあるんですね、先生……」

　照れ隠しに称しよう賛さんすると、クラウスは「この程度で褒ほめられてもな」と首を横に振ふる。心外だと言わんばかりだ。

「言っておくが、僕が指導できない原因は判明したぞ」

「そうなんですか？」

　その驚おどろきに答えず、クラウスは手にした缶詰を上空に高く放り投げた。缶詰は回転して、リリィの下もとに落ちてくる。

　リリィは、その缶詰を両手で受け止めた。

「いきなり、なんです……？」

「お前は、この缶詰をどうやってキャッチした？」

「え、そんなの、手を器うつわのようにして受け止めて──」

「足の動かし方は？」

「…………」

　訊きかれても言葉が出てこなかった。

　足？　今、わたし、動かしましたか？

　落下地点に足をずらした？　受け取る時、僅わずかに屈かがんだ？　一瞬重心を左足に動かした気もするが、はっきりと確信は持てない。

　訊かれたって言えることなんて──。

「…………なんとなく、動かしました」

「それが僕の感覚だ」

　クラウスが吐はき捨てる。

「『缶詰をキャッチした』ことは語れるだろう。しかし行動全てを説明できないはずだ」

　冗じよう談だんですよね、とリリィは呟つぶやいた。

　けれど、彼の眼まな差ざしを見れば真しん剣けんだと分かった。

　つまり感覚が違いすぎるのだ──クラウスと、自分たちでは。

　人が、物の握にぎり方をうまく教えられないように。

　ベッドでの起き上がり方を説明できないように。

　シャツの脱ぬぎ方を語れないように。

　クラウスは、解かい錠じようの仕方、変装の仕方、戦せん闘とうの仕方を教えられないらしい。

　いや、それが真実だとしたら、この男は一体どれだけ──。

　リリィは唾つばを吞み込む。

「だとしたら、指導なんて無理なんじゃ……」

「今必死に頭を働かせている」

　その返答は淡たん々たんとしていたが、僅かに疲ひ弊へいの色が滲にじんでいた。

　部屋に積まれた書しよ籍せきの山を思い出した。彼が怠なまけていたとは思えない。

　実直に、真剣に、誠実に悩なやみ、それでも打開策を見つけられていない。

「…………」

　リリィは一瞬目を閉じる。

　それから目を見開き、大きなガッツポーズをしてみせる。

「いや！　ここに来る目的を忘れてはいけません！」

「どうした、いきなり？」

「リフレッシュ！　小難しいことは置いておいて、頭を空っぽにしないと」

「お前、かなり気分屋だな」

「えぇ、学校では『敵にも味方にもしたくない女』の名を馳はせていましたよ！」

「変人扱あつかいだったのか、可哀かわい想そうに」

「先生に言われたくないですっ！」

　どこかズレた会話をかわして、屋台が並ぶ通りを歩く。

　すると、店先の風景写真が目に留まった。

「先生！　これを見てください！」

　クラウスの袖そでを摑つかんで、強ごう引いんに引き留める。

　リリィが見つけたのは、あるジュース屋の屋台に貼はられた写真だった。自然に囲まれた湖の写真。モノクロ写真ではあるが、その豊かな風景は鮮あざやかに伝わってくる。

「綺き麗れいな場所ですね…………」

「お、エマイ湖の写真か」店主が快く説明してくれる。「駅から国営バスに乗れば、二時間超ちようで行けるぜ。まぁ、今日は休日だから、かなり混こんでるがな」

「へぇ、人気なんですね！」

「人気なんてもんじゃねぇよ。この街で一番の観光名所さ。首都の成金共が揃そろって、行楽に来る保養所だ。貸しボートもあって、中々見どころがあるぜ」

　リリィはお礼の代わりに瓶びんジュースを購入して、クラウスに笑いかける。

「ふふん、また有力な情報ゲットです。後で行ってみましょう」

「……あぁ、いいだろう」

　クラウスは同意する。嫌いやそうな反応は見えなかった。もしかしたら、この外出を楽しんでいるのかもしれない。

　第二段階クリア。







　レストランでの食事後、二人はエマイ湖のほとりに到とう着ちやくしていた。

　バスで二時間と言われた道のりだったが、クラウスが運転する乗用車だと半分の時間で済んだ。彼の自家用車は、リリィの予想に反して、平へい凡ぼんで、どこにでもある黒い四輪車だった。それを指し摘てきすると、クラウスからは「スパイが目立ってどうする」とまっとうな反論をされた。間違った発言はしていないのに、変人に言われると理り不ふ尽じんに感じる。

　エマイ湖は、ジュース屋の店主が言ったように観光客で混み合っていた。パラソルを並べて、優ゆう雅がにカクテルを飲んでいる人間がひしめいていた。

　湖こ畔はんに立て看板があり、エマイ湖の説明があった。

　山に囲まれた自然に富み、面積は一キロ四方の巨きよ大だいな湖。ボートを借りて、湖の中央に向かえば、静かに大自然を観かん賞しようできる──そんな触ふれ込み。

　風が少ないのか、まるで鏡のように太陽の光を反射している。これほど綺麗な湖を手て漕こぎボートで味わうのは、中々に粋いきな体験だ。

「この賑にぎわいでは、貸しボートは一つも余っていないだろう」

「その時は、順番待ちですね」

　と待ち時間を覚かく悟ごしたが、いざ発着場まで辿たどり着くと、運良く残ったボートを一つ見つけた。二人乗りの小さな手漕ぎボート。

「お、ラッキーですね」

「ところで……この場合、漕ぐのは僕か？」

「まぁ、そこは男性が」

　クラウスは「そうだな」と一足先に乗り込む。それからリリィに手を差し伸のべてきた。

　リリィは緊きん張ちようしながらクラウスの手を握り、乗船した。

　彼の手は意外に温かかった。

　出発すると、舟ふねはすぐに湖の中央に着いた。クラウスはオールを漕ぐ技術も一流らしい。「速いですね」と褒めると「雲のように漕ぐだけだ」と謎なぞの返答。

　日が暮れ始めていた。空が赤くなり、山の木々も湖面も岸もすべて夕焼け色に染まっている。この距きよ離りでは、湖畔の人々は橙だいだいの豆まめ粒つぶにしか見えない。

　喧けん騒そうは聞こえてこない。周囲には、他ほかのボートの影かげさえない。

　燃えるようなオレンジの世界にいるのは、リリィとクラウスだけだった。

「写真より、ずっと綺麗ですね」

「そうだな」

　そこは『極ごく上じようだ』と言わないらしい。彼なりの基準があるのだろう。

「リリィ」

「えっ、はい！　は、初めてですね、名前を呼ぶなんて」

「今日見たこと、そして、今見ている風景を忘れるな」

　彼は黒い双そう眸ぼうを岸の人々に向けた。

「横丁で顔をほころばせる子供の笑え顔がおを忘れるな。この抱きしめたくなるような自然の美しさを忘れるな。夕焼けに照らされる愛いとおしい人々を忘れるな」

「人々……」

「十二年前、この国は帝てい国こくに侵しん略りやくされた。この国は中立宣言をしていたにも拘かかわらず。一方的な侵略に抗あらがえずに国民は虐ぎやく殺さつされた。終戦して十年、帝国は再び『影の戦争』でこの国を侵略している」

「え、そうなんですか？」

「さっきの横丁も平和に見えるが、一度、爆ばく破は事件が起きかけた。犯人は帝国のスパイ。外務省の要人を狙ねらった暗殺だった。それを察知して阻そ止ししたのは、情報収集に長たけたスパイだ。警察でも軍人でも官かん僚りようでも政治家でもない」

　クラウスは告げる。

「世界は痛みに満ちている。その理不尽をねじ伏ふせられるのは僕たちスパイだけだ」

　念を押すように「忘れるな」ともう一度口にした。

　それで満足したように、また夕日を眺め続ける。

「…………………………」

　熱い感情をぶつけられたが、それに逆らうように、リリィの心は冷めていた。

　同じ風景を見ているのに、自分と相手は違ちがいすぎる。

　彼は想像もつかないだろう。

　自分が、彼の言葉をどれだけ白けた気持ちで聞いているかなんて。

「……でも、死んだら元も子もないですよ」

　リリィが口を開いた。

「国が大事とか、任務をまっとうするとか、立派だとは理解しています。わたしは戦争で命を落とす寸前で、スパイに命を救われました。だからスパイとして頑がん張ばりたいとは思います。憧あこがれもあります。でも、だからこそ──簡単には命を懸かけられません」

　途と中ちゆうから、クラウスの目が見られず視線を下げた。

「いつか咲さき誇ほこりたいって意地くらいありますよ」

「…………」

「落ちこぼれだから思います。辛つらい時代に生き残って養成学校で蔑さげすまれて、運良くスパイになっても、あっけなく死んじゃったら、何のための人生だったんですか……？」

　この身体からだの芯しんから冷え切る気持ちを、きっとアナタは理解できないんでしょう。

　アナタとわたしは違いすぎるから──。

　リリィはため息をついて、胸の前でぎゅっと拳こぶしを握る。

「先生……」

「なんだ？」

「風が寒いです。近寄っていいですか……？」

「風なんて吹ふいてないが？」

「女の子は冷えるんですよ」

　リリィは腰こしを浮うかすと、クラウスの下もとに近づいた。

　重心が寄って、ボートが傾かたむきだす。

「気づいていますよ。落ちこぼればかり集めた理由……要は『捨て駒ごま』でしょう？」

　他に理由は思いつかなかった。劣れつ等とう生と指導ができない教官を集める理由なんて。

　合理的だと感心する。

　死亡率の高い任務に自分たちを特とつ攻こうさせて、情報をかき集めさせる。将来性のない落ちこぼれの命などコストに値あたいもしないのだろう。自分たちが命と引き換かえに集めた情報で、一流スパイは手て柄がらを得ていくに違いない。

　リリィは、クラウスの膝ひざに手をついた。

　顔と顔を近づけ、距離を詰つめる。

「今日一日かけて確信しました。アナタは指導ができない。わたしたちは死ぬしかない。そんなの嫌だ。わたしはいつか絶対笑ってやるんです。才能を開花させてやるんです。どんな手段を使ってでも──こんなところで死ねない」

「リリィ……？」

「ごめんなさい、先生。本気の本気です」

　クラウスの瞳ひとみを見る。

「コードネーム『花園』──咲き狂くるう時間です」

　次の瞬しゆん間かんだった。




　リリィの胸むな元もとから──毒ガスが噴ふん射しやされた。




　　　　◇◇◇




　十二年前──。ガルガド帝国の侵略時に、ある人道を外れた兵器が用いられた。

　致ち死し性が高く、爆ばく弾だんのような痕こん跡せきを残さず、姿なきまま残り続ける──毒ガス。

　ガルガド帝国は実験の現場に、ディン共和国の小さな村を選せん択たくした。

　豊かな村は瞬またたく間まに地じ獄ごくに変わり、村にいた数百人の命は儚はかなく消え去った。

　そして、スパイの情報を元に駆けつけた軍人は発見する。

　絶命寸前で生き残った特異体質の少女を──。




　　　　◇◇◇




　噴射された毒ガスに対し、クラウスは反応さえできなかったに違いない。

　仮に察知しても逃にげられるはずもなかった。超至近距離で、足はリリィが押さえつけた。彼女の胸元から噴ふん出しゆつされたガスは、クラウスの口と鼻を直ちよく撃げきしたはずだ。

　クラウスは啞あ然ぜんとした顔で、リリィを突つき飛ばす。
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　だが、遅おそすぎる。既すでに作戦は成功した。

「麻ま痺ひ、毒、だと……？」

　喋しやべりにくそうに、声を発する。

　クラウスは震ふるえる指先を見つめて、慌あわてた様子で口元を押さえる。彼の身体が揺ゆらぎ、座る姿勢さえ維い持じできず、横に倒たおれ込む。

「バカな……ガス状の毒を散布するなんて自殺行こう為い……」

「わたし、この毒、効きません」

「……どういうことだ？」

「特異体質ですよ、わたしのね」

　リリィはなんてことのないように笑う。

　成人男性が動けなくなる威い力りよくの毒ガスの中、彼女だけが悠ゆう然ぜんとする。

「どうです？　いくら先生でも毒は対処できませんよね？」

　既に毒ガスは、湖上に流れる風が霧む散さんさせただろう。

　だが、クラウス一人を仕留めるには十分だった。

　彼は横たわったまま、全身を細かく震わせた。

　リリィは嬉うれしさのあまり笑い出した。

「あははっ！　案外、楽勝なんですね。一流のスパイを欺あざむくのは」

　クラウスが青ざめた顔で震える。

　毒を食くらい、ほとんど動けないようだった。

　この状じよう況きようを作り出すために、リリィはいくつも策略を練った。

　気分転てん換かんと称しようして誘さそい出し、自然な流れで、貸しボートまで辿り着けた。ギリギリまで『湖』というワードさえ出さず、完かん璧ぺきに騙だまし討うちを成功させた。

　いくら一流のスパイとはいえこの状況は打開できない──完璧な勝利だ。

「ふふ、たっぷり脅きよう迫はくしちゃいますね？　せんせ？」

「ふざ、けるな……」

　クラウスが睨にらみつけてくる。

「お前、何が目的だ……？」

「約束をしてほしいんです」

「口約束でいいなら、いくらでもするが？」

「戯たわ言ごとはやめてくださいよぉ。わたしは毒に関しては、自信があるんですよぅ？」

　リリィは甘ったるい声を出して、ポケットから更さらなる得え物ものを取り出す。

　紫むらさき色いろの液体が滴したたる針。

「特製の秘毒──この針を食らうと成人男性でも一瞬で失神します」

「な……」

「逆らう素そ振ぶりを見せたら、この針を打ち込みます」

　約束は必ず履り行こうさせますよ、と。

　その針を、クラウスの目元に近づける。先日は引ったくりも倒した即そつ効こう性の毒だ。

　危機が眼前にあるのに、クラウスは動かない。いや、動けないのだろう。

　リリィは、微笑ほほえんでみせる。

「要求は二つ。『灯』の解散。及および、メンバーの生活保障」

「…………っ」

「死にたくないんですよ──指導一つできない教官の下で」

　この男ならば、自由に使える金やコネクションはあるだろう。

　それを使う以外に、自分が生きる方法はない。

　クラウスは視線に威い圧あつを込こめてくる。

「冗じよう談だんはよせ……これ以上近づくなら、僕も反撃する」

「噓うそはやめてください。動ける毒ではありません。それに、武器もないでしょう？」

「どうして、それを……？」

「確かめました。転んだわたしを抱だき留めた時に」

　くだらない脅おどしは通じない。そのための対策は取ってある。

　クラウスは目を剝むいた。

「横丁での転てん倒とうは演技だったのか」

「え、えぇ、も、もちろん計算通りですよ……？」

　偶ぐう然ぜんだった。

　本当は別の手段でボディタッチを仕し掛かける計画だった。

「と、とにかく！　先生、わたしの命令に従ってもらいますよ」

　リリィは堂々と胸を張り、動けないクラウスに針を更に近づけた。

　持てるだけの才能と磨みがき上げた技術で、一流のスパイを圧倒する。

　これで、終わりだ。

「……詰んでいるな」

　とうとうターゲットが抵てい抗こうをやめた。

　大きく息をついて諦てい念ねんに満ちた瞳を向けてくる。

「麻痺毒はあっという間に回った。動くのは舌先と足先のみ。泳ぐことも難しい。助けを呼ぼうにも、ここは湖のど真ん中。目の前には訓練されたスパイ見習い。偶然借りたボートに都合のいい武器がある期待はない。これこそ、まさに──」

「チェックアウトです」

「──チェックメイトだな」

　決め台詞ぜりふを間ま違ちがえる。

　幸い、それをクラウスは指し摘てきしなかった。

「だが、一つ分からない」と語り掛ける。

「……ん？　なんですか、この期ごに及んで？」

「さっきから、ずっと謎なぞなんだ」

「だから、一体なにが？」

「リリィ、ところで──」

　クラウスが深い瞳を向ける。




「──このお遊びには、いつまで付き合えばいい？」




　その言葉と共に。

　二つの変化が生まれた。

「へ？」

　リリィの右足。そこには、大きな足あし枷かせがつけられていた。

　次に舟ふねの底。見ると、徐じよ々じよに浸しん水すいしていた。

　一体なにが、と状況を把は握あくする。クラウスが左足を大きく伸のばしていた。僅わずかに動ける足を使って、仕掛けを作動させたらしい。

「な、なんですかっ？」

「特注の足枷だ。そして、舟の栓せんを抜ぬいた」

「栓……？」

「この舟は、八分後に沈しずむ。鎖くさりで繫つながれたお前の足を引っ張りながら」

　ハッと気がつく。

　取り付けられた足枷は、鎖で舟に固定されていた。今まで座席の下に隠かくされていて、見えなかったらしい。

　服に仕込んだピッキングツールを取り出して鍵かぎ穴あなに差し込む。けれどもビクともしない。どういう仕組みの鍵なのかも摑つかめない。解かい錠じようを諦あきらめて、鎖の破は壊かいに取り掛かる。けれども、太く鉄製の鎖はビクともしなかった。

「お前では外せないよ」

　クラウスが語る。

「鍵はこの舟のどこにもない。お前の技術では、到とう底てい開けられない足枷だ。つまり、何をしようが、お前は湖の底に沈むわけだ」

「そんな……」

「僕が鍵を開けない限りな」

「…………っ！」

「解げ毒どく剤ざいを出せ。それが条件だ」

　そういう狙ねらいですか、とリリィは唇くちびるを嚙かむ。

　だが、まだ勝機を失ったわけではない。

「け、けど！　関係ないですよ！　この毒針に刺さされたくなければ、鍵を──」

「刺せばいいだろう」

「え……」

「その毒針を刺せば、僕が失神するんだろう？　誰だれがお前の足枷を開けるんだ？」

「うぐ……」

　今度こそ、リリィは押し黙だまる。

　打つ手をなくした。

　どころか、完全に追い詰つめられた。

　舟の浸水は収まらない。リリィの身体からだと共に沈ちん没ぼつしていく。

　納なつ得とくがいかない──優位に立っていたのは、自分なのに。

「どうして、ですか……？」

「ん？」

　駄だ々だをこねる子供のように喚わめいた。

「わたし！　この舟で仕掛けるなんて誰にも言っていません！　一体いつ舟に細工する暇ひまがあったんですか？　むちゃくちゃです！」

「昨日の晩だ。お前が、この湖で何か企くわだてていることは明白だった」

「そんなに早く……？」

「このエマイ湖は、街近辺で一番の観光名所だ。しかし、昨日、お前は『街で聞き回った名所』を語るとき、なぜかエマイ湖だけは候補に挙げなかった。外出を躊ちゆう躇ちよする人間に、もっとも有名なスポットを伝えない理由はなんだ？　不ふ審しんすぎる」

　リリィは、自身の敗因を悟さとる。

　警けい戒かいしすぎたのだ。

　彼女は襲しゆう撃げき場所を湖と決めていた。悟られないよう、湖の話題を控ひかえた。誘う直前で偶然知った素振りをみせる。だが、それが致ち命めい的なミスだった。

　当然だ。

　この男はスパイだ。街の観光名所を知り尽つくしているだろう。

　そんな男に、エマイ湖を挙げなければ不自然に思われても仕方がない。

「加えて、エマイ湖の沿岸には多くの観光客がいる。自然な流れで、僕に仕掛けるならば貸しボートだろう」

「でも、このボートに乗るとは限らないでしょう！　これは、たまたま残っていた──」

「そう、たまたま一艘そうだけ残っていた。お前は不審に思うべきだった。湖上で見る夕焼けが絶景の湖で、観光客が賑にぎわう中なぜか残り続ける一艘を」

「え……」

「足元をよく見るといい──漕こぎ手側からな」

　どういうことか、とリリィはボートを覗のぞいた。

　息を吞のんだ。

　リリィがずっと座っていた席の下。

『修理中』──そんな警告がペンキで書かれていた。

　むしろ、どうして今まで気が付けなかったのか。

「幼よう稚ちなトリックだ」

　クラウスが乾かわいた声で言った。

「この警告文は、漕ぎ手にしか見えない。お前側からは死角となる。だが、それで十分だ。このボートは誰も使用しない。貸しボートは人気だ。岸にはこの一艘だけが残る」

　手漕ぎボートは、男女で乗る場合、どちら側に座るのかハッキリしている乗り物だ。

　漕ぎ手となる男性が進行方向側に座り、女性が逆側に座る。

　そこに男性のみが見える警告があった場合、女性は一いつ切さい気づけない。

　唯ゆい一いつのチャンスは乗船時だが、そのとき、クラウスに手を差し出されて、リリィの注意は逸それていた。

　ゆえに罠わなを見抜けなかった。

　クラウスはぴしりと言った。

「説明は以上だ。リリィ──お前では僕の敵にさえなれないよ」

　実力差を見せつけられ、リリィは悔くやしさに唇を嚙み締しめる。

「く、くぅ……わたしの計画がバレていたなんて……」

　中々現実を受け入れきれない。

　クラウスは、やれやれ、と息をついた。

「更さらに言えば、昨日、お前が部屋に入った時点で、僕は襲撃を察したがな」

「えっ、それは一体どういう理由で……？」

　いくらなんでも早すぎる！

　リリィが目を見開いていると、彼は告げた。

「──なんとなくだ」

「一いつ瞬しゆんでも期待したわたしがバカでしたっ！」

「いいから、さっさと解毒剤を出せ。そろそろ舟が沈む」

　リリィは「く、悔しいですが……」とポケットに手を伸ばす。

　違い和わ感かんにはすぐ気がついた。

「あれ……？」

「ん、どうした？」

「解毒剤……ないです……」

「やめておけ」クラウスは息をついた。「今更そんな駆かけ引き、時間の無む駄だだ」

　見苦しい真ま似ねはするな、と言いたげだ。

「いや、違います…………本当にありません……」

「だから、そんな噓うそに騙だまされるわけ……」

「部屋に忘れてきました…………」

「………………………………は？」

　クラウスが目を見開いた。

　毒を噴ふん射しやされた時でさえ、こんなに驚おどろいた素そ振ぶりは見せなかった。

「……毒使いが解毒剤を忘れたのか？」

「だって、緊きん張ちようしていましたから……い、色いろ仕じ掛かけは苦手ですもん！」

「色仕掛け？　いつ仕掛けた？」

「そ、それはともかく……あ、あのぉ、先生、解毒剤なしで開けられませんか？」

「無理だ。指先が震ふるえている」クラウスは自身の手のひらを見た。「解錠はもちろん、これでは泳ぐのも難しいな」

「あはは、ですよねー」

「………………………………………」

「………………………………………」

　麻ま痺ひ毒で動けないクラウスは、ただ沈ちん黙もくしていた。

　足枷で逃にげられないリリィもまた、沈黙するしかなかった。

　二人が見つめ合っていると、ドプン、と一ひと際きわ大きな水の音がした。

　舟が本格的に沈み始めた音だった。

「……リリィ、命令だ」

「……はい」

「死ぬ気で漕げ」クラウスが目を細める。「というより──漕がないと死ぬ」

　駆け引きどころではなかった。

　リリィはオールを握にぎりしめると、

「いやああああああああああああぁ！　死にたくなああああぁい！」

　絶ぜつ叫きようして、全力で漕ぎだした。

　一方、命の危機でもクラウスは落ち着いていた。

「安心しろ。さっきは沈むまで八分と言ったが、あれは噓だ」

「ホントですかあぁっ？」

「九分五秒だ」

「安心できません！」

「リリィ、オールは雲のように漕──」

「少しは手伝ってくださいよぉおおおお！」

　もちろん、クラウスの動きを封ふうじたのは自分だが。

　過あやまちを悔くいながら、リリィはがむしゃらに岸を目指した。







　リリィは岸に辿たどり着くと同時に、舟ふねに倒たおれ込んだ。「なんとか生き延びましたああぁ」と大きく息を吐はく。

　舟の半分は浸水した。沈没する紙かみ一ひと重えだった。

　出発した場所に戻もどれず、行き着いたのは観光客の誰一人いない岸。なお輝かがやき続ける夕焼けと、それに照らされる湖面、太陽に向かって飛んでいく鳥々と心奪うばわれる風景を独り占じめできる。それを味わう余よ裕ゆうはなかったが。

　脱だつ力りよくしきって、四し肢しを投げ出す。

　生きることには生きた。ただ、迫せまってくるのは、惨みじめな現実だ。

「はーぁ、失敗しちゃいました」呆ぼう然ぜんと夕空を見上げた。「やっぱり落ちこぼれは、落ちこぼれですね。一流のスパイ様には歯が立ちません」

「そう悲観するな。悪くない毒だった」

「どうせ、わざと食くらったんでしょう？」

「実力を測るためにな」

　毒が抜けたのか、クラウスは既すでに立ち上がっていた。鳥と戯たわむれている。彼の腕うでに小鳥が二羽止まっていた。動物に好かれるタイプらしい。人には好かれないのに。

　そんな余裕があるなら足あし枷かせを外してほしいんですが、と主張したいが、今のリリィは言える立場ではない。

「現状は変化なしですね」

　嘆なげくだけだ。

　問題は何一つ解決していない。

「わたしは落ちこぼれで、先生は授業ができなくて、不可能任務は死亡率九割で、期限はどんどん迫ってきている。こりゃゲームオーバーですわ」

　加えて、リリィは上司に毒を盛る罪まで背負った。罰ばつが与あたえられるだろう。

　脅きよう迫はくに失敗した時点で、自分に待っているのは惨さん劇げきだ。

「……憧あこがれていたんですけどねぇ……国を救うスパイに……」

　諦あきらめられないと足あ搔がいた結末がこれだ。

　何も変えられなかった。

　何も得られなかった。

　運命は、とっくに決まっていたのだろう。じたばたと藻も搔がく自分は滑こつ稽けいでしかない。

「僕が叶えさせてやる」

　しかし、クラウスが穏おだやかな声で告げてきた。

「へ？」リリィは身体を起こした。

「理想を諦めるな。素質はあるじゃないか。闘たたかいこそお遊びだったが、身に迫る危機を察し、誰だれよりも真っ先に行動したお前は文句なしで──極ごく上じようだ」

「ほ、褒ほめても何も出ませんよぅ」

　彼は腕に止まった鳥を飛ばすと、リリィの下もとに歩み寄ってきた。

　それから、足先で足枷を軽く蹴け飛とばすと、どういう原理か、あれだけ開かなかった鍵かぎがあっさりと開く。

「リリィ、お前は『灯』のリーダーになれ」

「え？」

「『灯』のボスは僕だが、部下の中心となる人物が必要だ。お前が言う『咲さき誇ほこる』が何を指すかは分からんが、『灯』のリーダーとして不可能任務を成功させるのはどうだ？」

　訳がわからなくて、啞あ然ぜんとした。

　不可能任務を専門とする前代未み聞もんのスパイチーム──そこで重要な役職を与えられた。

　天てん啓けいに思えた。黄昏たそがれの闇やみに、ふっと新たな光が射さしこむような。

　落ちこぼれと蔑さげすまれ、こんな自分を変えたい一心で養成学校から去った──そんな自分に示された新たな道筋が見えた。

「そ、それが本当に叶うなら……かなり嬉うれしいです……」

「では、お前がリーダーだ。共に任務を成功させよう」

「お、おぉ、リーダー……カッコいい響ひびき……」

　ウットリした顔でその単語を繰くり返した。

　単純なやつだな、とクラウスが呟つぶやいた気がしたが、すぐに頭から抜ぬけていった。

「で、でも、どうやって？　結局、先生は指導ができないんじゃ──」

「いいや、その問題は解決した」

「解決？」

　首をかしげていると、クラウスは頷うなずいた。

「お前のおかげで、いい授業方法が見つかった」

　いつのタイミングで？

　結局、リリィがその全容を知るのは、その翌日になる。







　陽炎パレス四日目。

　大広間に、『灯』のメンバーが集められた。少女たちは、また訳の分からない授業を聞くと思い、憂ゆう鬱うつな表情を浮うかべていた。だが、心の内では、起き死し回かい生せいの期待を捨てきれていなかった。一度目の授業は何かの間ま違ちがいで、今度こそ本当の講義が始まるかもしれない──そんな縋すがるような希望だ。

　全員がソファに腰こしかけたところで、クラウスがやってきた。

　少女たちの前に堂々とした態度で直立する。

　腕組みをして、目を閉じて、黙だまり込む。瞑めい想そうのように。

　十秒、時が流れた。

　この変人はなにをしているんだ、と少女たちが思い始めたところで、ようやくクラウスが口を開いた。

「さて、見ての通りだ」

「なにが？」白はく髪はつの少女が凜りん然ぜんと尋たずねる。

「謝罪だ」

「見えねぇよ」

　起死回生はないな、と少女たちが肩かたを落とす。

　少女たちの落らく胆たんに気づかないのか、クラウスは淡たん々たんと説明を始めた。

「告白しよう。実を言えば、僕は、スパイチームのボスも教官も初めてだ」

「…………」

「意外だろう？」

　この程度でツッコんだら負けだ。

　少女全員がスルー。

「僕が未熟ゆえに、お前たちに不必要な心配をさせたようだ。すまなかった。今後は、僕に話せる限りの情報を開示したい。質問があるなら訊きくといい」

「じゃあ、二つ」

　白髪の少女が手を挙げた。やはり彼女は物もの怖おじしない。きつい瞳ひとみでクラウスを睨にらみつけている。

「アンタは何者なんだ？」

「それは言えない」

「あたしたちが選ばれた理由は？」

「それも言えないな」

「くたばれ」

「そうだ。スパイが開示できる情報は限られている。僕は開示したいが、語れる秘密は乏とぼしい。しかし、それでも信しん頼らい関係を築かなくてはならない。それがスパイチームだ。できるのは意思表示だが、それで納なつ得とくしてくれ」

　クラウスは、小さく息を吸う。

　少女たちに言葉を投げる。

「お前たちは捨て駒ごまではない。僕が、死なせない」

　瞳は、どこまでも真しん剣けんだった。

「約束する。もしお前たちが一人でも命を落とした場合、その時は僕も自死するよ」

　少女たちは、目を見開き固まった。

　クラウスの言葉には、演技ではない強い意志が込こめられた。

　噓うそではない。

　誤ご魔ま化かしではない。

　この男は本気で少女たちと共に、不可能任務をこなそうとしている。

「で、でもっすよ？」茶髪の少女が気弱な声で呟く。眉まゆをぐっと八の字に曲げて。「実際問題、自分たちは落ちこぼれなわけで不可能任務なんて──」

　クラウスは首をひねった。

「分からないな」

「へ？」

「どうしてお前たちは、自分たちを『落ちこぼれ』と形容する？」

「そ、それは……」

「僕はずっと絶賛しているじゃないか」

　絶賛？

　少女たち全員が、頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

「伝えておくと、『灯』のメンバーを選出したのは僕だ。養成学校に赴おもむき、僕自らスカウトした。お前たちは無限の可能性を秘ひめている。人間の評価など、所属する集団でいくらでも変わる。養成学校では落ちこぼれだろうが、『灯』では──全員、極上だ」

　あぁ、とどこか納得する気持ちだった。

　リリィの心が温かな何かで満たされていく。

　振ふり返れば、クラウスはずっと言い続けてきた。

　最初から──玄げん関かん先さきで目を合わせた時から『極上だ』と生徒を褒め続けた。

　この男──身内に甘すぎる。

「そして、お前たちを高める方法は既に思いついた」

　クラウスは少女たちに背を向けると、チョークを手に取った。

　まだ一度も使用していない黒板に、大きく文字を書き込んでいく。

　簡潔な一文。




『僕を倒たおせ』




　他の少女たちが呆ぼう然ぜんとする中、リリィがいち早く理解した。

　人間離ばなれした男が見み出いだした教育方法を。

「さて」クラウスはチョークを放ほうり投げる。「後は、自習だ」








２章　連携









　陽かげ炎ろうパレス九日目の二階廊ろう下かにて──。

「ほ、本当にやるんですか……？」

「当然。他に手段はないわ」

　リリィの弱音を、黒くろ髪かみの少女が優ゆう艶えんな声で否定する。

　緊きん張ちようの場面であっても、彼女の美び貌ぼうは揺ゆるがない。佇たたずまいも美しいが、ほんのりと顔を赤く染め、首筋から汗あせを流し、すっと息を潜ひそめる姿は普ふ段だんにも増して情じよう欲よく的だった。

　そこでリリィの下に、別の少女から通信が入った。

《こちら屋上担当。問題ないっすよ……ターゲット、いまだ入浴中。湯気でよく見えませんが、動きはないっす……》

　リリィは聞き取った内容をそのまま報告する。

　黒髪の少女が頷き、廊下で待機する他の仲間に親指を立ててみせる。

「照明担当は大だい丈じよう夫ぶね？　鍵担当もナンバー錠じようの用意はいい？」

　最終確かく認にんを終えると、機は熟したわ、と自身の髪を払はらった。

　視線の先には、浴室。

　陽炎パレスには大浴場と浴室の二つがあり、普段少女たちは大浴場を用いる。だが、今回彼女たちが向かう場所は、別。この陽炎パレスでたった一人の男が使用する浴室だ。

　浴室からはシャワーの音が聞こえてくる。

「〇マル七ナナ〇マル〇マル、全員で突とつ撃げきしましょう」

　黒髪の少女が改めて作戦を読み上げる。

「入浴中の先生を襲しゆう撃げきよ！」

　新生スパイチーム『灯ともしび』。

　そのボスと部下の間で、常識外の訓練が行われていた──。




　　　　◇◇◇




　事の経けい緯いは五日前、リリィたちが陽炎パレスに訪おとずれて四日目の朝となる。

　スパイチーム『灯』の少女たちは、大広間で呆然としていた。

「不可能任務」と呼ばれる超ちよう難度任務に向けて、クラウスが少女たちに講義をする──はずだったが、クラウスの壊かい滅めつ的な授業センスが明らかになり、頓とん挫ざ。そのクラウスがもう一度少女たちを呼び出すと、今度は黒板にでかでかと『僕を倒せ』と書き、去っていった。意味不明どころの騒さわぎではない。

　前日クラウスと会っていたリリィだけが、うっすらとその意図を察した。

　いち早く黒板の端はしの変化に気が付く。

『陽炎パレス・共同生活のルール』には新たな文章が増えていた。




『㉘ボスに「降参」と言わせた者は、報ほう酬しゆうを獲かく得とくできる。

　㉙前ぜん項こうにおいて、時間、手段を問わない。

　㉚最低、十二時間に一度の襲撃が望ましい。』




「なにこれ？」

　少女の一人が呆あきれ声を発した。

　他の少女もまた理解できず、各おの々おのまばたきを繰くり返す。

「これが新しい授業なのでしょう……」

　そう静せい淑しゆくな声を上げたのは、ボブカットの赤髪が特とく徴ちよう的な少女だった。

　すらりとした長身の持ち主。年ねん齢れいは十八。余分な肉を持たない麗うるわしい肢し体たいと、穏おだやかな声が合わさって儚はかなげな印象を与あたえる。精せい巧こうなガラス細工のように、手て荒あらく扱あつかえば壊こわれてしまいそうな雰ふん囲い気きがあった。

「実戦に近い形式で訓練を行うということでしょう……交こう渉しよう、脅きよう迫はく、色いろ仕じ掛かけ……ターゲットを自在に操あやつる状じよう況きようを作り上げる……スパイの必ひつ須す技能です……」

　赤髪の少女が、つらつらと解説してくれる。

　後に他の仲間は悟さとるが、少女の中でもっとも明めい晰せきなのは彼女だった。

「でも『時間、手段を問わない』ってのはねぇ」

　黒髪の少女が優艶に首をかしげる。

「いくら先生が強くても、七対一なら襲おそえばお終しまいよ。寝ね静しずまったところを襲撃してもいい。あるいは、食べ物に毒を盛って動けなくしても、なにかしら弱みを握にぎって脅迫しても達成可能。さすがに楽勝すぎるわ」

「それは軽けい率そつです……」赤髪の少女が眉をひそめる。

「どういう意味？」

「あの方は超一流のスパイ……スパイの手法なんて知り尽つくしています……」

　黒髪の少女が唇くちびるを舐なめて、笑みを見せる。

「あら。それは、面おも白しろそうじゃない」

　挑ちよう発はつとも取れるクラウスの提案に、少女たちの大半は好戦的な態度をとる。今にも襲いにいきそうな笑みだった。

　だが、一部の少女は、まだ状況を吞のみ込めていなかった。

「ちょっと待てよ、なんで乗り気なんだよ」

　白はく髪はつの少女が凜りん然ぜんと言い放った。

「アイツの凄すごさは想像つくけど、教官としてはポンコツだろ？　素す直なおに従うのか？　あたしは信用できん。あたしらはまだチームの目的さえ詳くわしく教えてもらってないんだぜ？」

「だったら好都合じゃない？」

「ん？」

「襲撃して、縛しばって、拷ごう問もんして『降参』と言わせる状況を作れるなら、どんな要求でも吞ませられるわ。好きに尋じん問もんできるし、違ちがうボスに代えてもらうことも可能よ」

「お、それもそっか」

　物ぶつ騒そうな提案に納得する少女に対し、茶髪の少女が気弱な瞳ひとみを向けた。

「いやいや、さすがに訓練にかこつけて脅迫は人としてどうかと……」

「脅迫ならリリィが実行済みだぞ？」

「リリィさんっ？」

「しかも、訓練とは関係なく」

「ただの犯罪っすよっ？」

　リリィは頰ほおを搔かいた。「少し毒ガスを浴びせただけですよぅ」

　マジっすか、と茶ちや髪ぱつの少女が呆れ顔を浮うかべた。

　とにかく議論の結果、少女全員での襲撃が決まった。

　実際のところ、少女たちはクラウスの実力を片へん鱗りんしか知らない。果たして、自らのボスとなる資質があるのか、試ためしたくもある。不可能任務に挑いどめる実力でないなら、リリィが実行したように脅迫して『灯』を解散させるべきだ。

　最後に、黒髪の少女が扇せん動どうするような大きな身振りで意見をまとめた。

「方針は一いつ致ちしたわね。これは良い機会だと思うわ。きっと先生は私たちを舐めているのよ。ただの落ちこぼれと見くびっているの！　教えてやりましょう！　私たちの実力を！」

　黒髪の少女が拳こぶしを掲かかげる。

「目標は、十秒以内の決着よ！」

　彼女たちは意気揚よう々ようと「おーう！」と拳を掲げた。




　ちなみに最初の襲撃は予告通り、十秒とかからなかった。

　クラウスが廊下に出たところを、少女たちは訓練用ナイフで突撃。天てん井じようと左右から勢いよく飛び出し、走りだし、囲い、そして──一人残らず、ワイヤーに足を引っかけた。

　びたぁん、と少女全員が一いつ斉せいに転てん倒とうし、床ゆかに顔面を打ち付けた。

「……お遊びにもならないな」

　クラウスは少女たちの背中を踏ふみしめて、廊下を歩き去る。

　以降、彼の新たな教育方法に異議を唱える者はいなくなった。




　　　　◇◇◇




　リリィが経緯を振ふり返っていると、黒髪の少女の目元がぴくぴくと痙けい攣れんした。注意深く見ると、やっぱり彼女の美貌にも疲ひ労ろうが翳かげっている。

「……ふふ、この私をここまでコケにするなんて……認めないわ……」

「相当、恨うらんでいますね」

「毎日挑んでるのに、鼻であしらわれていれば、そりゃ腹も立つわよ」

　新たな授業方針から五日経たっても、少女たちは敗北を繰り返していた。

　クラウスに隙すきはなかった。

　就しゆう寝しん時でも、少女が一歩部屋に忍しのび込めば起き床しようする。クラウスが通る廊下に罠わなを張れば、あっさり解除する。小細工抜ぬきに正面から襲い掛かっても、全員手錠で捕つかまえてしまう。弱みを握ろうとストーキングすれば撒まかれる。黒髪の少女が色っぽく「先生……今晩、私のベッドで楽しいことしない？」と誘ゆう惑わくすれば、チェス盤ばんを持って訪れ、部屋に潜んでいた少女たちを叩たたき伏ふせたあと、チェスの多面打ちでさらに負かしてくる始末。

　最初、授業の一いつ環かんで襲っていた少女たちだったが、敗北するたびに、

『お遊びにもならないな』

　とクラウスに告げられると、苛いら立だちが募つのり始めていた。

　いつの間にか敵てき愾がい心しんに近い感情を、少女全員が共有する。

　──あの気取った男を、ぎゃふんと言わせてやりたい！

　手段を選んではいられず、かくして、少女たちは浴室への突撃を決めた。

「でも、先生が都合よく入浴してくれるなんてラッキーでしたね」

　リリィがふと疑問を挙げる。

　黒髪の少女が自身の艶つややかな髪を払った。

「実はね、さっき私がコーヒーを運ぶフリして、先生にかけたのよ」

「おぉ、先生によく当てられましたね」

「ふふ、男なんて単純よ。今いま頃ごろ先生はシャワーを浴びながら、ドジな私にどんなお仕置きをするか卑ひ猥わいな妄もう想そうを膨ふくらませているのよ。先生の脳内では、メイド姿の私が『ご主人様ぁ……ごめんなさい』って謝りながら、胸むな元もとをはだけて、媚こびに媚びて……」

「お、おぉ？　よく分かりませんが、大人っぽい計画です」

　後半なにを言っているのか分からず、リリィが目をぱちくりとさせる。

「リリィ、簡単に信じんな。多分、コイツの男性観だいぶ拗こじれてる」

　隣となりで待機する白髪の少女が凜然とツッコミを入れた。

　黒くろ髪かみの少女が咳せき払ばらいをする。

「そういうアナタは自分の役目を果たしたの？」

「当たり前だろ。とっくに盗ぬすんでる。アイツのポケットからな」

　白髪の少女が自じ慢まんするように鍵かぎを見せてきた。

　じゃあ完かん璧ぺきね、と黒髪の少女がほくそ笑えむ。

「楽しみだわ。入浴中、ぱっと照明が落ちて、窓も塞ふさがれて、突然に異性の人間が三人駆かけ込んでくる。さぞパニックになるでしょう」

　色んな意味で心配になる鬼き畜ちくの所業だった。

「……突とつ撃げき十秒前」

　少女の言葉と共に、突撃組のリリィ含ふくめた三人の少女は、目を閉じる。暗くら闇やみに目を慣らして、十秒後。少女たちが目を見開いた瞬しゆん間かん、廊ろう下かと浴室の照明が落ちる。

　──作戦開始。

　少女たちは一斉に、浴室に向かって駆け出した。

　闇に順応している瞳で問題なく脱だつ衣い所を抜ける。

　白髪の少女が浴室のドアに到とう達たつした。浴室の扉とびらには錠じようが取りつけられている。彼女が事前に入手した鍵を穴に差し込んだ。

「あれ？」

　そして、手を止める。

「早くしなさいっ」黒髪の少女が喚わめいた。

「鍵が開かん。っかしいな。偽にせ物ものを摑つかまされたか？」

「はぁ？」

「しゃーねぇ。扉ごと壊す」

「雑っ！」

　白髪の少女が浴室の扉を蹴けり飛ばして、鍵ごとふっ飛ばす。後で直す手間を顧かえりみることをやめ、少女たちは浴室に突入する。

　浴室の広さは、せいぜい十メートル四方程度。

　リリィは、クラウスを見つけた。石せつ鹼けんを握って直立している。幸い、クラウスの股こ間かんは暗くてよく見えない。

　時間のロスが気になるが、まだクラウスの目は暗闇に慣れていないはず。

　このまま押さえ込み、拘こう束そくしてしまえば──と胸を躍おどらせた瞬間だった。

「わんっ！」

　クラウスが大声を発した。

　普ふ段だん物静かな男の奇き声せい、暗闇に加えて、声が響ひびきやすい浴室の環かん境きよう。

　少女たちは怯ひるんでしまった。

　その隙を衝つくように、クラウスが石鹼を投てき。

　抜ばつ群ぐんのコントロールで飛んできた石鹼は、リリィの足元に滑すべり込む。

「ころびっ！」リリィの身体からだが宙に浮き、「ましたああぁっ！」他ほかの少女を巻き添ぞえにして、倒たおれ込む。

　倒れて気がついたが、床にはシャンプーが撒いてあった。滑りやすくなっている。

　突撃した三人全員が浴室の床を滑った。壁かべにぶつかって停止した後、彼女たちは起き上がろうとしたが、闇の中、互たがいがどんな体勢でいるのか分からず、仲間の足を引っ張り合い再度転倒する。

「れ、冷静になりなさい！」黒髪の少女が喚いた。「ターゲットは武器どころか、服もない！　まだチャンスはあるわ！」

「──極ごく上じようだ」

　クラウスは余よ裕ゆうたっぷりの動きで窓に近づいた。窓は、屋上担当が蓋ふたを被かぶせていた。その蓋をクラウスが掌しよう底ていで破は壊かいする。

　窓から太陽光が射さしこみ、浴室の闇は払はらわれた。

「その不ふ屈くつの心は素晴らしい。だが、工く夫ふうがまったく足りない」

　クラウスは日差しをバックにして直立する。

　全ぜん裸らのままで。

「ターゲットは、野生動物のように扱あつかえ。草原を駆ける牡お鹿じかと接するように出会い、冬ごもりの支し度たくをするリスを愛めでるように観察しろ。まだ不可能任務に挑める水準には達していないな」

「……とりあえず、タオルを巻けよ」白髪の少女が凜然と指し摘てきする。

「また、見ての通りだ。訓練されたスパイは裸はだかを見られた程度では動どう揺ようしない」

「タオルを巻け」

「逆に、お前たちも羞しゆう恥ちせず、僕を見るぐらいの──」

「タオルを巻け」

　クラウスは、タオルを腰こしに巻いた。

　どこかつまらなそうに見えたのは気のせいか。

「──と改善点が山ほどあるが、試み自体は悪くない。また十二時間以内に襲しゆう撃げきに来い」

　黒髪の少女がふふっと優ゆう艶えんな笑みを浮かべた。

「あら、逃にげられると思ってるの？　浴室の扉は壊こわれたけど、脱衣所の扉にはナンバー錠がかかっているわ」

「普段通り、お前たちを尋じん問もんしてもいいのだがな」

　クラウスは少女たちの前を通り過ぎて、脱衣所の扉に手をかける。

「幸い、僕にはマスターキーがある」

　あっさりと鍵が外れた。

　ナンバー錠にマスターキーがあるはずもないのだが──。

　少女たちが啞あ然ぜんとしていると、クラウスが振り向いた。

「あと、言い忘れていたが」

「ん？」

「訓練で襲おそう分には構わない。が、不純な動機で入浴中を襲うのは最後にしてくれ」

「不純な動機なんてねぇよ！」

　冗じよう談だんか本気かも分からないが、少女たちに屈くつ辱じよくを刻み込む。

　かくして、少女たちは連敗を重ねていった。







「あああああああああああああぁ！　どうして勝てないのよおおぉ！」

「先生の、見ちゃいましたぁ。あぁ、うわぁ」

「なぁ。次は、あたしに指揮を執とらせろ。絶対にうまくやっから」

「まず情報収集が最善っすよ。冷静に弱点を見み極きわめないと……恐こわいっす」

　大広間では、少女たちがめいめいに声をあげていた。テーブルを取り囲んで、襲撃ポイントや時間の改善点をぶつけ合う。なにせ時間がない。十二時間以内に一度の襲撃が推すい奨しようされているのだ。

　クラウスの新たな授業スタイルは見事に機能していた。

　一流のスパイとのバトルを通じて、少女たちの経験が積み重なっていく──。

「けど、分からないわ。さっきのはなに？　脱衣所の鍵は開かないはずでしょう？」

　黒髪の少女が優艶に首をかしげると、一人の少女が「ん？」と反応する。

「もしかして、ボクに言ってる？」

　蒼あお銀ぎん髪ぱつを乱雑に縛しばり上げた少女が、不ふ遜そんな笑みを見せる。

　摑みどころのない少女だった。中肉中背。年ねん齢れいは十六。整った顔立ちだが、目を見張る美人という訳ではない。唯ゆい一いつ特とく徴ちよう的である髪型も、呼こ称しようがパッと浮うかばない。どこか超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「他人ひと事ごとみたいに……鍵担当はアナタでしょう？」

「でも知らないよ。ボクが取り付けたのはナンバー錠。六桁けたの数字を合わせない限り、開くはずがない」

「……まずは過あやまちを認めなさいよ」

「あれぇ？　突撃組はもっと盛せい大だいに失敗してなかったぁ？」

「……っ」

　本人が優ゆう秀しゆうなことも相まって、高こう慢まんになりがちなのが彼女の悪い癖くせだった。ちなみに、生活二日目で唯ゆい一いつ南ナン京キン錠じようを制限時間内に開けたのは彼女だ。

　争いがヒートアップする前に、リリィが手を叩いた。

「はいはい、今大事なのは、チームワーク。仲間との絆きずなですよぉ。ほらほら、落ち着いて。わたしが買ってきた超高級フィナンシェ、一つあげますから」

「あら……美味おいしいわ！」「あっ、うま」

「ふっふっ、もう一個ほしければ『素す晴ばらしきリーダー』と崇あがめてください！」

　分かりやすく調子に乗ってるな、と野次が飛ぶ。

　少女たちは詳くわしい経けい緯いを把は握あくしていないが、リーダーの決定を受け入れた。

　疑問は多々あるが、当の本人であるリリィが、

「うーん、何度言っても耽たん美びな響きですねぇ、リーダー。この時代の寵ちよう児じ、リリィちゃん伝説の幕開けを期待させますよ、うふふっ」

　と喜んでいるので認めた。

　我が世が来たと言わんばかりのリリィを脇わき目めに、少女たちは襲撃方法の議論を行う。簡単に答えが出ない難題ではあったが、言葉には熱がこもった。その情熱はクラウス憎にくしの感情が大半だったが、理性的な判断もある。

　死亡率九割──それが少女たちに突き付けられた数字。

　クラウスは生せい還かんを約束しているが、その言葉を盲もう信しんできる根こん拠きよはない。

「とにかく今は連れん携けいを深めるしかないわね」黒髪の少女が意見をまとめる。「男一人倒せなくて、不可能任務がこなせるとは思えないもの」

「ふん。ま、それが今現在できることだね」

　蒼銀髪の少女が不遜に鼻を鳴らして、同意する。それから、ふと思い立ったように、テーブルから離はなれたソファに腰かける少女を見た。

「ねぇ、ずっと黙だまっているけど──」

　蒼銀髪の少女が彼女の名前を口にした。

「エルナ、キミは意見ないの？」




　金髪の少女──エルナは、煩わずらわしそうに顔をあげた。




　眩まばゆい金髪と透すき通る白い肌はだ。職人が作りあげた人形のようだ。纏まとうフリルの多いドレスも、その一因。外見だけでなく、終始無口なのが、よりその作り物めいた雰囲気を際きわ立だたせている。『灯』のメンバーで、もっとも発言数が少ない少女だ。

　歳としは、十四歳。最年少。

　その少女がしぶしぶといった様子で、口を開く。

「──違ちがうの」

　第一声がそれだった。

「リリィお姉ちゃんのセリフ。エルナ、ずっと気になるの」

「ん……？」リリィが首をかしげる。

「絆なんて綺き麗れい事ごとなの。エルナたちはスパイ。簡単に信しん頼らいしてはいけないの」

　突つき放すような言い方だった。

　他の少女が一いつ斉せいにエルナへ視線を投げかける。今の状じよう況きようにおいて、チームの輪を乱す発言に意味があるか分からない。批ひ難なんと疑問が混じりあった目。

「あ、あの、フィナンシェ食べます？」

　リリィが息苦しくなった空気を敏びん感かんに感じ取る。

「要いらないの」

　とぼけたリリィに取り合わず、エルナは立ち上がった。

「……お散歩してくるの」

　自分は議論に参加しない、と表明するように。

　明確に拒きよ絶ぜつされて、メンバーは啞然とする者と、不満の表情を浮かべる者に分かれた。

　それも意に介かいさず、エルナは歩みを止めない。

　リリィは声をかける。

「エルナちゃん、仲間を信じてください。それがチームですよ」

　彼女はおもむろに振ふり返った。

「信じたら負け。それがスパイなの」

　凍こおるような冷たい目。

　広間は重たい沈ちん黙もくで満たされた。




　　　　◇◇◇




　エルナは陽炎パレスから抜ぬけ出して、黄昏たそがれ時どきの街を歩いていた。

　当て所どもない散歩だった。蒸気機関車を橋から見下ろし、煙けむりを浴びせられる。駅前に並ぶ商店でクレープを購こう入にゆうし、広場で路上演奏している楽団の前で身体を揺ゆらす。六時を知らせる教会の鐘かねの音にびくっと肩かたを震ふるわせ、クレープを落とす。気晴らしにコイン式のオルゴールにコインを投入するがまったく動かず、とんとんと叩たたいて諦あきらめる。

　本当に目的のない散歩だった。

　時に──世の中には二種類の人間がいる。

『人と別れた後、充じゆう足そくするタイプ』と『人と別れた後、反省会を開くタイプ』だ。

　エルナは典型的な後者だった。

（言い過ぎたの……）

　と、彼女は一人落ち込んでいた。

　駅前から離れて、ふらふらと小道を歩いていく。

（エルナは『スパイは全すべてを疑うべき』って正論を伝えたいだけなのに、どうして、あんな言い方になるの…………空気が完全に凍り付いたの……）

　街灯は大通りに置かれているのみで、そこから一本でも道を外れると辺りは闇やみに包まれる。沈しずみ切っていない太陽が僅わずかに照らすのみ。

　その暗がりを、エルナは肩を落として歩き続けた。

（このままだと任務中、エルナが孤こ立りつしてしまうの……）

　周囲からはクールに思われているが、かなり繊せん細さいな人格の持ち主だった。その割に、妙みようなところでプライドを発揮して、周囲との溝みぞを深めてしまう。

　スパイにとって、チーム内の孤立は死を招く。

　頭では理解しているのに──。

（しかも、気まずさに耐たえきれず逃げてきたの……）

　散歩は建前だった。

　対話に怯おびえて、逃げ回っていた。

（早く帰って謝らないと……ここは見た目相応に可愛かわいく女の子ぶって、リリィお姉ちゃん、ごめんなさいって……でも、無理に近づいても、エルナのアレに巻き込んで……）

　方針は分かっているが、コミュニケーション下手のせいで思考が迷走してしまう。

「不幸……」

　エルナが寂さみし気に俯うつむく。

　と、そこで──。

「なぁ、嬢じようちゃん。止まりな」

「え」

　突とつ然ぜん声をかけられて、足を止める。

　顔を向けると、育ちの悪そうな入れ墨ずみだらけの男が二人睨にらんでいた。エルナの逃にげ場を塞ふさぐように大おお股またで近寄ってくる。

　気づかぬうちに、港まで歩いてしまった。港こう湾わん労働者が暮らす一角は、治安が悪いと聞かされていた。酒と生ごみがまじりあった臭においが立ち込めて、煉れん瓦が造りの今にも崩くずれそうな家が並んでいる。

　情報は頭にあった。港付近では、過か酷こくな港湾労働から逃げだした男たちが良からぬ組織を形成している、と。彼らもその一人か。

「その綺麗な服、ブルジョワだな？　なぁ、ちょっと裏通りに来てくれないかなぁ」

「嫌いやなの……離れて」

　後ずさりするが、その時、後方にも男が現れた。グループの仲間だろう。

　うっかりしすぎていた。

　まさか気づかぬうちに囲まれるなんて。

「暴れるな。なに、人助けと思えよ。仲良くしようぜぇ」

　仲良く？

　そのワードに反応し、エルナは思わず口を開く。

「ねぇ、おじさん……どうやって仲良くなる気なの……？」

「ん？　そんなの力を見せつけてしまえばいいんだよ」男は懐ふところからナイフを取り出す。「ほら、嬢ちゃんもおじさんと仲良くしたいだろう？」

　ナイフの先せん端たんを、エルナに突き付けてくる。

　少女を脅おどすには十分すぎる凶きよう器きだ。

「不幸……」彼女は、自身の鼻を微かすかに動かした。

「ん？」

「裏通り……こっちでいいの？」

　従順にエルナが歩み出すと、男は下品な笑えみを浮うかべた。

「ほら、仲良しになった。おじさんの言う通りだ」

「………………」

　乱暴ではあるが、男の言い分は一理あった。

　人は力ある存在に惹ひかれるのだ。信頼足りうる仲間として。安心できる相棒として。

　──仲良くなるためには、自分の力を見せつければいい。

　気づいてしまえば、なんてシンプルな発想だろう。

　あぁ、そうだ。分かりやすい方法がある。他ほかの仲間が失敗を繰くり返している課題を自分が成功させる、といった単純明快な解答が。

「ほら、嬢ちゃんのお父さんの名前はなに？　どこかの社長さん？　議員さん？　もしよかったら、紹しよう介かいしてくれないかなぁ？」

「…………」

「黙ってんじゃねぇぞ？　ここで服、剝むかれたいか？」

　エルナの思考を遮さえぎり、男が詰つめ寄ってくる。

　三人の男が、エルナを取り囲んでいる。

　裏通りの行き止まりまで来てしまった。逃げ場はない。

「不幸……」ぼそりと口にする。「本当に、エルナの人生はいつだってそうなの」

　つい名前を名乗ってしまったが、幸い、男たちの耳には届かなかったようだ。訝いぶかし気な目で見てくる。

　エルナは言葉を続ける──その時まで、時間を稼かせぐために。

　ひくひくと鼻を動かして──。

「いつも巻き込まれるの、毎日見み舞まわれる。事故に、悲劇に、災害に」

「何をごちゃごちゃ──」

「でも、だんだん分かる。おぼろげに摑つかめる。その不幸が起きる場所とタイミング」

　時は、訪おとずれる。

　その事実を、エルナの嗅きゆう覚かくが察知する。

「コードネーム『愚ぐ人じん』──尽つくし殺す時間なの」

　エルナは頭上を見上げた。

　それにつられて、男たちも空を見上げる。直後、戦せん慄りつする。

　──煉瓦の雨。

　数十個の煉瓦が、空から落ちてきていた。

　男たちが息を吞のんでいる間に、エルナは既すでに動いていた。

　彼女たちがいる一角は、古くからの煉瓦造りの建物が多い場所だ。時に、長年の風雨により、外壁から煉瓦が崩れ落ちる──その予兆に気がついていたエルナと違ちがい、男たちは足を動かせない。

　エルナはいち早く安全圏けんに辿たどり着くと、振り向き、今まさに煉瓦に吞まれようとする男たちに向かって、

「さようなら、おじさん」

　と蔑さげすみの視線を送った。




　　　　◇◇◇




　エルナが陽炎パレスに戻もどったとき、リリィは悲鳴をあげた。

「どうしたんですかっ、その汚よごれ！」

　数時間ぶりに見るエルナの全身は土で汚れている。スカートの裾すそは破れて、彼女の白い太ももを晒さらしている。怪け我がはないようだが、酷ひどい有様だった。

　驚きよう愕がくするリリィとは対照的に、エルナの反応は素っ気なかった。

「いつものことなの」

「そんな簡単に言われても……」

　リリィが次の言葉をかける前に、エルナが呟つぶやいた。

「次の襲しゆう撃げき、エルナがやるの」

「え……」

「お姉ちゃんたちはサポートに徹てつしてほしいの」

　それだけ言い残して、エルナは階段の上に消えていった。

　リリィは、その寂さみしげな背中を見つめるしかなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですかね……？」

　独り言として呟いたセリフだった。

　しかし、足元から突然、

「大丈夫じゃないですよーっ！」

　と大きな声が響ひびいた

　うぉ、と身をのけぞりながら、ばっと下を向く。

　小こ柄がらな少女が立っていた。

　イタズラに成功したのが嬉うれしいのか、純真な笑みを浮かべている。

　灰はい桃もも髪がみ──と表現したくなるアッシュピンクの髪を持つ少女。エルナと同じく、最年少の十四歳。伸のびっぱなしの髪を振ふり回して、小柄な身体からだを大きく揺ゆらして、いつでも無む邪じや気きに笑っている。壁へき画がに描えがかれる天使のような愛らしさがあった。

「俺様、エルナちゃんと一時期、同じ学校だったんです！　なので噂うわさも知っています！　とっても不運な女の子って」

　小刻みにジャンプして灰桃髪の少女が説明する。誰だれかに教えたくて堪たまらないように。

「不運？　非科学的ですね」リリィが小声で返した。

「でも、本当みたいですよ？　俺様の知り合いも事故に遭あいましたもん。そのせいで、エルナちゃんは別の学校に飛ばされたんです！」

　重たい話をやけに明るく教えてくれる。

　それが、エルナが問題児扱あつかいされた理由か。

　仲間と協力できない人間が落ちこぼれる現実は、身に染しみて知っている。

「うーん、なんだか哀かなしい話ですね……」

「どこがですか？」

「え、そんな話じゃなかったんですか？」

「もうっ、耳を貸してください！」

　灰桃髪の少女が飛びついてきて、リリィの耳に囁ささやきかけてきた。

「……エルナちゃんに導かれると、事故に見舞われる。これって殺人ではなく事故死として処理されるんですよ？　究極の暗殺じゃないですか！」

　彼女の説明に、リリィは目を見開いた。

　非科学的な、と笑い飛ばせない事実だった。

　不幸を呼び、不幸を振りかける──もし、そんなことが可能ならば、一いつ切さい隙すきのない完全犯罪が作り出せる。

　武器も用いず、

　自身が殺した痕こん跡せきもなく、

　偶ぐう然ぜんに見せかけ──ターゲットを仕留める。

　リリィの背筋がすっと冷たくなった。

「事故災害のスペシャリスト──それがエルナちゃんです！」

　それは心強いを超こえて、不気味な事実だった。

　彼女がその力を存分に振るった時、何が引き起こされるのか──。




　　　　◇◇◇




　その日、クラウスは外出していた。

　少女たちの情報収集により、クラウスの生活パターンは明らかになっている。起き床しよう後トレーニングルームで汗あせを流して、シャワー。朝食後は夕方まで怪あやしげな書類と向き合い、自室でスパイ本部に電報を打つ。夜は外出するか、部屋で絵を描くか。外出時は、細々とした任務を一人でこなしているらしく行き先は様々。食事は基本自じ炊すい。陽炎パレス内の台所で調理をして、自室で食べる。数日に一度、食材や雑貨を買いに街に出かける。

　エルナは外出するクラウスを尾び行こうして、街の画材屋で声をかけた。

「せんせい、偶然なの……」

「ん、そうだな」

　クラウスの手には、大きな紙かみ袋ぶくろがあった。ぱんぱんに膨ふくらんでいる。

「昨晩、リリィが僕の絵の具につまずいて、全部ダメにしてしまったんだ。仕方なく買い直しだ。お前は一人か？」

「エルナは買い出し当番なの。他のメンバーは、次の襲撃に向けて訓練中なの」

「そうか、楽しみにしておこう」

「そうなの……」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

（引くぐらい会話が続かないの……）

　口下手のエルナは元より、クラウスも寡か黙もくなタイプだ。そんな二人が並んでも、話が盛り上がるわけがなかった。

　計画では、ここでクラウスを街歩きに誘さそわなければならない。

　しかし、どうしてもエルナの口から『買い物に付き合って』の一言が出てこない。スパイの基本的な技術は優ゆう秀しゆうだが、交こう渉しようだけは致ち命めい的に苦手だった。

　このままではターゲットが帰宅しかねないの、とエルナが焦あせったとき、

「一体なにを買うんだ？」

　クラウスが口を開いた。

「え」

「お前が買うものだ」

　促うながされて、エルナの舌が回る。

「しょ、食材。それから石せつ鹼けん、目覚まし時計。カーテンが破れていたので布も少し。可愛かわいいのが見つかれば、エルナの新しいパジャマ」

「一人で抱かかえるのは大変だろう。僕も手伝うよ」

　まさかターゲットが助け船を出してくれるとは。

　思わぬ展開に感謝する。二人は横丁を歩き出した。

（でも……ごめんなさい。せんせいは、これから不幸に見舞われるの）

　親切を利用する形になったが仕方がない。騙だまし合いの世界に生きる人間がこの程度の手段を卑ひ劣れつとは言わないだろう。

　エルナは鼻をすんすんと動かし、その『匂におい』に気がつく。

　不幸体質──ある精神科医の診しん断だん結果だった。

　幼少期から、彼女は不運続きだった。貴族の上流階級に生まれたが、豪ごう邸ていが火事に見舞われる。両親を亡なくす。汽車に乗れば脱だつ線せんして、道を歩けば暴漢に襲おそわれる。落らく雷らいが掠かすめたことさえある。

　生きているのが最大の幸運。

　不幸体験の積み重ねの結果、エルナはその不運を感じ取れるようになった。

　匂い──嗅きゆう覚かくで。

　どういう原理かは不明だが、発生場所とタイミングならば嗅かぎ取れる。

（誰も倒たおせないせんせいを圧あつ倒とうする。ボロボロにする。尊敬されて、褒ほめられて、囲まれて、エルナは今度こそ、みんなと仲良くする──そして、夢を果たす）

　ターゲットをさりげなく誘ゆう導どうして、エルナはほくそ笑えむ。

（コードネーム『愚人』──尽つくし殺す時間なの）

　二人が大通りに辿り着いたときだった。

　一台の黒くろ塗ぬりの車が、二人のもとに猛もうスピードで突つっ込んできた。

　暴走車。

　事前に予期していたエルナは咄とつ嗟さに飛びのく。たとえ不運に見み舞まわれようが、スパイの技術と心構えさえあれば回かい避ひできる。

（不幸……）エルナは思う。（何か起きるとは思っていたけど、まさか、暴走した車なんて。やりすぎたかも、なの）

　前兆は読めても、実際に引き起こされる事故の詳しよう細さいまでは読めない。

　車は減速せず、歩道に乗り上げる。

　クラウスは突とつ然ぜんの悲劇に反応できないのか、その場から動かない。

　他ほかの通行人の悲鳴が聞こえる。

　エルナは目を閉じるのを堪こらえる。

　車とクラウスは激突──クラウスの身体が、空中に舞まった。

　なにかが弾はじける音がした。

　暴走車はクラウスを轢ひいたあとスピン。歩道から外れた場所で停止する。歩道にはタイヤ痕あとが焦こげつき、衝しよう撃げきの凄せい絶ぜつさを物語っていた。

　クラウスの身体は空高く撥はね飛ばされて、力なく回転しながら落下して、

「ん、危ないな」

　と綺き麗れいに着地した。

（んんんんんんんんんんんんんんんん？）

　エルナはその光景を信じきれなかった

　暴走車に撥ねられた男がなぜか平然としている。

　流血なし、外傷なし。動転する素そ振ぶりさえなしで。

　クラウスは手をはたいて、近づいてくる。

「怪け我がはないか？」

「せ、せんせい、無事なの？」

「どうだろうな。大怪我は負っていないはずだ。文句の一つでも言いたいところだが、警察に任せよう。目立ちすぎた」

「運転手じゃなくて、せんせいのことなの！」

「見ての通りだ」

　尋たずねる方こそ疑問だ、と言わんばかりにクラウスは平然と歩き出した。怪我どころか、服装の汚よごれさえ見えない。

　車と激突する瞬しゆん間かん、車のボンネットを蹴けって跳ちよう躍やくしたらしい。一瞬でもタイミングを間ま違ちがえば、死亡しかねない神かみ業わざだった。

　エルナは停止した車を観察する。

　一体あの車はどうしてスピンしたのか。

　激突の瞬間の破は裂れつ音はなんだったのか。

「パンクさせた」疑問を感じとったのか、クラウスが説明する。「あのまま走らせては、死者を出しかねない」

「あの一瞬で……？」

「方法を知りたいか？」

「それは結構なの」

「ナイフでタイヤをガッとやればいい」

「期待してないの」

　どこか間の抜ぬけた会話を行い、そうだ、とエルナは気を引き締しめる。

　隣となりの男は、常人と感覚が違いすぎる怪かい物ぶつだ。車に突っ込まれた程度ではダメージ一つ負わせられない。

（け、けれど不幸の匂いはまだある、の……！）

　罪悪感を抱えている場合ではない。

　もしかしたら、並の不幸ではこの男に傷一つ与あたえられないかもしれない──。







　不運なことに、エルナの予感は当たった。

　誘導する先々で、クラウスは不幸を回避する。




　横丁を歩いていると、屋台から、熱湯がなみなみ入った鍋なべが二人に倒れてきた。エルナは回避に徹てつしたが、クラウスは避さけなかった。革かわ製のコートで鍋の蓋ふたをして鍋を受け止める。

　鍋から熱湯はほとんど零こぼれていなかった。




　住宅街に出ると、獰どう猛もうな大型犬もいた。

　なにが逆げき鱗りんに触ふれたのか分からないが、エルナと目が合うと、その牙きばを見せて襲い掛かかってきた。狂きよう犬けんを繫つないでいた鎖くさりは外れていた。人間が決して逃にげられない速度で、エルナに飛び掛かってきたが、

「元気な犬だ」

　とクラウスが軽く犬の顎あごに掌しよう底ていを食くらわせると大人しくなった。

　エルナは逃げる余よ裕ゆうもなく、膝ひざを震ふるわせるしかなかった。




　裏通りに進むと、先日悪漢どもを撃退した時のように、煉れん瓦がが崩くずれてきた。

　この時クラウスは、

「しまった」

　と屈くつ辱じよくを滲にじませる声を発したが。

「少し欠けてしまったが」

　なんてことはない。

　頭上に降り注ぐ十四個の煉瓦を、全部、割らずにキャッチできなかった──それだけの失敗だった。近くで腰こしを抜かした女性に気き遣づかう余裕さえあった。

（本当に怪物なの……この男…………）

　と睨にらみつけるが、クラウスの表情は常に涼すずし気だった。







　時間が経たつにつれて、気が滅め入いったのはエルナだった。

　ターゲットはピンピンしている。それどころか、不幸に巻き込まれた自覚さえ乏とぼしいようだ。すまし顔で買い物に付き合い続けている。購こう入にゆうした荷物に動きを制限されているはずだが、エルナの誘導に何一つ背そむかない。

　一方、エルナは、改めて自覚する必要があった。

　自分の力のおぞましさに。

（やっぱりエルナは、恐おそろしい子なの……）

　普ふ段だん、連続して不幸の匂いに近づかない。

　感じ取れば、逃げるのが普通の判断だ。

（常人なら何回も大怪我を負っておかしくないの……）

　不幸と出会うたびに、耳元で囁ささやかれている錯さつ覚かくに陥おちいる。

　──この悲劇は、お前のせいで引き起こされるんだ。

　今回隣にいたのが、規格外の人物だったからまだいい。しかし、自分と同じような少女ならば？　『灯』のメンバーだったら？　それでも、彼女たちは自分と仲良くしてくれるだろうか？　いや、そもそもこの男でさえ、自分の力を知ったら離はなれていくのでは？

（誰だれかと仲良くなろう、なんて諦あきらめた方がいいかもしれないの……）

『あの子には近づかない方がいいよ』

　養成学校で、その噂うわさを流したのは誰だったのだろう？

　いずれ『灯』でも同じ噂が流れて──。

「さて、これで買い物は終しゆう了りようか」

　エルナが思考の沼ぬまに嵌はまっていると、クラウスが声をかけてきた。

　ハッとする。

　事前に伝えた買い物は、全すべてこなしてしまった。クラウスが洗せん剤ざいを抱えて、商店から出てきたところだった。

　まだターゲットには疲ひ労ろう一つ与えていないのに。

「そ、そうなの。でも、まだ行きたい場所が──」

「もう演技はやめにしないか」

　クラウスが足を止める。

　エルナが顔を向けると、そこには、静かな瞳ひとみで見下ろすクラウスの姿があった。背筋が寒くなる。全身から汗あせが噴ふき出る。

（え……）

　威い圧あつ感かん。

　紙かみ袋ぶくろが指から離れていく。地面に落ちたそれを拾おうとも思えなかった。

「エルナ、実は、お前の能力は養成学校の教官から聞いている。『不幸を引き寄せる少女』とな」

「……っ！」

「ようやく理解したよ。その警告の真実を」

　とっくに知られていた。

　彼の行動は全て演技だった。エルナの攻こう撃げきはお見通しだったのだ。能力を測るために付き合ったらしい。

　クラウスがエルナに向かって、手を伸のばす。

　次の瞬間、クラウスが『灯』の少女たちを投げ飛ばす光景が脳のう裏りをよぎる。

　エルナは反射的に目を閉じる。

　やられる──。

「誤解されていたんだな、周囲から」

　エルナの心配とは真逆。

　クラウスはエルナの頭を撫なでてきた。

「これこそ不幸だな。お前のような才女が、正当な評価を得られていない」

「は、ああぁ？」

　状じよう況きようが理解できず、声を上げてしまう。

「よくやった」

　目の前では、クラウスが愛いとおしそうに頷うなずいている。

「お前は──誰よりも幸運だ」

　その言葉は、エルナの理解を超こえていた。

　彼女は温かな手の下で、ある精神科医の言葉を思い出していた。




　　　　◇◇◇




『うん、お嬢じようさん。君の診しん断だん結果を伝えるよ』

『不幸体質……便べん宜ぎ上じようはそう呼ぶけど、そんな非科学的な体質はあり得ない』

『自じ罰ばつ願望と呼ぶべきだろうね』

『貴族の豪ごう邸ていの火災……覚えているよ。唯ゆい一いつの生き残ったお嬢様がいると』

『その一件で、君は「自分だけが生きているのはズルい」という妄もう想そうに取りつかれたんだ』

『だから、罰を求める。無意識に』

『自殺願望のある人がリストカットを行う例もあるけど、近い症しよう例れいなのかな。自傷行こう為いを繰くり返す人がすぐ自殺しないように、キミも自罰を繰り返すけど、死ぬ罰は与えない。あくまで精神を安定させるための手段だからね。自罰願望であって、自殺願望ではない』

『生き残った自分はより多くの人を救う……そんなキミの夢だって、客観的にみると、かなり自罰的だよね』

『自分を責めちゃダメだよ。それが、また自罰願望を引き起こすんだから』

『でも、キミは──そのサイクルを繰り返すんだろう』




　　　　◇◇◇




　その説明がエルナの能力の合理的解かい釈しやくだろう。

　エルナは自ら不幸に向かう。無意識に不幸を求め、理性がそれを押しとどめている。無意識が、自分を罰する不幸を求め、気づき、エルナを向かわせていく。

　自分を責めるな、と言われるが、責めないでいられる方がおかしい。

　不幸で傷つくのが自分だけならまだいい。けれど、エルナの不幸は時に周囲を巻き添ぞえにする。そばにいるもの、エルナに優やさしくした人でさえ。

　そんな自分が、ずっと醜みにくいと感じていた。汚きたないと蔑さげすんでいた。

　養成学校で、誰一人友達ができなかったのも当然だ。

　なのに、目の前の男は、どうしてこんな自分の頭を撫でているのか──。

「お前のおかげで、多くの人間が救われた。暴走した車は他ほかの通行人に突つっ込む危険があった。傾かたむいた鍋があのまま盛せい大だいに倒れたら、横丁の人々にかかってもおかしくない。狂犬は子供に嚙かみつき、煉瓦は女性に降り注いだ」

「へ？」

　頓とん狂きような声を上げる。

　言葉の一面は正しかった。

　今日体験した不幸は、必ず他人がいる現場で起きた。クラウスが対処しなければ、他に犠ぎ牲せい者しやが出ていた。

　エルナが誘ゆう導どうし、クラウスが人を助けた。

　言われてみれば、そんな側面もなくはないが──。

「た、たまたまなのっ！」

　エルナは声を張り上げた。

「的外れなの！　エルナは、せんせいにダメージを負わせるために誘導したの！　疲ひ弊へいさせて、弱ったところを全員で襲しゆう撃げきする計画なの。人助けなんて偶ぐう然ぜんなの！」

　つい計画を全てバラしてしまう。

　どうしてここまで興奮しているのか、自分でも分からない。

「エルナは！　不幸で、不ふ吉きつで、嫌きらわれ者なの！　幸運だなんて能天気に言われても、腹が立つの！　軽々しく言うんじゃないの。頭を撫でて、子供扱あつかいするんじゃないの！　せんせいの横にいるのは、醜くて、自己満足に人を不幸に巻き込む、悪あく魔まなの！」

「僕は、不幸に巻き込まれていないが？」

「それは……」

「ん、髪かみに埃ほこりがついているぞ」

　あくまでマイペースに、クラウスはエルナの頭をもう一度触ふれた。

（どうして、こうも躊ちゆう躇ちよなくエルナに触れられるの……？）

　その手を慌あわてて、エルナは強く振ふり払はらった。

（散々、不幸な目に遭あって、それでもエルナに気を遣つかうの！　エルナの力も、悪意も知って、平気でいられるの！　そんなふざけた人間いるわけが──）

「どうした、エルナ？」クラウスが尋たずねてくる。「──泣いているのか？」

「……………のっ」

「ん？」

「の！」

「の？」

「な、泣いていない、の……！」

「そうか」

　クラウスは事実を指し摘てきしてこなかった。

　その優しさが心ここ地ちよくて仕方がない。

　胸が温かくなって仕方がない。

「とにかく、だ。お前の幸運で国民が救われた。ご褒ほう美びでもやろう。どこか連れていってほしい場所はあるか？」

　クラウスの提案に、エルナは首を横に振る。

「そんなの分かるわけないの」

「お前の願望の話なんだが」

「初めて、なの」エルナは目め頭がしらを拭ふく。「誰かとデートなんて、生まれて初めてなの」

「……そうか。なら、僕がエスコートしよう」

　デートを否定せず、クラウスはそっと歩き出した。

　襲撃なんて、すっかり忘れていた。







　クラウスが『これを超えるチーズケーキは、ディン共和国にはない』と断言するケーキは、格別の味だった。地下にある会員制のレストランに、エルナは緊きん張ちようしていたが、運ばれてきたケーキを口にすると、頭が切り替かわった。滑なめらかで舌で消えるような食感。貴族のお嬢様として生きていたときも、こんなに美味おいしいスイーツを食べたことがない。あっという間に食べ終えてしまった。

　クラウスも一つ食べ終えたあと、追加で一つずつ注文する。

「……僕がまだ若かった頃ころ、師し匠しように連れてきてもらったよ。ご褒美として」

　彼が過去を語るのは珍めずらしい。ミステリアスな彼にも『師』が存在するらしい。

　それがなぜか嬉うれしくて、エルナもまた語る。

「まったく、エルナは大変なの！　初めて陽炎パレスに来た日も、機関車で事故は起きるし、予定のバスは乗り過ごすし、ようやく乗れたバスのタイヤはパンクするし散々なの」

「途と端たんによく喋しやべるようになったな」

「し、指摘されると恥はずかしくなるの」

「いや、気持ちはわかる。僕も親しい人……家族の前では雄ゆう弁べんになる」

「仲間なの！」

　等と会話を交かわしていると、エルナは鼻び腔こうに突き刺ささるような刺し激げきを感じ取った。

　──不幸の匂においを感じる。

　──相当強きよう烈れつな。

　目ざとくクラウスが気付いた。「どうした？」

「な、なんでもないの……」

　エルナは躊躇ためらった。

（教えたら、せんせいは行くかもしれないの……）

　彼女はあらゆる不幸をその細部まで予知できる訳ではない。

　ただ直感で嗅かぎ取ったものだけ。『自分に降りかかるかもしれない不幸の一部』だけで、その具体的なものは分からない。

　その『匂い』は、普ふ段だんならば絶対に近づかない刺し激げき臭しゆうだった。

（でも……きっと、せんせいなら大だい丈じよう夫ぶ……？）

　試ためしてみたくなった。

　目の前の存在が、ずっと自分のそばにいてくれる人間なのか。

　傲ごう慢まんで幼よう稚ちな思考だった。自覚はある。

　しかしクラウスが信しん頼らいしていい人間か確かめたい欲よつ求きゆうに駆かられる。

　──彼も結局、自分から離はなれてしまうかもしれない。

　──違ちがうならば、そうでないことを証明してほしい。

　エルナは思い切って身を乗り出した。

「せんせい、付き合ってほしい場所があるの」







　二人が向かったのは、人通りの少ない路地だった。

　港の倉庫が並んでいる。とっくに市場も閉まる夕暮れの時間帯とあって、静けさが漂ただよっている。波は止と場ばに波が打ち付けて、音を立てて引いていく。昼間でさえ青黒く見える港の海は、夜になると更さらに不気味さを増していた。倉庫に入りきらなかったコンテナが無数に積み上げられて、大きな城のように影かげを作った。

　エルナは両手で鼻を押さえていた。

　周囲にはむせ返るような『匂い』が立ち込めている。彼女にしか感じ取れない不幸のにおいだ。鼻腔を刺激してくる。

　心臓がばくばくと音を立てる。

　必要がない限り、彼女が不幸に自ら飛び込まない。

　これから何が引き起こされるか、彼女には想像もつかなかった。

　息を止めていると、クラウスがおもむろに歩みを止めた。

「エルナ、分かっていると思うが」彼が口を開いた。「囲まれている」

　気づかなかった。

　すると倉庫の陰かげから次々と男が現れた。八人の男たちが拳けん銃じゆうを構えて、エルナたちを包囲する。人相の悪い面つら構がまえで、少なくとも善良な人間には見えない。

「何者だ？」とクラウスが顔をしかめる。

　顔に入れ墨ずみがある男が、低い声で脅おどす。

「動くなよ。こっちには、人ひと質じちがいる」

「人質？」

「知っているぜ。アンタら、区議会議員の令れい嬢じようとボディガードだろう？」

　クラウスが小首をかしげた。「令嬢？　人違いだな」

「はっ、そう言うと思ったぜ。だがな、調べはついてんだよ」

　取り囲む男たちはへらへらと笑えみをみせる。

「議員の娘むすめさんが、まさか区民を見殺しにして逃にげないよな？　惚とぼけたって無む駄だだぜ？　てめぇらの情報はすべて摑つかんでいる」

　人質に取っているのは、どこぞの『区民』らしい。

　理解が追いつかない。小声でクラウスに尋ねる。

「どういうことなの？」

「分からん。誤解だろうが……聞き入れてはもらえなそうだな」

　確かに男たちは自分の情報を信じ切っているようだが──。

　エルナはクラウスに身を寄せた。

「……せんせい、やっつけられるの？」

「…………」

「せんせい？」

　クラウスは息を吐はいた。

「無理だな」

「え？」

「人質がいるのは真実のようだ。要求に従う他ほかない」

　クラウスの声は冷め切っていた。

　目の前が真っ暗になる。

　想定外。唐とう突とつな不幸すぎる。

　自分では対処できないし、クラウスも無む抵てい抗こうに両手を上げている。

「鎖くさりで縛しばれ」入れ墨の男が唾つばを飛ばした。「全身縛って、鍵かぎかけて、鍵穴を蠟ろうで埋うめちまえ。象でも逃げられねぇだろ」

　クラウスの口から僅わずかに息が漏もれるのを、エルナは聞き逃のがさなかった。

　男たちが取り出した鎖は、直径一センチ近い太さだった。引き千ち切ぎるのは不可能。その鎖を南ナン京キン錠じようで固定されて、蠟で塗ぬり固められれば解錠もできない。

　偶ぐう然ぜんだろうが、この男たちはクラウスに対して完かん璧ぺきな対処をしている。

　不幸──。

　エルナはただ天に嘆なげいた。







　荷物を全すべて奪うばわれて、エルナたちは車に乗せられた。二時間移動して、街はずれの山小屋に辿たどり着く。ここがアジトらしい。叫さけんでも、誰だれにも届かないだろう。

　頼たのみのクラウスも静観して、抵抗ひとつ見せなかった。

「ボスが来るまで、ここに待機しろ」

　山小屋の倉庫に押し込まれる。外から鍵がかけられた。

　二人が腰こしかけると、それで窮きゆう屈くつになる狭せまい空間だ。じめじめとしている。窓もないため、薄うす暗ぐらい。

　隣となりでクラウスがもぞもぞと身を捩よじった。

　見張りから「動くと撃うち殺すぞ！」と罵ば声せいが飛んでくる。

　倉庫には小窓がついている。そこから、一人の男がじっと睨にらみつけている。

「解錠も無理か」クラウスが呟つぶやいた。「身動きできず、出入りできる窓もなく、小銃を持った見張りもいる。革命家気取りの共産主義者だろうが、手て際ぎわがよすぎるな。何者だ？」

　一応、解錠を試みたらしい。しかし失敗したようだ。

「他のメンバーはどうした？　予定では、疲ひ弊へいさせた僕を襲おそう算段なんだろう？」

　エルナは小さく首を横に振ふる。

「通信機は取り上げられてしまったの。場所を知らせられないの」

「そうか、面めん倒どうだな」

「せんせい、ごめんなさい」

　口からこぼれ出たのは謝罪だった。

「全部エルナのせいなの……誘ゆう導どうしたエルナのせい……」

「違うな。悪いのは、あの男どもだ」

「エルナは、いつも人を不幸にしてきた……誰かを巻き込んで、傷つけて……だから、いつかは多くの人を救いたいのに……結局、誰とも協力できなくて」

「……」

「やっぱりエルナはひとりぼっちでいるべきなの……」

　自分のせいでクラウスを巻き込んでしまった。

　軽けい薄はくな不安から彼を試ためしてしまった。

　エルナは唇くちびるを嚙かみ締める。

　どんな報むくいでも受けるから、クラウスの命だけは許してほしい、と。

「……………………」

　クラウスは、無言だった。

　その表情に乏とぼしい横顔を見ても、考えは読み取れない。

「お前は自じ虐ぎやく的すぎる。さっさと現状を打破するとしよう」

「……打開策なんてあるの？」

「どうだろう。こいつらの正体がいまいち謎なぞだからな」

　クラウスは大きく息を吸った。

「まぁ、マスターキーでも使うさ」

　この程度は危機でもない、と軽く呟いて、クラウスは行動を開始した。







　しばらく待たされると、倉庫の扉とびらが開いた。

　山小屋の本館に通される。広間らしき場所には、人相の悪い男が十人並んでいた。中央には、部下をはべらせ深く椅い子すに腰かける男がいた。グループのボスだろう。

「やぁ、久しぶりだな。嬢ちゃん？」

　その男の顔に、エルナは見覚えがあった。

「昨日の……」

　エルナを路地裏に連れ込んだ男だった。身体からだ中に包帯を巻きつけている。重傷を負っているようだが、一命をとりとめたらしい。

　不幸──。

　ただの小悪党と見くびっていたが、まさか、十人も従えるグループのボスだったとは。

「聞いたぜぇ？　議員の娘さんなんだって？　本当は轢ひき殺す気だったが、殺すより誘ゆう拐かいがいいと情報を聞いてね。プランを切り替かえた」

「あの暴走した車は──」

「小生意気なガキを殺せって俺が指示を出したのさ。安心しな。その後に、耳よりな情報を手に入れて、殺すより攫さらうことにした。身みの代しろ金きんでまた革命資金が潤うるおうぜ」

　男は傷が痛むのか、顔をしかめて立ち上がる。殺す気はないと言うが、その目には明らかに、エルナに対する復ふく讐しゆうの炎ほのおが宿っていた。

　膝ひざから力が抜ぬけた。

　男がエルナに近づき、手を伸のばしたところで、クラウスが告げた。

「その子に触ふれるな」

　全身を鎖で縛られても、クラウスの態度は変わらない。泰たい然ぜん自じ若じやく。臆おくさず堂々としている。

「やめておけ。今すぐ解放するなら見逃してやる」

　つまらなそうに息をついた。

「警察の情じよう報ほう網もうにさえかからない弱小団体だろう？　相手にする価値もない」

　その態度は、男の激情を煽あおるだけだ。

「かっこつけてんじゃねぇぞっ！」

　男は怒ど鳴なり、クラウスの顔を殴なぐりつける。

　クラウスは呻うめき声をあげて、床ゆかに倒たおれ込んだ。エルナの目には、首を回して衝しよう撃げきを殺したように見えたが、真しん偽ぎは不明だ。

「お前の情報も入手済みなんだよ。凄すご腕うでのボディガードなんだって？　けどな、鎖で縛って、鍵穴も塞ふさげばただの人形なんだよ」

　男はクラウスを足あし蹴げにする。

「可哀かわい想そうに。でも、仕方ねぇよ。お前は、この嬢ちゃんのボディガードとして裕ゆう福ふくな生活を送っているんだもんなぁ！　ブルジョワの犬としてよぉっ！」

　言葉を言い終えると同時に、男はクラウスの顔を蹴り上げる。

　苦しそうな呻き声が彼の口から洩もれた。

　もしかしたら演技ではないのかもしれない。

　何度もクラウスを踏ふみ続ける。その度たびに、クラウスは歯を食いしばる。

「大人しくしてな。喚わめくなら本当に殺すぞ」

　男は疲つかれてきたのか、肩かたで息をする。最後にもう一度クラウスを蹴ると、エルナに身体を向けた。

　今度は、自分の番だろうか。

　エルナの目元に涙なみだが滲にじむ。

　だが、男がエルナに近づいた時、また力強い声が部屋に響ひびいた。

「──もう一度警告する」

　辛つらそうにクラウスが立ち上がる。

「お前が、お前如ごときが──その子に触れるな」

　男はクラウスに視線を向ける。

「てめぇ、状じよう況きようが分かってんのか？」

　声に本気の苛いら立だちがまじった。

「予定変へん更こうだ。交こう渉しよう材料になるから殺さない方がいいっつう情報だったが、止やめだ」

「……その中ちゆう途と半はん端ぱに間ま違ちがった情報をどこで仕入れた？」

「てめぇには関係ねぇよ！」

　怒鳴り散らして、男は懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。

　周囲の手下たちも「ボスっ！」と声をかけ、行動を諫いさめる。

　けれど、男は止まらなかった。銃口をクラウスに向ける。

　この期ごに及およんでもクラウスは表情を崩くずさない。「情報源は……少女か？」

「……っ」一いつ瞬しゆん、男の顔に動どう揺ようが浮うかび、殺す、と口が動き、引き金に指をかけた。

「せんせいっ！」エルナが叫ぶ。

　次の瞬間、部屋に銃声が響く。

　クラウスの身体が僅わずかに跳はねる。

　周囲の男たちが身体をのけぞらせる。




「──極ごく上じようだ」




　銃じゆう弾だんを、身体中に巻き付けられた鎖で弾はじいて。

　クラウスは拘こう束そくされた状態で起き上がる。

　犯罪グループの男たちは、口を開けたまま固まっている。誰もクラウスの技能に気づけなかっただろう。

「僕は今、感動している。これほど胸が躍おどるのは何年ぶりだろう」

　言葉とは違い、クラウスは無表情で語り始める。

「偶然にしては出来すぎていた。人違いをしているが僕の対策が完璧なんて」

　グループのボスは、目の前の現実を消し飛ばしたいのか、続けて、二、三発発はつ砲ぽうする。

　クラウスは全ての銃弾を鎖くさりで弾く。

　やがて拳銃の弾たまが尽つきる頃ころ、クラウスは再び語りだした。

「当ててやろう。少女の轢れき殺さつに失敗したお前は、そうだな、銀ぎん髪ぱつの少女と会った。銀髪の少女は、さも噂うわさ話ばなしをするように僕たちの情報を騙かたった。それを信じて、誘拐を企くわだてた。人ひと質じちには、たまたま出会った黒くろ髪かみの少女を選んだんじゃないか？　僕たちの行く先は白はく髪はつの少女から聞いた。正解だろう？」

「どうして、それを……」

　図星らしい。ボスの目が見開かれる。

　クラウスは息を吐はく。

「なるほど、やってくれたな。たった十日で、僕の予想をはるかに上回る成長だ」

　声が小声になった。

　エルナのみに聞こえるボリュームで囁ささやく。

「やれやれ。ここまでするか？　授業一つ──僕を捕まえるためだけに、犯罪グループを丸ごと手籠めにするか？　なるほど、気づける訳がない。この男たちは本気で人質を取り、本気で僕たちを脅きよう迫はくしている。素す晴ばらしい手法だ」

　クラウスは言う。

「彼女たちには無限の才能が眠ねむっている。やはり見立てに間違いはなかった」

　そこで我が慢まんならなかったのか、ボスが激げき昂こうする。

「なに、ぶつぶつ呟つぶやいてんだ！　今度こそ殺すぞ！」

　拳銃で殺すのを諦あきらめたのか、ナイフを取り出してクラウスに向かう。

「教えてほしいだけだ」

　その光景を、クラウスは退たい屈くつそうに見て、

「──このお遊びには、いつまで付き合えばいい？」

　と言い放つ。

　その言葉が合図だった。

　山小屋の窓が一いつ斉せいに割れる。

　犯罪グループの男たちが動揺の声をあげる。

　窓を蹴破って、飛び込んできたのは『灯』の少女たちだった。

　蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女が不ふ遜そんな笑えみを浮かべ、男たちの顎あごを瞬時に拳こぶしで打ち抜いていく。それに続くように、リリィが毒液の塗ぬられた針を男たちに打ち込み、次々と眠らせていった。

　赤髪の少女が戦せん闘とうの隙すき間まを縫ぬうように駆かけ、いち早くエルナとクラウスの下もとに辿たどり着いた。

「ごめんなさい、エルナさん……」

　静淑な声。

　赤髪の少女が巨きよ大だいな鋏はさみを取り出し、エルナの鎖のみ断たち切る。

「アナタが想定以上の幸運をもたらし、一回目の事故後、急きゆう遽きよ計画を変更しました……」

　その言葉に続き、リリィと蒼銀髪の少女が口にする。

「あ、わたしは止めましたよ？　エルナちゃんに寂さびしい想おもいをさせるなんて！」

「ちゃっかり自分の保身するな」

　クラウスは呆あきれたように目を伏ふせた。

「早く戦ってこい。二分以内に制圧しろ」

　その言葉に発破をかけられ、少女たちが部屋を駆けた。

　蒼銀髪の少女が圧あつ倒とう的な速度で次々と相手を打ちのめしていき、リリィがダウンした男を毒で眠らせていく。外にも少女が待機しているのだろう。発砲音と男の悲鳴が聞こえる。だが、それもあっという間にやんだ。

　エルナはその仲間たちの活かつ躍やくを、ただ眺ながめていた。

「随ずい分ぶんと強したたかなメンバーを揃そろえてしまったな」横でクラウスが肩をすくめた。「エルナ、お前は周囲と協力すべきだ」

「え」

「『灯』も僕と同じだ。お前が巻き込む不幸程度では死なないよ」

　指定した二分が過ぎる頃には、犯罪グループは全員眠らされ、縛しばられていた。

　灰はい桃もも髪がみの少女が純真な声で「地下に違い法ほう薬物がありましたーっ！」と大きな袋ふくろを掲かかげる。これで警察に犯罪グループを引き渡わたせば、全員逮たい捕ほされる。

　後の問題は──。

　鎖で全身を縛られたクラウスを、少女たちが囲んでいた。

　その中心で、リリィが胸を張る。
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「さぁ、先生！　今度こそ勝利ですよ！」

「こんな手法を取るとはな。僕は危あやうく殺されかけた」

「拳銃くらいでは死なないでしょう？」

　これが計画の全ぜん貌ぼうなのだろう。

　おそらくエルナが轢れき殺さつされかけた時、犯罪グループがエルナの命を狙ねらっていることに気づいた。少女たちは当初の計画を変更した。彼らにクラウスを拘束させた後、犯罪グループを壊かい滅めつさせる計画に。

　倫りん理りスレスレの奇き策さくだが、実を結んだ。

　ターゲットのクラウスは太い鎖で繫つながれて、動けないでいる。

「さぁ、先生。あと五分以内に警官がここに来るはずです」

「もう通報済みか。手て際ぎわがいいな」

「ぷぷっ、このままじゃ先生も連行ですね。スパイが自国の警察に事情聴ちよう取しゆされるってカッコ悪いです。まぁ降参宣言のあと、わたしの足を舐なめて、『リリィ様』と敬い──」

「さて」

　パキッと、ビスケットが砕くだけるような音がした。

　少女たちが全員「ん？」と声を発する。

　クラウスが軽く身体からだを揺ゆすると、鎖が床に落ちた。

　あっさりとクラウスが自由の身となる。

　リリィが、千ち切ぎれた鎖をそっと持ち上げた。太さ一センチの鎖が裂さけている。

「え、この鎖って……猛もう獣じゆうを縛るための鎖ですけど……」

「次は恐きよう竜りゆう用を準備するといい」

　クラウスは骨を鳴らして、少女たちに視線を向ける。

「お前たちでは、僕の敵にさえなれないよ」

　その後の展開は見るまでもないので、エルナは瞳ひとみを閉じる。

　音だけは耳に入ってくる。

　どうやらメンバー全員が投げ飛ばされるまで、二十秒は抵てい抗こうできたようだった。
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　その夜──陽炎パレスの大広間にて。

「あそこまでやって勝てねぇってどういうことだよっ！」

「俺様も挫くじけちゃいます！　大分ぶっ飛んだ作戦でしたからねー」

「さすが、我らがボス……次は警察を巻き込むくらいでないと……」

『灯』の少女たちは、もはや定番となった反省会に明け暮れた。テーブルを叩たたいて、口論を交かわしていく。

　特に今回は、クラウスでさえ驚おどろく大おお掛がかりな計画であり、実際、勝利寸前かと心躍った。クラウスを完全に捕まえるところまで成功した。しかし、その確信が呆あつ気けなく崩れた。議論にも熱が入る。

「根本から考え直すべきね」黒髪の少女が優ゆう艶えんな声で論ずる。「ターゲットの捕ほ縛ばくは不可能よ。襲しゆう撃げきは意味がない。弱みや秘密を握にぎって脅迫するべきよ」

「それは無理って結論が出たでしょ？」蒼銀髪の少女が不遜に鼻で笑った。「キミの色仕掛けも通じなかったじゃん」

「くっ！　アレは間違いよ！　私の色気に屈くつしない男なんて──」

「また夜通しチェスでもする気？」

「常識外なのよ！　『眠れないの……』って部屋に来た少女にチェスを誘さそい、『早く楽しいことしましょ？』って誘ったらチェス盤ばんを持ち出して、『甘えていい？』って囁いたらチェスにハンデをくれる、この男は一体何者なのよっ！」

「チェス好きの人でしょ」

「じゃあ策でもあるの？　ターゲットは、ナンバー錠じようも開けて、猛獣用の鎖さえ引き千切れるのよ？　どうやって捕縛す──」

「はいはーい、ケンカはダメです！」

　再び議論が白熱したところで、リリィがまた手をぱんぱんと叩く。それから、激論をかわす少女たちの口に、焼き菓が子しを押し込む。

「今大事なのはチームワーク。仲間との絆きずな。はい、特製フィナンシェです」

「うまっ……」「ほんと美味おいしいわ……」

「ふっ、また、リーダーの仕事を果たしちゃいました」

　白熱する議論をクールダウンさせて、リリィはきざったらしい息をつく。

　その隣となりで、赤髪の少女が静淑な声で告げた。

「しかし……現状、あの方に勝利するには捕縛が最善です……」

「それはそうですけど」

「焦あせりますね……男性一人捕まえられなくて、不可能任務を達成できるとは思えませんから……」

　現実を見み据すえた冷静な発言で、大広間の空気が重たくなってしまう。

　誰だれも次の言葉を紡つむげなかった。唯ゆい一いつリリィだけがポジティブなコメントをしたが、彼女の根こん拠きよのない励はげましでも雰ふん囲い気きは変わらない。

　そんな中──。

「あ、あの」

　顔を真っ赤にさせて、手をあげるエルナの姿があった。

「く、鎖くさりを引きちぎったのには理由があるのっ！」

　音量調整を明らかに間ま違ちがえた声。

　エルナは唇くちびるを震ふるわせたあと、さらに顔を赤くして言葉を紡いだ。

「…………つ、捕まったとき、せんせいは口に隠かくした宝石を吐はき出して、見張りを買収したの。そして、銃じゆうで鎖に傷をつけてもらったの」

「あ、そういえば浴室でも言ってたわね。冬ごもりの支し度たくをするリスって……」

　クラウスの説明を嚙かみ砕くと次のようになるだろうか。

　体内に、武器や宝石を隠しているスパイも多い──。

　彼は、宝石と話術で見張りを買収した。さらに相手のボスを挑ちよう発はつし、銃を撃うたせ、鎖に傷を追加していた。頑がん丈じような鎖でも何発も銃弾を撃ち込めば、破壊できる。

　もちろんクラウスは去り際、一度渡した宝石を回収することを忘れなかった。

「宝石や富。つまり買収。ありとあらゆる鍵かぎを開けるマスターキーなの」

「マスターキー……」蒼銀髪の少女が呟く。

「おそらくナンバー錠を開けた方法も同じ。エルナたちの誰かを買収して、ナンバーを事前に教えてもらっただけなの」

「こ、この中にスパイがいるんですかぁっ？」

　エルナの言葉に、大声をあげたのはリリィだった。たじろぎながら、『灯』のメンバーに疑いの視線を飛ばしていく。

　白はく髪はつの少女が凜りん然ぜんと「全員スパイだろ」と指し摘てきする。

　その後少女たちは押し黙だまる。

　何よりも検討すべき事じ項こうがあった。

「そういえば」黒髪の少女が言う。「鍵の話で揉もめると必ず仲裁する人がいたわね」

「うん！　『仲間だけは信じろ』『仲間の絆』とやけに強調する人もいましたねー！」

　灰桃髪の少女の純真な声が続く。

　蒼銀髪の少女が全すべて納なつ得とくしたように、不遜な笑みを見せた。

「ねぇ、リリィ。ところで質問があるんだけど……」

「へ」

「そのフィナンシェ、どこで手に入れたの？」

　リリィが硬こう直ちよくする。

　額から汗あせを流して、掠かすれた声で「今大事なのは仲間との絆ですよぅ……」と呟つぶやいた。

「「「「「「「………………………………」」」」」」」

　無論、そんな戯ざれ言ごとに耳を貸す少女たちではなかった。

　リリィは後ずさりをする。メンバーから距きよ離りを取るが、壁かべに背がつくと、唇を震えさせた。

「わ、わたし、は、ただ、アレですよ。先生に強く提案をされてですね。わたしには『噓うそをつく訓練』を、みんなには『身内を疑う訓練』をさせたい、と。いやぁ、感かん銘めいを受けました！　協力者が相手に寝返っているという状じよう況きようは、実戦ではありうるわけです！　さすが、先生！　その提案に乗ったわたしも偉えらい！　時に嫌きらわれ役も引き受ける自己犠ぎ牲せいリーダー！　け、決して滅め茶ちや苦く茶ちや美味しいお菓か子しに釣つられた訳じゃありませんよ？」

「……………………」

「そうはいっても、教えたのはナンバー錠の番号だけです。浴室襲撃は鍵に関係なく失敗しました！　怒おこられるような裏切りはしていませんね！」

「……………………」

「エルナちゃんの言葉を引用します。『信じたら負け。それがスパイ』です！　えへん！」

　あ、こいつダメだ。

　少女たちはアイコンタクトで気持ちを共有する。

　さて裏切者にどんな制裁を加えるか──。

「提案があるんだけど」蒼銀髪の少女が代表して発言する。「リリィには利用価値があるよね？　ターゲットはまだリリィを協力者と信じている。なら隙すきをつけるわけだ」

「そ、そうです！　二重スパイ！　まさにスパイの訓練って感じで──」

「今すぐ実行しようか？」

　リリィの表情が凍こおりつく。

「え、えぇと、多分、先生にボコられるのがオチですよ……」

「頑がん張ばって」

「ほらぁ、もっと有効利用しましょうよ。もう裏切りませんから、ね？」

「早く行こ？」

「…………はい」

　リリィが肩かたを落として、大広間から去る。

　少し時間が経たって、天てん井じようから、

「先生！　耳よりの情報を盗ぬすんできましたぁ！　この計画書を見てください、ほら、もっと近寄って……はっはぁ！　隙あり！　覚かく悟ごをしぐほぉっ！　乙女おとめの鼻に絵の具がぁ！」

　と聞こえてきた。

　裏切者に裁きが下ったらしい。

　少女たちは満足げに頷うなずく。

「エルナちゃん！」

　そこで灰はい桃もも髪がみの少女が純真な瞳と共に飛び跳はねて、エルナの下もとに駆かけよった。それから彼女の手を愉ゆ快かいそうに握りしめて、顔をぐいっと近づける。

　無む邪じや気きな笑え顔がおを向けられて、エルナがたじろいだ。

「な、なんなの……？」

「すごいねっ！」

　その言葉に、エルナは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

　視線をあげると、他ほかのメンバーもエルナに温かな笑みを向けている。

　エルナは涙なみだが流れるのを堪こらえて「……当然なの」と虚きよ勢せいを張った。
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　時間をおいて、エルナはクラウスの部屋を訪おとずれた。

　床ゆかには、紐ひもで縛しばられたリリィが放置されていた。しっかり返り討うちに遭あったらしい。

「エルナ」キャンバスと向き合うクラウスが口を開いた。「そこのザコをつまみだしてくれないか。僕が触ふれると喧やかましいんだ」

　言われるがままに、エルナはリリィを転がした。

　リリィが必死の形相で喚わめき始めた。

「先生！　お願いです！　なんでもやります！　先生のフィナンシェが食べられないと頭がおかしくなりそうで──」

「また裏切ってるの！」

「早く追い出せ」クラウスが手で払はらう。

　同感なので、エルナは部屋の外にリリィを運び出した。

「あのお菓子、中毒成分があるの？」

「あるわけないだろう」

　クラウスが皿を差し出してくる。

　宝石のようにバターが輝かがやくフィナンシェが並んでいた。

「お前も味見するか？　次の『マスターキー』が欲ほしいところだ」

「いらないの」

「焼きたてだぞ？」

　エルナの鼻先に皿を近づけてくる。かぐわしい砂糖の香かおりに、つい、一つ頰ほお張ばる。ほろっと崩くずれて甘かん味みが口いっぱいに広がった。

「エルナ、仲間を裏切るの」

「冗じよう談だんだ」クラウスは、他の仲間にも配れ、と皿ごとエルナに渡わたす。「あまり引っ搔かき回しても訓練にならん」

　どことなく機械のような冷たさを感じるクラウスだったが、存外、多た趣しゆ味みらしい。チェス、料理、水すい彩さい画がと取り組んでいる。万ばん能のうの天才ということか。

　エルナはクラウスに近づき、彼が取り組んでいる油絵を見た。紅色の絵の具で描かき散らした絵は進しん捗ちよくがないように見える。

　キャンバスの右下には『家族』の文字。

「せんせいの絵、完成しないの……？」

「そうだな……せっかく新品の絵の具を買ったのに、筆がのらない」

　クラウスの瞳ひとみには哀あい愁しゆうが滲にじんでいる。

　知り合って月日は浅いが、四六時中襲おそったり返り討ちに遭ったりするうちに、滲ませる感情の機き微びも少しずつ摑つかめてきた。

「陽炎パレスの前入居者が、せんせいの家族……？」

　クラウスが息を止めた。

　彼にしては珍めずらしい驚きよう愕がくのリアクションだった。

「まさか、ここまで早く到とう達たつするとはな」

「ヒントはたくさんあったの」

「どこまで推理した？」

　クラウスは足を組み、視線をぶつけてきた。

　エルナは一つ一つ区切るように説明した。

「陽炎パレスの前入居者がいる。せんせいはきっとそのスパイチームの一員。現在不在ということは、既すでに解散、あるいは、壊かい滅めつした。おそらく『灯』が挑いどむ不可能任務は──」

「なるほど、もういい」

　エルナの言葉を遮さえぎって、クラウスは頷いた。

「お前の予想は概おおむね正解だ。だが、まだ話せる段階ではないな」

「ん……？」

「安心しろ。二は十つ日か後には明かすさ。お前たちならば問題なく到達できるさ」

　なぜ二十日後なのか。疑問に思っていると、彼が力強く言った。

「そして挑むとしよう。お待ちかね、不可能任務だ」
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　陽かげ炎ろうパレスに少女の悲鳴が響ひびく。

　この日の襲しゆう撃げきは、ブービートラップを用いたものだった。

　少女たちは陽炎パレスを埋うめ尽つくすほど罠わなを仕し掛かけた。ターゲットが一つ罠から逃にげれば、二つの罠が作動し、それを避さければ三つの罠が作動する。仕留めるまで終わらない無限のワイヤー地じ獄ごく──だったのだが、クラウスは罠を避けるだけでなく、再利用した。最終的に、クラウスと少女の罠合戦と移行したが、結局、クラウスの圧勝。

　少女たちはお互たがいが仕掛けた罠を把は握あくできるよう、こっそり暗号を残していたが、その暗号を全すべて書き換かえられた。

　結果、『灯ともしび』の少女全員はワイヤーで全身を縛られて、大広間に並べられた。

「ああああああぁ、全然ダメだわ！」

　惨さん憺たんたる有様に、黒髪の少女がヒステリー気味に嘆なげいた。訪れた当初は優ゆう艶えんで大人びていた彼女だったが、最近は疲ひ労ろうを色いろ濃こく滲ませている。

「うぅ、自分がここまでダメとは思わなかった……一ミリも成長が見られないっ！」

「──そんなことはない」

　クラウスは首を横に振ふる。

　普ふ段だんならば『工く夫ふうが足りない』と心にダメージを与あたえた後『お遊びにもならない』とトドメを刺さすが、この日は違ちがった。

　クラウスが両りよう腕うでを組み、感心するように目を閉じている。

「全員強くなった。もうすぐ四週間になるが、初日より格段に成長している。僕が強すぎるから分かりにくいだけだ」

「……本当に？」

「あぁ」クラウスが深く頷いた。「少なくとも、僕が信しん頼らいできる程度にはな」

　その言葉に、少女たちは顔を見合わせる。

　毎日毎日襲撃し、クラウスから『極ごく上じよう』の評価をもらっていたが、正直バカにされているとしか思えなかった。本人は絶賛のつもりらしいが、受け取った側は皮肉にしか思えないワードである。

　──初めてしっかり褒ほめられたかも。

　そんな達成感を、視線を合わせて嚙かみ締しめる。

「そろそろ話す段階だな」

　クラウスは椅い子すに腰こしかけた。

「『灯』の設立理由、そして不可能任務の詳しよう細さいについて」

「その情報は興味あるんですが……」リリィが説明を遮る。「まず、わたしたちのワイヤーを解ほどいてくれません？」

「僕たちが盗ぬすむのは、生物兵器のサンプルだ」

　聞いてねぇ。

　まさか、両手足拘こう束そくされた状態で、最も重要な話を聞く羽目になるとは。

　シュールな状じよう況きようを受け止め、少女たちは耳を傾かたむける。

　生物兵器を盗む、とクラウスはいったが──。

　白はく髪はつの少女が凜りん然ぜんと口を挟はさんだ。

「あれ？　生物兵器は国際条約で使用禁止されてなかったか？」

「だが開発は禁止されていない──と都合よく解かい釈しやくし、軍のバカ共が勝手に研究を推おし進めた。それをガルガド帝てい国こくのスパイに奪うばわれた。科学者の見み込こみでは、兵器の成分を調べ上げるまで一年らしいが楽観してはいられない。一刻も早く、兵器のサンプルを回収、最悪、破壊する必要がある」

　あぁ、と少女たちは納なつ得とくする。

　軍と情報機関の足並みの不ふ揃ぞろいは、スパイ界かい隈わいでは常識だった。軍の幹部は、侵しん略りやくを受けた汚お名めいを返上しようと空回りしていると聞く。その結果が、生物兵器の新発明か。

　どんなに優ゆう秀しゆうな情報機関であろうとも、国中の全てを把握できない。

　その隙すきを、帝国に狙ねらわれた。

「ち、ちなみに」茶髪の少女が気弱な声をあげる。「盗まれた生物兵器ってどんなものっすか？」

「実験室の写真を見るか？」

　クラウスが懐ふところから写真を取り出す。

　その写真を見せられ、少女たちは一人残らず悲鳴をあげた。

　表現できないほど凄せい惨さんな遺体があった。

　縛られて逃げられない状況で、この写真を見せられるのは拷ごう問もんに近い。

「名は『奈な落らく人形』。言ってしまえば、殺人ウイルスだ。潜せん伏ぷく期間が一週間と長く、その間飛ひ沫まつ感かん染せんし、発はつ症しようしたら十二時間で死ぬ。悪意の塊かたまりみたいな兵器だ。そんなもの帝国の手に渡ってみろ。暗殺のためならば、無関係市民共々巻き込んで殺す連中だ。スパイが破壊工作に用いれば、何十万、何百万と死者が出るな。軍事利用したら世界が終わる」

　クラウスは挑ちよう発はつ的な言い方をした。

「実感するだろう？　僕たちの双そう肩けんにかかる重圧が」

　何百万人の死者──。

　これもまた控ひかえめな数字かもしれない。

　帝国は先の大戦で、大量の民間人を虐ぎやく殺さつした国家だ。手段を選ばない。もし弾はずみでこの兵器を使ったとき、ディン共和国もまたこの兵器を用いる。そうなれば互いが互いに殺人ウイルスをバラまき続ける地じ獄ごく絵え図ずだ。その被ひ害がいはもはや想像もつかない。

　少女たちは唾つばを飲み込む。

　現実味を帯びてきた。自分たちが挑む任務の意義が。

「過去に一度、この任務に挑んだチームがある。『焔ほむら』という名だ」

「ほむら……」その単語に反応したのは、黒くろ髪かみの少女だった。「知っているわ！」

「ほう。まさか情報が漏もれていたなんて。案外、『焔』も未熟だな」

「未熟なわけがない！　ディン共和国最強のスパイチームでしょう！」

　彼女は普段の優艶な口調より早口で語り始める。

『焔』は自国のスパイチームの頂点。戦前から国を守り続けた立役者。大戦では、帝国軍の情報を盗み出し、戦争の火から数十万人の民間人を避ひ難なんさせた。そもそも戦争が終結したのも『焔』が偽にせ情報を渡し、帝国陸軍の幹部に敗北を決意させたからで──。

　縁えんがあるのか、彼女はやけに詳くわしかった。

「私は『焔』に入りたくて、スパイを目指したのよっ！」

　最後にそう言い放って、彼女の演説が終わる。

　熱弁を振るう彼女に対して、クラウスの反応はいたってクールだった。

「残念ながら」冷ややかに彼は告げた。「『焔』は全滅した」

「え」

「『奈落人形』を取り戻もどす任務中に全員亡なくなった」

　黒髪の少女が唇くちびるを震ふるわせる。「噓うそでしょ……？」

「より正確に言えば、一人生き残った。別任務で離れていた僕だけが」

　僕は『焔』の一員だったのさ、とクラウスが補足する。

　その時初めて、少女たちはクラウスの正体を知る。

　──自国最強のスパイチームの一員。

　さほど驚おどろきはしなかった。彼の実力なら妥だ当とうか。

「説明は以上だ。国を懸かけた責任を背負い、『焔』が成し遂とげられなかった任務をこなす。それがこの任務の全容だ」

　それで説明を終えたように、クラウスは口を閉とざす。

　少女たちは声が出せなかった。楽観していたわけではないが、現実をはっきり突つきつけられると、身体からだが凍こおる錯さつ覚かくを覚える。

　一流のスパイが失敗した任務を、自分たち落ちこぼれが挑いどまなくてはいけない。

　恐こわい、と脊せき髄ずい反射で叫さけびたくなる。

　死亡率九割──その現実が重くのしかかる。

　しかし、逃げるわけにはいかない。脳のう裏りには、無む惨ざんな変死体が焼き付いている。もし、自分たちが動かなければ、数えきれない国民が犠ぎ牲せいに──。

「逃げたければ、逃げてもいい」

　少女たちの不安がはち切れそうになった時、クラウスが言った。

　思わぬ提案に少女たちは目を見開いた。

「関係ないんだ。僕の復ふく讐しゆうはもちろん、国民が何百万人死のうと、お前たちが命を懸ける理由にはならない。国の都合で僕の都合だ。もちろん、お前たちの選せん抜ばつには『理由』がある。来てほしい。だが来なくてもいい。国のために、残ざん酷こくな任務を強制できない」

　クラウスが少女たちに目を配った。

「一日休きゆう暇かを設ける。お前たち自身で、行くかどうかを決めろ」

　彼が腕を振るうと、少女たちを拘束していたワイヤーが弾はじけ飛んだ。話は終わりと言わんばかりに背を向けて、自室へ向かう。

　少女たちは事態を吞のみ込むので精せい一いつ杯ぱいだった。情報量が凄すさまじい。不可能任務の内容、クラウスの正体、自国のトップチームの終しゆう焉えん、一つ一つ頭で整理しなくてはならず、瞬まばたきを繰くり返して、その場から動けなかった。

　そんな中、いち早く声をあげる少女がいた。

「わたしは行きますよ」

　リリィだった。

　クラウスが足を止めて、振り返った。

「意外だな。まさかお前が一番とは」

「まぁ、悩なやんでも多分変わらないかなって」照れ臭くさそうに首の裏を撫なでた。「他ほかの皆みんなはどうします？」

　少女たちは互いに顔を見合わせると口元をにやりと歪ゆがめた。反対の意見は出なかった。

　誰だれ一人『待ってくれ』と発言しない。

「七人全員、実行でいいんだな？」

　改めて、クラウスは言葉を投げかける。

　少女たちは頷うなずいて、クラウスに強い視線を返した。

「極上だ──全員で生きて帰ろう」

　クラウスは小さく頷いた。




　　　　◇◇◇




　クラウスは自室のキャンバスの前に腰かけていた。

「…………………………………………」

　日課である。

　仕事と自主トレ、少女をあしらう以外の時間を全すべて油ゆ彩さい画に充あてているが、進しん捗ちよくはゼロだ。描えがこうと筆を握にぎっても、どう筆を動かせばいいのか、分からない。気づけば筆先が乾かわき切る。

　スランプに陥おちいったキッカケは明白だった。

『焔』の壊かい滅めつのニュースを聞かされた日──何か大事なものを喪そう失しつした。

　油絵はちっとも進まない。

　芸術には、理論で描くタイプと感覚で描くタイプがいるが、言うまでもなくクラウスは後者だ。一度つまずくと、そこから脱だつ却きやくする術すべは摑つかめない。それどころか他のありとあらゆる事こと柄がらの歯車も狂くるわせる。

　珍めずらしく焦あせりを抱いだいていた。

　彼には、それだけこの任務に懸ける想おもいがあった。

（僕の家族を奪った任務……）

　彼は孤こ児じだった。物心つく頃ころには、貧ひん困こん街と呼ばれる街で生活をしていた。孤児グループからも避さけられ、孤こ独どくに消えゆくはずの命だった。

　そんな生活の中でギードと出会い、『焔』に誘さそわれた。

『クラウス──それが、お前の新しい名前だ。オレがスパイに育ててやる』

　目を閉じれば、彼がかけてくれた言葉が脳裏に響ひびく。

『温かいベッドも、食しよく餌じも、風ふ呂ろもある。なにより仲間がいる』

『仲間全員でお前にありとあらゆる技術を叩たたきこんでやる。少し厳しくな』

『どいつも変人だが、愉ゆ快かいな奴やつばかりだ。いつか、家族のように思える日が来るぜ？』

　ギードの言葉通りだった。

　クラウスにとって、陽炎パレスで過ごしたメンバーこそが家族だった。

（なんとしてでも、僕はこの任務を──）

　分厚い本を一ページ一ページ捲めくるように過去を振ふり返って、感傷に耽ふける。

　しばらく思い出に浸ひたっていると、部屋をノックする音が聞こえてきた。

　返事をする前にリリィが顔を出した。

「へい、先生、先生、作戦の方針って定まりましたかー？」

「それよりも」

　クラウスはキャンバスから離れた。

「本当によかったのか？　お前は初めて会ったとき、死にたくないと連呼していただろう。もう少し迷うと思ったんだがな」

「え、まさかの逆質問」

　リリィはたじろぐ素振りを見せつつ、椅い子すに座り込む。

　最近の少女たちは、クラウスの前で自由気ままな態度を取る。四六時中クラウスにナイフを握って飛び掛かかっているので、遠えん慮りよがなくなったのだろう。

「うーん、なんというか、上手うまく言えないですけど」

　リリィが頰ほおを搔かいた。

「……先生、驚かないでくださいね」

「なんだ？」

「実は、わたしってかなり自己中心的な性格なんですよ」

「驚く要素はどこだ？」

「だから、わたし、養成学校の時も『活かつ躍やくしたい！』『ちやほやされたい！』って自分中心に、ふんわり思っていただけで具体的な目標がなくて、ここに来ても、リーダーという肩かた書がきをもらって舞まい上がっていただけなんですけど……」

　リリィは天てん井じようを仰あおぎながら呟つぶやいた。

「最近、この仲間のためなら、もっと素す敵てきなリーダーになりたいなぁって」

「ほぉ……」

　意外だった。

　クラウスは必要がない限り、少女たちの内面に踏ふみ込まない。彼の知らないところで、心の動きがあったらしい。

　感かん嘆たんしていると、リリィはぶるっと身体を震わせた。

「うーん、三十秒も真ま面じ目めに話していたら、身体が痒かゆくなってきました」

「人としてどうなんだ、それは」

「とにかく任務に挑むって話ですよ。今いま更さらそんな確かく認にんしないでください。野暮です」

　誤ご魔ま化かすようにリリィがはにかんだ。

　少しだけ頰が赤く染まっている。本当に恥はずかしがっているようだ。

「……それもそうだな。今は作戦のことを考えればいいか」

　初めての教え子は、順調に成長しているらしい。

　クラウスは両手の人差し指を立てると、言葉に合わせて順番に折り曲げた。

「研究所の東からお前たちは潜せん入にゆうしろ。僕は西から潜入する」

「ふふーん、了りよう解かいです」

　具体的な言げん及きゆうを避けて、大おお雑ざつ把ぱな方針のみを伝える。

「決行日までに情報を集める。期待しているぞ、リーダー」

　リリィはその言葉を聞きたかったらしい。

　天才リリィちゃんのお披ひ露ろ目めですね、と楽しそうに呟き、部屋を飛び出していった。




　　　　◇◇◇




　一週間後、『灯』のメンバーは陽炎パレスを発たった。

　入国は、二つのグループに分かれた。クラウスと数名の少女は芸術家として就労ビザを取得し、リリィ含ふくむ他の少女たちは金持ちの娘むすめが演劇を見に来た設定で観光ビザを取得する。パスポートは当然、偽ぎ造ぞうしたものだ。

　入国審しん査さ場では、厳しく追つい及きゆうされた。滞たい在ざい理由と宿泊先を詳しよう細さいに尋たずねられる。相手は二人。入国管理局の職員が質問をぶつけ、後方では軍人が目を光らせている。工作員対策だろう。手荷物も全て確認された。事前に用意していた噓うそを頭に叩き込まなければ、即そく座ざに逮たい捕ほされていたに違ちがいない。

　しかし、半日かけて国境を越こえると、後は拍ひよう子し抜ぬけするくらい楽だった。

　尾び行こうの気配はないし、汽車の切きつ符ぷは簡単に購こう入にゆうできる。駅の売店では店員がフレンドリーに声をかけてくれる。

　少女たちはクラウスの講義を思い出していた。

　彼は入国後の行動について、

『さらっと歩けば心配はない』

　と大雑把な解説を授さずけていた。

　また、少女たちにツッコまれると頭を悩ませて説明した。

『実際、一度入国してしまえば簡単に紛まぎれられるんだ。警けい戒かいすべきは、要人と接せつ触しよくを始めてからだ。道中まで気を張りすぎる必要はない』

『なんで、そんなに……？』

『スパイの世界に浸っているお前たちには分かりにくいが、世間では、戦争は既すでに終わったものだ。敵国を憎ぞう悪おする国民は多いが、敵国と今もなお戦争中とは思っていない。スパイ同士のせめぎ合いなど知る由よしもない』

『なんだか、寂さびしい気持ちもしますね』

『いいや、それでいいんだ。それが「影かげの戦争」だ』

　国境を越えたあと、メンバーは汽車に乗った。

　リリィの隣となりには、家族連れが座っていた。葬そう式しきがあったのか、皆、黒い服を纏まとっている。兄弟らしき子供は目を輝かがやかせて、窓に顔を押し付けている。

　彼らにとって、世界は平和なのだ。

　自国のスパイがいかなる手を使っているのか、知らないまま生きている。政治家を買収し、ギャングに金を流し、研究者を脅きよう迫はくし、その過程で、人を殺しては事故に見せかけている真実を。

　隣にいるのは敵国のスパイだとも。

　不思議な世界だな、とリリィは思う。

　自分たちが生きているスパイという存在は──。

　静かに考えていると、隣の席の男の子がぱっと窓から離はなれて、リリィたちの下もとに駆かけ寄ってきた。

「ねー、お姉ちゃんたちはどこに行くのぉ？」

「ん？　お友達と演劇を見に行くんですよ。帝てい都とで話題のミュージカルを」

「すっげぇ！　どこに泊とまるのっ？」

「ふふ、おませさんですね。女の子の宿しゆく泊はく先は、尋ねちゃダメですよ？」

　男の子の会話をいなして、リリィは考える。

　いつの日か、本当に友人と旅行に行ければな、と。

　この目の前の子のように『影の戦争』なんて忘れて、楽しく笑って。

　目的の駅に着くと、道に迷ったフリをしてベンチに座る。

　他ほかの少女と地図を広げていると、背中合わせのベンチに一人の男性が腰こしを下ろした。

「ここから別行動だ」

　視線を合わせず、背後の男性が口にする。

「計画通りに動け。言い残すことは？」

「今度会うとき話せばいいです」

「そうだな」

　男性は去っていった。

　リリィたちもまた決めていた宿に歩き出す。

　それは、不可能任務の開始を意味していた。




　　　　◇◇◇




　エンディ研究所は、ガルガド帝国の首都近きん郊こうに建てられていた。

　ガルガドの首都は、さすが世界一の都市か、高層建築物で埋うめ尽つくされていた。ディン共和国最大のビルは、国会議事堂を兼かねる八階建ての建物。それを超こえる建物が無数に並ぶ。帝国特有の様式なのか、どれも尖せん塔とう。空を衝つくような巨きよ大だいな黒い塔が並ぶさまは、不気味でもあり、圧巻だった。

　中世の時代から首都として栄えていた。海と山に囲まれているため、侵しん略りやく者から守りやすい土地という。尖塔は限りある土地を有効活用したゆえの文化だろう。

　千年以上、暴力によって栄えい華がを極きわめている街。

　エンディ研究所は、その針山のような街を見下ろす位置に建てられている。

　崖がけの上。

　よく言えば、目立つ。

　悪く言えば、潜入ルートは限られている。

　それが『灯』が忍しのび込む建物だった。

『生物兵器のサンプルは、エンディ研究所のどこかにある。取り付けてある発信機はそこで途と切ぎれ、移動した形けい跡せきはない』

　作戦会議は、事前に行われている。

『そこに忍び込み、盗ぬすむことが僕たちの目的だ』

『……セキュリティは緩ゆるくないわよね？』

『表向きは、ただの製薬会社の研究支所の一つ。実際は、最新兵器を研究する機関だ。セキュリティは甘くない。軍人が警備隊を組織して、常じよう駐ちゆうしているはずだ。事前にどれだけ情報を集められるかが肝きもとなる』

『隙すきはあるんすか……？』

『当然だ。人間が管理する以上、付け入る隙はある。どんな人間でも食事し、排はい泄せつし、洗せん濯たくし、家に帰り、時には人を抱だく。機械とは違う』

　クラウスは、少女たちに告げる。

『お前たちは、三つの班に分かれて行動してもらう』







『情報班──他の班と連れん携けいを取り、情報をかき集めろ』

　クラウスの指示を思い出し、黒くろ髪かみの少女は優ゆう艶えんに微笑ほほえんだ。

　夜のオープンカフェで待機する。

　クラウスとのバトルで怠おこたりがちだった肌はだのケアを済ませ、華はなやぐ美び貌ぼうを取り戻もどして任務に臨のぞんでいる。

　メンバーでもっとも大人びて、スタイルのいい彼女は自身が男性にどう見られるか理解していた。服装は華か美びではなく清せい楚そに徹てつする。男をより惹ひきつけるのは露ろ出しゆつの多い服ではなく、肌をしっかり覆い、かつ、身体からだのラインが際きわ立だつ服。腰がぐっと締しまるワンピースがいい。

　喫きつ茶さ店てんのテラス席でアイスコーヒーを味わっていた。彼女が身体を反らせると、隣の男性客が横目で自身の胸を覗のぞきみた。眼鏡をかけた青年はその後もちらちらと視線を動かせる。

　黒髪の少女は自身の魅み力りよくを再確認して、ほくそ笑む。クラウスのせいで失いかけていた自信を取り戻す。

（本当はすぐにでもコーヒーをかけて、接触を図はかりたいけれど……）

　頭にあったのは、クラウスとの闘たたかい。

　詫わびるフリして話しかける──そんな強ごう引いんな手法では、相手に警戒される。

　同じ轍てつは踏ふまない。

　だから、彼女はじっくりと注意深く待った。焦あせってはいけない。少しでも動作を乱せば、クラウスなら容よう赦しやなく見抜いてくる。ターゲットをあの男だと思え。

　二十分近く、彼女はじっとタイミングを待ち続ける。

（最善手は……飲み物をかける、のではなく、かけさせる）

　男性客が立ち上がった瞬しゆん間かん、タイミングを見て、グラスをテーブルの隅すみに移動させる。男のカバンがぶつかった。グラスが床ゆかに落ちて、派手な音を立てて砕くだけた。少女の服にコーヒーがかかる。

「あぁ、すみません！　弁べん償しようします！」

　男は思った以上に慌あわてて、割れたグラスを集める。

　黒髪の少女は、その男性の手を摑つかんだ。

「危ない。ガラスを握にぎってはダメよ？」

　手を握った男性は、顔を真っ赤にさせている。あまり女性経験はないらしい。

　彼女の敵ではなかった。

「あ、すみません。きゅ、急に手を握って」初心うぶなフリをして、黒髪の少女は謝罪する。「でも……綺き麗れいな手ね。職人さん？」

「い、いや、ただの研究職ですが……」

「凄すごい！　インテリなのね」

　男はしどろもどろに言葉を述べて頭を搔かいた。グラスを割った罪悪感や綺麗な少女に腕うでを握られた高こう揚よう感かんで、頭が回っていないようだ。

　畳たたみかけるように黒髪の少女は彼の手を握った。

「ふふっ、お兄さん。この洋服高いのよ？　汚よごしたお詫びをしてくれない？」

「え、えぇと、それは……」

「私、デートをすっぽかされたところなの。ねぇ、お兄さん、ちょっとご飯くらい付き合ってよ」

　少女が笑いかけると、男はおどおどしたまま頷うなずいた。







『特とく殊しゆ班──その技能を用いて、他の班のサポートをしろ』

　金きん髪ぱつの少女──エルナは首都近郊の道路で、鼻歌を歌っていた。

　雨が上がったばかりの夜だ。空には月が浮うかんでいたが、道路は闇やみに等しい。一メートル手前さえも見えず、エルナは途と中ちゆう何度も転びそうになった。寒くなってきたので何度も息で手を温める。周囲には田畑が広がっており、民家らしき建物さえない。

　通りの向こうからヘッドライトを点つけた車が、闇を切り裂さくようにやってくる。

　鼻をすんすんと動かして、周囲に危険がないことを確かめると、エルナはそっと車の前に飛び出した。

　運転手の悲鳴とつんざくクラクションが響ひびき、エルナはそっと地面に倒たおれ込む。

「だ、大だい丈じよう夫ぶっ？」急停止した車から女性が飛び出してきた。

　エルナは自身の服に汚れが少ないことに気が付くと、こっそりスカートに泥どろを塗ぬりつける。その後で泣き真ま似ねを始めた。

「こ、恐こわかったの……遠くまで散歩したら夜になって、ちょうど車が来て……」

　女性は慌てふためいて、エルナを家まで送り届けると申し出てくれた。エルナを後部座席に乗せて、車を走らせる。泥だらけの少女に罪悪感を抱かかえたようだ。申し訳なさはあるが、気にしている場合ではない。

「そこを右なの！」とエルナが誘ゆう導どうすると、女性は慌ててハンドルを右に切った。

　車は道みち脇わきのぬかるみに嵌はまった。

　右前輪が傾かたむいて停車する。

　道路が整備されていない郊こう外がい、特に、雨上がりに走らせるとよくあることだ。

　女性は何度もアクセルを踏んで頭を搔いた。「わたしが車を押すから、ハンドル握ってくれる？」と提案する。

　女性が降りると、エルナは運転席に乗り込み、何食わぬ顔でシートを漁あさった。隙すき間まに隠かくされた封ふう筒とうを摑み取ると同時に、車がぬかるみから脱だつ出しゆつする。

　住宅街の一角に送り届けてもらって「お姉ちゃん、ありがとうなの！」と手をぶんぶんと振ふって女性を見送る。

　車が見えなくなると、住宅の陰かげから別の少女が現れた。

　茶髪の少女。元々の困り眉まゆを一層不安そうに曲げて、エルナを観察していた。気弱な瞳ひとみでエルナが手にした封筒を見ると、おぉ、と歓かん声せいを上げる。

　エルナは奪うばった封筒を差し出した。少女に似つかわしい笑え顔がおが噓うそのように消えて、冷静なスパイの顔に切り替かわる。

「……これを至急、情報班に届けてほしいの」

「ちなみに、どういう資料っすか？」

「さっきのお姉ちゃんは、ディン共和国の協力者なの。何年にもわたって、貴重な情報を流してくれたの。でも──」

　封筒を開ける。

　そこには帝てい国こくの陸軍省からの指令が入っていた。

「帝国に寝ね返がえってるの。情報を鵜う吞のみにしたら、大変なことになるの」

「あちゃー。やっぱり味方でも疑ってよかったっすね」

「……ファインプレーなの。スパイは臆おく病びようくらいでちょうどいいの」

「まぁ、お菓か子し一つで裏切る仲間もいたっすから……」

　茶髪の少女は照れながら、指笛を鳴らした。

「配達の準備は終わってるっす。十キロ先なら十分もかからないっすよ」

　エルナが不思議がっていると、二人の下もとに一羽の鷹たかが降りてきた。その鷹がエルナの顔にばしっとぶつかったので、彼女は小さく「不幸……」と後方に倒れる。

　鷹は封筒をくわえると、目測時速八十キロの速度で、空のかなたに消えていった。







『実行班──情報班が集めたデータを元にキーマンと接せつ触しよくしていけ』

　白はく髪はつの少女は凜りん然ぜんとした足取りで、大通りを進んでいた。気づかれないよう顔を伏ふせながらも、鋭するどく威い圧あつ的な視線を周囲に飛ばしていく。

　正午を迎むかえており、ランチを摂とろうとする労働者で賑にぎわっている。人ひと混ごみをかき分けるように進み、目的の人物とすれ違ちがうタイミングを待っていた。

「わたしもランチがほしいですねぇ」と隣となりの銀髪の少女──リリィが空腹を訴うつたえる。

　白髪の少女が「後にしろよ……」と呆あきれていると、向こうから大おお柄がらな男がやってきた。現在のターゲット。

　リリィに合図を示した方がいいか悩なやんでいると、リリィの腹からぐーっと間ま抜ぬけな音が聞こえてきた。本気で空腹らしい。彼女は危なっかしい足取りで道を進んでいくと──

「ひゃんっ」

　ターゲットの大男に頭から突つっ込んだ。

「なんだてめぇっ！」当然、大男が激げき怒どする。

　体重差に勝てず、リリィはぶつかった拍ひよう子しに転がった。頭を手で押さえて「す、すみませんっ！」と声を上げる。

　周囲の人々が心配そうに二人のやり取りを見つめ始める。大男はその視線に耐たえきれなくなったのか、舌打ちをして通りを去った。

　リリィは大きなため息をついた。

「いやぁ、恐かったですねぇ」

「もっと目立たない方法にしとけ」白髪の少女はリリィの額を弾はじいた。

「あてっ……して、成果は？」

「ばっちり」

　白髪の少女はにやりと笑って、肩かたにかけているカバンを開けてみせた。そこには大男から盗ぬすんだ財さい布ふが入っている。大男の注意がリリィに向いている間に、抜き取った。

「一応尋たずねますが本物ですよね？」

「当然。あたしが偽にせ物ものに騙だまされると思うか？」

「先生に十四回、騙されていました」

「もう騙されねぇよ……リリィがぶつかった瞬間、あの大男が咄とつ嗟さに押さえたのは、尻しりポケットの財布じゃなく胸むな元もとだった。尻の方はダミーで、こっちが本物だ」

　二人は大通りから外れて、裏通りに進み始める。

「さっさとホテルで分解しようぜ。あのデカブツは麻ま薬やくの売人だ。財布にあんのは、麻薬の購こう入にゆう者リスト。情報班の読みでは、研究所の職員も載のっている」

「まとめて通報したら、さぞ痛快でしょうね」

「利用するだけ利用し終えたらな」

　白髪の少女の言葉に、リリィもまた、ふふーん、とご機き嫌げんにハミングする。

「ちょっと不安でしたが、わたしたちは成長してますねぇ」

「そりゃそうだろ。一か月とはいえ、かなり濃のう密みつに訓練してき──」

　彼女たちが互たがいに視線を合わせて、にやにやしていると、

「そこの二人っ！　止まりなさいっ！」

　鋭い声が背後から聞こえてきた。

　背後を振り返って、うげ、と軽く呻うめいた。スパイの天敵──警察だった。

　二人の男性警官が少女たちの逃にげ道を塞ふさいだ。

「カバンを全すべて見せなさい。決して動かないように」

「あー、あたしら、善良な観光客なんですけど」

「すまないが、ここらはスリが多い場所でね。協力してもらえるかな」

　白髪の少女の凜然とした誤ご魔ま化かしも通じない。

　なんでスリ多発地区を選んだんですか、とリリィが小声で批難する。

　お前が昼飯を食べられる場所を希望したからだろ、と白髪の少女は睨にらみ返す。

　最悪、警官を薙なぎ倒す選せん択たく肢しもあるが、面めん倒どう事ごとは最後の手段だ。

　白髪の少女は、無む抵てい抗こうにカバンを差し出した。

　警察はカバンをひったくり、躊ちゆう躇ちよなくナイフを突き立てた。これでは二重底も通じない。他人の身分証入りの財布はあえなく発見されるだろう。

　さて、どんな噓で切り抜けるか──。

「──よし、問題ないな」

　懸け念ねんは外れて、あっさりと警官は諦あきらめた。服からもカバンからも財布はついに発見できなかった。

　警官が去ったあとでリリィは首をかしげる。

「えっ、どこに財布を隠したんですか？」

「知らん」

「へ？」

「盗んだはずの財布が消えた」

　白髪の少女はどこか悔くやしそうだった。

「あたしが盗んだ財布を盗んだ──こんな芸当できる奴やつは一人しか知らねぇ」

　少女は思い出す。

　作戦会議の場で、クラウスが少女たちに班分けを言い渡わたして、最後に述べた言葉を。

『僕は──バックアップに徹てつしよう』
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　その時、二人の横を一人の男性が通り過ぎた。

　綺き麗れいな背広を纏まとった男は、高こう齢れいの紳しん士しにしか見えない。完かん璧ぺきな変装だ。彼は僅わずかに服の襟えりを広げた。少女たちだけに財布を見せて、何食わぬ顔で裏通りから消えた。







　全てが万ばん全ぜんとは言えない。

　それでも『灯』の少女たちは十分な活かつ躍やくを見せていた。







　ちなみに。

　作戦の細部は、次のように決められた。

『具体的に言えば、情報班は可か憐れんに咲さき誇ほこるバラのように、実行班はダダダっと駆かけ回り、特とく殊しゆ班は小鳥を慈いつくしむように──』

『……………………』

　少女たちが冷めた目をしていると、クラウスが言葉をやめた。

『──冗じよう談だんだ』

　何一つ笑えなかった。

　少女たちは心の底から安あん堵どする。本気だったらどうしようと。

『詳しよう細さいはお前たちが決めろ』

　クラウスは柔やわらかな眼まな差ざしを向けた。

『方向性は僕が決めるし、チェックも行う。だが具体的な立案は任せる』

『え……いいんですか？』

『やれるだろう？　一か月間繰くり返したはずだ』

　煽あおるような発言──だが、心躍おどる提案でもあった。

　少女たちは一回視線を見合わせると、黒くろ髪かみの少女が優ゆう艶えんな笑みを浮うかべた。

『くつろいでいて。ウットリするくらい完璧なプランを練りあげるから』

『──極ごく上じようだ』

　その言葉が合図だった。少女たちはテーブルに地図を広げ始める。

　どうすれば敵を欺あざむけるか。誰だれがターゲットに接触するか。

　少女の一人が意見を出せば、二人が反論して、三人が修正案を出して、四人がケンカする。意見に対して、特に多くぶつけられた反はん駁ばくは「それは先生に通用しなかった」。彼女たちが最初に挙げる提案は、一度クラウス相手に失敗している。だから工夫を加えて改善を図はかっていく。

　合言葉は──先生相手でも欺ける計画を！

　一か月間の成果が試ためされていた。




　　　　◇◇◇




　夜、クラウスがホテルで新聞を読んでいると、ノックの音が響ひびいた。

「ご注文されたワインをお届けに上がりました……」

　戸を開ける。そこにいたのは、ボトルを抱かかえる少年だった。

　クラウスは部屋に招き入れると、レコードの音楽をかける。仮に盗とう聴ちようされても、会話の内容を聞かれないための措そ置ちだった。

　少年はふぅっと息を吐はくと、顔の皮を剝はぐように顔全体を覆おおったマスクを脱ぬいだ。穏おだやかな瞳ひとみと儚はかなげな顔立ち──赤髪の少女が顔を出す。情報班の一人だった。

「変装は見事だが」クラウスはワインを受け取った。「別にマスクを取る必要はないだろう？」

「ボスの前で男装は哀かなしくて……」

「……お前がしたいなら構わないが」

　この少女は、妙みように自分を慕したっている気がする。

　深く追つい及きゆうせず、ただ、僕をボスと呼ぶな、と命令する。

　ワインのラベルを剝がすと、内側に記された暗号が見えた。少女たちが搔かき集めてくれた情報。書かれている内容を一目見ただけで彼女たちの奮ふん闘とうが察せられる。

　赤髪の少女が静せい淑しゆくな態度で頭を下げた。

「『奈落人形』が研究所から移動されていない確かく認にんは取れました……ですが、潜せん入にゆうは難しいようです……僻へき地ちに建っておりますし、その周辺は常に厳げん戒かい態勢が敷かれています。最深部までの鍵かぎは限られた人物しか持っておらず、変装して忍しのび込んでも潜入できません……堂々と突とつ入にゆうする以外手段がなく、もっと時間をかけなければ──」

「いや、時間をかければ帝てい国こくは生物兵器を分ぶん析せきし終える。そんな猶ゆう予よはない」

「ですが……」

「僕だってサボっていた訳ではないさ」

　クラウスは客室内に置かれたベッドを持ち上げた。

　ベッドの底には、大量の資料や身分証が縫ぬい付けられていた。一面を全て覆い尽つくすほどに。研究所に関かかわる人間の犯罪歴、家族関係、施し設せつ建設時の竣しゆん工こう図、繫つながりのある政治家、陸軍省の人事記録に、大蔵省からの予算管理の資料まで。

「これを一人で……？」

　赤髪の少女はまばたきをした。資料を手早く読み込むと、深くため息をついてどこか眩まぶしいものを見るようにクラウスを眺ながめた。

「さすがですね……熟練の働き、心強いです……」

「熟練……か。そうだな、僕は世界最強のスパイだから、これくらいは当然だが──」

　クラウスは言葉を区切った。一度天てん井じようを仰あおいで、目を閉じる。

「──もう少し、時間をくれないか？」

　赤髪の少女が再びまばたきをした。







　クラウスは夜の街に出た。

　不用意な外出だったが、足が動いていた。動機を尋ねられれば、なんとなくと答えるしかない。自身の行動を説明するのは得意ではない。

　心配風に吹ふかれている。おそらく、それが正しい説明だろうが。

（…………僕は完璧じゃない。アイツらに見せている程ほどな）

　今の自分があるのは、『焔』で叩たたき込まれた修行の成果だ。

『焔』入団当初は、今の少女たち以上に何も持たない少年だった。国を代表するスパイたちから直接技術を叩き込まれて、ようやく今の自分が出来上がった。過か酷こくな訓練の日々で失敗を繰り返し続けた。

　特にギードからの指導では、何度泥どろを飲んだだろう。

『戦闘は全然だな。俺に勝てる要素がねぇ』

　どれだけ挑いどんでも師し匠しようであるギードには届かなかった。

　殴なぐり掛かかっては投げ飛ばされて、全力の拳こぶしでさえあっさりカウンターで返される。

『〇・一秒遅おそい──何度やっても同じだ』

『あのな、たまには俺以外の奴から指導を受けろよ。交こう渉しようとか変装とか。戦闘なんてスパイの中心技術じゃねぇんだから』

『戦闘以外は感覚で習得した？　アホか。理論を学べ』

『いつかお前は教える側になる。その時、教え子を死なすことになんぞ』

『興味がない？……はぁ。分かった。お前の気が済むまで、殴ってやるよ』

　結局、クラウスは一度も勝てなかった。

　何百回闘たたかっても決して到とう達たつできなかった。

（〇・一秒が埋うまらなかった……『熟練』とは程遠い。僕だって未熟者の一人だ……）

　クラウスは公園に辿たどり着くと、噴ふん水すいのへりに腰こしを下ろした。

　夜の公園にはパーティ帰りの人間が行き交かっていた。顔を赤くして、この世の春を満まん喫きつするような顔で鼻歌を歌っている。首都のどこかではまだパーティが続いているのか、バイオリンの音が聞こえてきた。

　背後から聞こえてくる水の流れる音に耳を傾かたむけて、目を閉じる。

「ん、色男なの。お兄さん、どう？　一回お札三枚なの」

　目を開ける。

　身売りか。寂さみしげな独身男性と間ま違ちがわれたか。

　声がした方向を見ると、エルナが身体からだをくねくねと動かしていた。

「…………買わない」

「買ってくれないと『娼しよう婦ふのフリして情報交こう換かんするスパイ』プランが台無しなの」

「別プランを用意しろ」

　補導される悪手中の悪手だ。

　エルナは構わず、隣となりに腰かける。クラウスはせめて距きよ離りを置いて座ろうと、位置を横にずらしたが、エルナはぴったりと横についてきた。

「……たとえ偶ぐう然ぜん会った他人のフリをしようと、スパイ同士は極力、接せつ触しよくすべきではない。なんのために情報班に伝達係を任せたと思ってる」

　小声でそう伝えるが、エルナが離はなれる様子はなかった。

「伝達係では届けられないものを届けにきたの」

「何だ？」

「ラブコールなの」

　こいつは何を言っているんだ？

　そう主張したいが、彼女を傷つけかねないのでやめておく。

「不安、なの……？」エルナが心配そうな瞳を向けてくる。

　見み透すかしたような言葉だった。人形のような丸い瞳が潤うるんでいる。

　自身の心の揺ゆらぎを、彼女に見み抜ぬかれていたらしい。

　部下に胸中を打ち明けるのは気が乗らない。だが優やさしさを無下にするのも躊躇ためらわれる。

「心内を明かす前に…………僕の実じつ年ねん齢れいを明かしておこう」

「ん、気になるの」

「見ての通りだ」

「二十八なの！」

「…………二十歳はたちだ」

　大人びて見られるのは昔からだ。

　傷つかない。断じて。

「……思ってたより、ずっと若いの」とエルナが感かん嘆たんする。

『灯』の最年長が十八歳なので、部下とたった二歳しか変わらない。

「だから、年相応の不安くらいあるさ。他人の命を預かるのは初めてだ。自分の命なんて幾いく度どとなく懸かけてきたんだがな」

「…………」

「僕の未熟で部下を殺すかもしれない……そんな想像に怯おびえている……情けない話だ」

　こんな弱音、他ほかの少女には聞かせられない。自分でも呆あきれる。

　エルナは手をそっと、クラウスの手に重ねてきた。

「エルナは口下手だから……いいセリフは言えないの……」

　彼女の澄すんだ眼差しがクラウスを捉とらえていた。

「だから……不安が消えるまで、こうして手を握にぎっているの……」

　手を握るだけで落ち着くような年齢ではないが、彼女の真しん摯しな想おもいは手の温度で伝わった。

　僅わずかに気持ちが軽くなった気がする。

　それを伝えると、エルナは満足げに微笑ほほえみ、来た道を戻もどっていった。







　翌日の夜、クラウスがホテルで暗号文を作成していると、扉とびらがノックされた。時計を見れば、九時ジャスト。毎日律りち儀ぎに一分一秒ずらさずに到とう着ちやくする。盗聴対策のためレコードの音量をあげる。

　扉の外から、赤あか髪がみの少女の静淑な声が聞こえた。

「……ボス、ご注文されたワインをお届けに上がりました……」

　ペンを落としそうになった。

　大おお股またで扉に近づくと、少年に変装した赤髪の少女が安らかな表情を浮うかべていた。

　すぐに招き入れる。さっそくマスクを剝ぎ取る彼女に、クラウスは白い目を向けた。

「部屋の前で『ボス』と呼ぶな。なんのために酒屋に扮ふんしている」

「はっ。すみません、ボス……」

「いや、部屋の内でもボスと呼ぶな。先生という呼び名が嫌いやなら、クラウスでいい」

　赤髪の少女が目を伏ふせる。

「ですが、ボスはボスと呼びたいです……」

「頑がん固こな奴やつだな」

　ハッキリ主張されると、クラウスが折れるしかなかった。その呼び名を嫌きらうのは、自分の都合だ。

　定時報告を終える頃ころには、彼女は持前の静淑ぶりを取り戻していた。

「一つよろしいですか……？」

「なんだ？」

「作戦決行前日の夜……リリィさんから決起会を行いたいと打だ診しんが」

「…………」

　戯ざれ言ごとが聞こえた気がした。

　クラウスは眉み間けんをつねった。

「ボス？」

「いや、聞き間違いだろう。決起会、と聞こえたが？　もしかして潜入中のスパイが全員集まって食事をする気か？」

「そう言付かっております」

「否定してほしかった……」

　スパイが決起会など聞いたこともない。

　誰だれか一人でも尾び行こうされていたら、全員マークされる。

　一人がマークされても、他の人間が任務を遂すい行こうするために別々に活動しているのだ。集まってどうする。

「やめさせろ。前代未み聞もんだ」

「既すでにリリィさんが高級レストランをリストアップしていますが……」

「メンタルの図太さだけで生きている女だな」

「どうやら皆みなさまの疲ひ労ろうを気にかけているようでして……」

　なるほどと納なつ得とくする。

　自分とは違い、彼女たちはこれが初任務だ。憔しよう悴すいが目立つ頃だろう。

　赤髪の少女の声にも覇は気きがない。入室前に呼び名を間違える凡ぼんミスも犯おかしている。

「──わかった。では、情報機関の息がかかった店を教えよう。勝手に開かい催さいしてくれ。尾行の警けい戒かいを怠おこたるな」

　譲じよう歩ほすると、赤髪の少女が小さく首を横に振ふった。

「いえ、わたくし共だけでは万が一もあります……」

「じゃあ中止しろ」

「ボスが参加してくだされば解決します……」

「…………」

　まさかのボディガード扱あつかい。

　だが発言自体は正論だ。つまるところ、それが最善か。

「…………部下のケアも上司の仕事か」

　息を吐はいて顔を手で覆おおった。

「僕が店を押さえておく。内ない偵ていもやっておこう……」

　そう投げやりに言い渡わたすと、赤髪の少女は深々と頭を下げた。







　一いち概がいにスパイと言っても、その形態は幅はば広ひろく存在している。

　クラウスたちのように国家公務員のスパイから、他国に在住して情報を流す協力者、その都度報ほう酬しゆうを支し払はらい雇こ用ようする情報屋、あるいは、平時は他国の善良な市民として暮らし続ける潜せん伏ぷくスパイまで。

　決起会の場所に選んだのは、帝てい国こくに不信感を抱いだくオーナーのレストランだった。具体的なスパイ活動は行わないが、利用するクラウスたちの秘密を守り抜いてくれる。

　そのレストランの個室を予約する。

　尾行やオーナーの離り反はんがないことを確かめて、クラウスは遅おくれて入室した。食事会のためにここまで労力をかける必要があるのかは、甚はなはだ疑問だったが。

「お久しぶりですっ！」部屋に入ると、リリィが真っ先に反応して手を振ってくる。

「……リリィ、お前のふざけた提案を採用してやった僕に言うことは？」

「どういたしまして？」

　無言でデコピンをすると、リリィが「頭ず蓋がいがぁ！」と雄お叫たけびをあげた。

　クラウスは席に着き、改めて少女たちの顔を見る。直接顔を合わせるのは二週間ぶりだが、顔つきが引き締しまって見える。あどけなさが残るのは変わりないが。

　料理が運ばれると、決起会は盛り上がり始めた。

　喧けん騒そうの中心にいるのは、やはりリリィだった。

「いやぁ、リリィちゃん大活かつ躍やくですね。初任務でここまでミッションをこなせるとは！」

　調子のいい発言をして、案の定、他の少女から叩たたかれている。

　同じ実行班のメンバーから「お前は迷子になっただろうが！」「ボクに落とし物を捜さがさせたよねぇ？」と突つっ込まれている。凜りん然ぜんとした白はく髪はつと不ふ遜そんな蒼あお銀ぎん髪ぱつ。どうやら彼女の危あやうい部分も、他の少女がうまくサポートしているらしい。リリィがふざけて、他の少女が呆れる。最も早はや恒こう例れいとなったパターンで会話が弾はずんでいく。

　クラウスは、そのやり取りに加わらなかった。無言で料理を口に運び続ける。

　少女が集まるとこれほど姦かしましいのか、と眉まゆをひそめる。

　すると、一人の少女が近寄ってきた。

「せんせい」

　エルナだった。

　メインディッシュの子羊のステーキを切り分けると、一欠片かけらをフォークで刺さし、クラウスに差し出してくる。

「あーん、なの」

　少女たちが歓かん声せいをあげた。

「おぉ、積極的っす！」「やれ！　男を見せろ！」「中々、攻せめるわね……」

　頭が痛くなってきた。

　エルナには悪いが、差し出されたフォークを無視する。

「…………なんだ、この緊きん張ちよう感かんのなさは」クラウスは少女たちを睨にらみつけた。「お前たち、本当に状じよう況きようを理解しているのか……？」

　好みではないが、説教が必要な段階だ。

　自分たちはピクニックに来たのではない。何百万人の国民の危機を背負い、生きるか死ぬかの任務に向かうのだ。

　あまりに緩ゆるみすぎている。

　初めての𠮟しつ責せきだった。

「………………」

　少女たちが一いつ斉せいに黙だまり、水を打ったような静けさに包まれる。

　さすがに落ち込んだか。そう心配したが、どうやら違ちがったらしい。

　白髪の少女が凜然と睨み返してきた。

「緊張？　してるよ。当たり前だろ。あたしだって恐こわくない訳がない。自分の国から一歩外に出た瞬しゆん間かんから震ふるえを堪こらえているよ」

「じゃあ、なぜ？」

「でも、今日はアンタが一いつ緒しよにいるから」

　白髪の少女が唇くちびるを尖とがらせる。

「だから大だい丈じよう夫ぶかなって……あたし、アンタの強さだけは信しん頼らいしてるから」

　その言葉に同意するように、他の少女たちも頷うなずいた。

　それでも気を抜きすぎだ。そう言いたいが、言葉を吞のみ込んだ。

　なるほど。彼女たちに油断が見えたのは、自分がそばにいるからか。一か月敗北を繰くり返しているうちに自分を過か剰じよう評価し始めたのか。

　クラウスは白髪の少女に詰つめ寄った。

「な、なんだよ……？」白髪の少女が身構える、

「お前にやってやる」クラウスはエルナから奪うばったフォークを差しだす。「あーん、だ」

　白髪の少女が、一瞬で、ボッと赤くなった。

「なっ、ちょっ、バッ、いきなり、なにすんだよ！」

「この程度で動どう揺ようする奴が安心感を抱くな」

　クラウスは白髪の少女の額を弾はじくと、部屋は再び笑いで包まれた。白髪の少女が食べなかった肉を、今度はエルナに差し出すと、彼女は嬉うれしそうに食い付いた。よく分からないが、拍はく手しゆが沸わいた。

　幸い、決起会のムードは崩くずれなかった。すぐに騒そう々ぞうしさを取り戻す。

「そういえば、初めてですよね」途と中ちゆう、リリィが漏もらした。

「なにが？」

「先生を交えて食事って。普ふ段だんも一緒に食べればいいのに」

「……………………」

　正論だった。

　陽炎パレスでは、少女たちが自分たちで料理を作り、クラウスはクラウスで食しよく餌じを用意している。冷静に考えれば非効率だったが、それが自然だと思い込んでいた。

　食事は家族で食べるものだ。だがクラウスの家族は失われた。食事が一人なのは、不思議ではない。

　そう主張するのは無ぶ粋すいだろうか。

　クラウスは黙って席を立った。







　クラウスがお手洗いを済ませ個室に戻もどると、そこには予想外の光景が広がっていた。

　少女たちが全員、机に倒たおれ伏ふしていた。

　襲しゆう撃げきでも受けたか。様子を観察する。

　だが、彼女たちに近づくと、安らかな寝ね息いきに気がついた。ガスの形けい跡せきも注射の痕こん跡せきもない。料理に毒はなかった。単純に騒さわぎ疲つかれて寝てしまったらしい。

　少女たちは昼夜問わず奔ほん走そうしている。この一か月と二週間、休日らしい休日も設けていない。その疲れが仲間と集まった安心で噴ふき出したようだ。

（いや、いくら疲れているからって、こんな場所で居い眠ねむりする奴があるか）

　叩き起こすか──と手を伸のばして、やめる。

　せっかく寝ているのだ。無理に起こす必要もない。

　仮に襲撃があったら、自分が対処すればいい。

（これも上司の役目……とさすがに自分に言い聞かせすぎか）

　クラウスは食後のコーヒーを運んできたウエイトレスに対し、金を上乗せするから部屋をこのまま貸し切らせてくれと頼たのんだ。『灯』の予算を使うのも躊躇ためらわれ、クラウスが自腹を切る。ウエイトレスは温かい光景でも見るように微笑ほほえんで了りよう承しようしてくれた。

（まったく……僕の不安も知らないで……）

　少女たちの寝顔を見て、息をつく。

『寝顔を見せられるってのはね、信頼の証あかしなのよ』

　脳のう裏りに言葉が過よぎる。

　かつてのボスの言葉だった。

『だから、自分に寝顔を見せてくれた人はね、守り通さなくてはならないわ』

　クラウスがまだ幼い頃ころ、陽炎パレスの広間でうたた寝をしたことがある。度たび重なる訓練で疲れ切っていたのだ。目を開けると、ボスや『焔』のメンバーがクスクスと笑えみを洩もらしていた。

『いや、ボス……俺たちの仕事は、寝顔を見せた敵の隙すきをつくことなんだが』

『ギード。子供の前で、そんな物ぶつ騒そうな発言はいけないわ』

『子供じゃねぇよ、ボス』ギードはクラウスの背中を強く叩いた。『こいつは天才だ。育てれば、俺たちの誰だれよりも優ゆう秀しゆうなスパイになれる男さ』

『まだ子供よ、お昼寝しちゃう可愛かわいい子』

　クラウスは虚きよ勢せいを張って反論した。『僕は……子供じゃない』

　あどけなさの残る少年が強がったからだろう。

　ボスが噴き出して、周囲にいたメンバーもつられて笑い出した。ギードが『生意気言うんじゃねぇ』と頭を叩く。ボスが『暴力は反対よ』と主張して、ギードが『スパイが何言ってるんですか』と反論する。クラウスはそのやり取りが心ここ地ちよく、目を細める。

　回想に耽ふけっていたところで、ふと気がついた。

（…………？　なぜ僕はこいつらを見て、『焔』を思い出しているんだ？）

　似ても似つかない集団だ。

　一流のスパイチームと急造で未熟なスパイチーム。

　宝石と石ころ程ほどかけ離はなれている。

（だが……とにかく、決意が固まった気がする）

　クラウスは他ほかの少女を見回した。全員が心地よさそうに寝息を立て、リリィに至ってはよだれをテーブルクロスに広げている。

　守り通さなくてはならない。

　たとえ世話のかかる奴やつらであっても。

　彼女たちが自分を信頼するならば、自分もまた自身の決断を信頼しよう──。




　　　　◇◇◇




　リリィは、はっ、と目を覚ました。

　頰ほおが水で濡ぬれている。誰かのイタズラかもしれない。眠りこけているうちにやられたか。復ふく讐しゆうしなくては。

　寝ぼけている頭を振ふって、ぼんやりと意識を覚かく醒せいさせる。すると今自身が置かれている状況を認にん識しきした。レストラン、料理がなくなったテーブル、眠っている仲間たち、どうやら決起会の途中で熟じゆく睡すいしてしまったらしい。

「はっ！　大変ですっ！」

　リリィは飛び跳はねるように立ち上がった。

　記き憶おくにあったのは、緊張感のなさを指し摘てきしたクラウスの不ふ機き嫌げん顔。珍めずらしい説教直後にこの失態は酷ひどすぎる。

　慌あわてて熟睡している少女たちの背中を叩たたいていく。

「みんな、起きてください！　早く起きないと、先生が鼻にオリーブオイルを流し込んでいきますよ！」

「誰が流すか」

　個室の隅すみでコーヒーを飲んでいるクラウスが呆あきれ顔を見せる。

　リリィに起こされて、他の少女たちも起き始める。彼女たちもまた、クラウスに𠮟責されるのではないか、と恐おそれ始めた。気を引き締しめなくてはと決心したが、睡すい魔まには勝てなかった。

　だが大方の少女の予想とは違い──クラウスは穏おだやかな表情を浮かべていた。

　しかも、かつてないほど。限りなく僅わずかにではあるが、頰が緩んでいる。

「計画を変へん更こうする。当初はお前たちが東から潜せん入にゆうし、僕が西から潜入する予定だったが、入れ替かえよう。各おの々おの準備しておけ」

　クラウスが腰をあげて、退室し始める。少女たちが起きるまで待っていたらしい。

　思わぬ態度に少女たちが疑問を抱いだいていると、クラウスはふと足を止めた。

「それから…………」

　これまた珍しく躊躇いをみせた。

「…………見ての通りだ」

「なんです？」

「やはり伝わらないか」

　残念そうに眉まゆをひそめた。

　言葉を一語一語検けん索さくするようにたっぷり黙り込んで、口を開いた。

「授業も指示もできないボスによくついてきてくれた……ありがとう」

　そう言い残して、クラウスは足早に個室から出ていった。

　少女たちはしばらく出来事を受け止められないまま、微び動どうだにしなかった。互たがいに目配せをして、頷き合い、なんとかして現実であったと信じ込む。

　お礼を言った。あのマイペース男が、自分たちに。

　クラウスの意図は分からない。ただの気まぐれかもしれない。

　ただ後に少女たちは振り返る。

　もしかしたら、この時にチームは一つになったかも、と。
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　作戦決行の日がやってくる。

　生物兵器奪だつ還かん作戦、『焔』が成し遂とげられなかった不可能任務。

　決行は深夜。闇やみが最も深くなる新月の日。

　少女たちは各々の宿しゆく泊はく施し設せつを抜ぬけ出すと、闇を駆かけて集合場所に辿たどり着いた。首都を見下ろす崖がけの上。見晴らしのいい丘おかに準備を整えたメンバーが集合した。

　国内に潜せん伏ぷくする学生服でもなく、敵国内に潜伏する用の観光客の装よそおいでもない。

　機動性と隠おん密みつ性を重視した黒を基調とする専用の服。彼女たちが全力を発揮するための装いだ。

　視界の先には潜入先の研究施設がある。

　改めて潜入の難易度が思い知らされた。

　並ぶ五階建ての棟むね。敷しき地ち内に入れるのは、許可された一部の人間のみ。それも夕刻を過ぎれば追い出される。夜間は無数の軍人が警備に当たっている。潜入ルートは監かん視しの目をかいくぐって二十メートルの壁をよじ登るか、正面の一本道から堂々と突とつ入にゆうしなければならない。

　生物兵器のサンプルを奪う。最悪のウイルス兵器『奈落人形』──。

『灯』のメンバーはその施設を強く睨にらみつけた。

「計画に変更はない。二つのルートから潜入する。僕とお前たちは別行動だ」

　クラウスはスーツ姿のままだった。しかし、髪かみ型がたを大きく変えている。肩まで伸びた髪を後方で縛しばって、額を大きく露ろ出しゆつさせていた。雑ざつ踏とうに溶とけ込む地味な風ふう貌ぼうではなく、気合い十分のルックスだ。

「研究所には軍人や工作員も常じよう駐ちゆうしている──欺あざむき倒たおせ。阻はばむもの全すべて」

　少女たちは頷うなずいた。

　一つ一つのやり取りに緊きん張ちようが張り詰つめていた。

　これまでの諜ちよう報ほう活動は、所しよ詮せん、潜入のための前準備に過ぎない。多少の危険があろうと、これから行うミッションに比べればお遊びの範はん囲い。

　今からは一挙手一投足が命取りになる。

「では、行こう」クラウスが右手を高々と上げた。「全員で生きて帰ろう」

　指をぱちんと鳴らした。

　その合図と共に、少女たちは闇に溶け込んでいった。
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　任務開始時に、少女たちはぐるりと円になった。

　七人の少女が拳こぶしを構えて、互いに互いを睨み合う。

　リリィが掛かけ声を発した。

「荷物持ち決定せーん！」

「「「「「「いえーい！」」」」」」

「多い勝ちじゃんけん、ワン、ツー、ポン！」

　少女たちは一いつ斉せいにパーを出した──唯ゆい一いつ、グーを出した白はく髪はつの少女を除いて。

　次の瞬しゆん間かん、白髪の少女はリリィに飛び掛かって、胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「リリィいいい？　お前、グーに揃そろえるって言ったよなああああぁっ？」

「えー？　そんな情報流しましたっけぇ？」

　決め事をする場合、このじゃんけんが原則。毎度情報戦が繰くり広げられて、血で血を洗う苛か烈れつな戦いとなる。

　リリィはそ知らぬ顔を通して、結局、一番大きな荷物は白髪の少女が負担した。彼女は巨きよ大だいなリュックを背負って、潜入調査に挑いどむ羽目になる。少女の中でもっとも怪かい力りきが彼女なので、妥だ当とうな結果だった。

　白髪の少女がリュックの重量に、うげ、と呻うめいたところで、少女たちは進行した。

　研究所周辺は、外部の侵しん入にゆう者を威い嚇かくするように照明が焚たかれている。彼女たちはその照明をかいくぐって、潜入しなければならない。

　周囲を取り囲むのは、高さ二十メートルの壁かべだった。

「一度に七人は多いですね……」

　一人の少女の提案を受けて、運動神経のよい二人が壁の上部にワイヤーを引っかけて登る。彼女たちが見張りの有う無むを確認して、次の二人が壁の中腹に待機。最後に、重荷を背負った白髪の少女を含ふくむ三人が壁を越こえた。

　壁に設置された警報装置は、事前の工作で解除されている。

　七人が降り立ったのは巨大倉庫の裏。貯蔵用タンク置き場だ。身長の数倍もあるタンクが数十近く並び、配管が張り巡めぐらされている。研究用のガスや石油が入っているらしい。彼女たちはそのタンクに身を潜ひそめて、各々がそっと武器を構えた。

　ここは完全に敵地だ。

　見つかれば、誤魔化しは利きかない。

　事前につかんだ情報では、侵入者は即そく射殺。

「……次の時刻に見回りに来る軍人が鍵かぎを持っている。速すみやかに奪うばうわよ」

　黒髪の少女が囁ささやいた。

　他の少女たちが同時に息を吞のむ。事前に入手できなかった鍵は、任務中に奪うしかない。帝てい国こくのセキュリティでは、事前に入手できる方が稀まれなのだが。

　リリィはナイフか自動式拳けん銃じゆうで迷って、ナイフを選んだ。刃は先さきにそっと毒をつける。

　そこで、隣となりで息を潜める少女の汗あせに気が付いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」とリリィが彼女の背中を撫なでた。

「正直恐こわいっす……」茶髪の少女は気弱に顔を歪ゆがめた。「嫌いやな予感が消えてくれないんすよ……自分たち、決定的な思い違ちがいをしているんじゃないかって……」

「ストップ」蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女が不ふ遜そんな声で遮さえぎった。「さすがに、今それ言うのは違う」

　賢けん明めいな判断だったが、手て遅おくれだった。

　クラウスの指示ならば大丈夫──そう盲もう信しんしてきた事実が、少女たちの間で揺ゆらいだ。初任務の彼女たちにとっては、一流の彼の言葉こそが心の支えだった。

　疑ってはならない。だが、どうしても頭に過よぎる。

　もしクラウスの予想を上回る敵がいたら？

　もし彼でさえも見抜けない策が敵にあったら？

　彼が所属していた『焔』でさえも、生物兵器の奪還任務中に壊かい滅めつした。果たして自分たちに勝機があるのか。

　一度生まれた怯おびえは、ウイルス感かん染せんのように少女全員に広まっていく。

「──心配ありませんよ」

　その重い空気に吞まれる前にリリィが言った。

「トラブルがあったら皆みんなで計画を練りましょう。ずっと、やってきたみたいに」

　彼女の言葉で、少女たちに生まれた恐きよう怖ふがふっと薄うすくなる。

　その事実に誰だれかがリリィを茶化そうとした時、足音が響ひびいてきた。

　予定通り、見張りの軍人が来たのだ。

　黒髪の少女が目で合図を出して、三人の少女がタンクの陰かげから飛び出した。見張りの軍人は一人だけ。彼の背後に近寄ると拘こう束そく具を取り出し、彼の口に取り付けた。

　パニックになった軍人を左右から挟はさみ込み、二人の少女が縛り付ける。力の差は関節技わざを決めて補い、見張りの一人を無力化する。

　見張りの服のポケットには、鍵があった。

　少女たちは口元を歪めてみせる。

「さぁ尋じん問もんしましょうか」黒髪の少女が優ゆう艶えんに宣言した。「まずは安全な場所に──」

　少女たちが軍人の身体からだを持ち上げた時だった。

「危険なのっ！」

　悲鳴が響いた。

　少女たちは反射的に軍人の身体から飛びのいた。

　風が通り過ぎたように感じられた。

　その存在は目で追えないスピードで軍人の身体を摑みあげると、あっという間に少女たちから奪還した。音もなく、気配もない。軍人の身体が浮ういて、流されるように消えていった。

　遅おくれて視線を向けた先には、長身の男が立っていた。

　四し肢しの長い、まるで虫のような男だ。紺こん色いろのジャケットを羽織る男は、この場に似つかわしくない軽けい薄はくな外見の男だった。歳としは三十代にも見えるが、二十代と言われても信じてしまえる。明るい色の髪は若々しく見えるが、顔の髭ひげは中年めいて見える。とにかく軽薄な印象が目立つ。

　男は救出したばかりの軍人を地面に投げ捨てた。

「──おかしいな。バカ弟で子しは西からのルートだったはずだが」

　どこか残念そうな笑えみを浮かべる。

「直前に変えたな？　まぁ、誤差か。ここのガキ全員人ひと質じちに取れば、それで終しまいだ」

　リリィはその男を知っていた。

　彼の人相をクラウスから聞いていた。

「アナタは──」

　掠かすれる声で口にした。




「──ギードさん？」




　クラウスの師し匠しようであり、全滅したとされる『焔』の一員。

　本来ならば──生きているはずがない。

　敵国の敷地にいていい存在ではない。

「あー？」ギードが頭の後ろを搔かいた。「どうしてオレの名前を知ってやがる？」

「先生が、一度語ってくれました……」

「なるほど、思い出話ね。いいさ。情報が漏もれているのは、オレだけじゃないんだから」

　彼のねっとりした視線が、リリィの肌はだに纏まとわりつく。

　情報が漏れている──。

　心臓の鼓こ動どうが高鳴る。全身から噴ふき出すように汗が出てきた。

「どうしてわたしたちの潜せん入にゆうルートがバレて……」

「察しがわりぃな。オレは『焔』のメンバー、つまり陽炎パレスの元入居者なんだぜ？」

　ギードが怪あやしく口の端はしを歪めた。

「──陽炎パレスには盗とう聴ちよう器きが仕し込こんである」

　その言葉で、少女たちは全てを確信する。

　どうして伝説のスパイチーム『焔』が壊滅したのか。

　どうしてクラウス不在時に、その悲劇が行われたのか。




　全部は、クラウスの師匠──ギードの裏切り。




　それと同時に、自分が直面している危機も理解した。

　クラウスが一度語った情報が正しいならば──。

「お前たちの計画は大方把は握あくしてんのさ。ようこそ、ここが地じ獄ごくだ」

　ギードは腰こしから球状の物を取り出すと、少女たちに向かって投じた。




　　　　◇◇◇




　その爆ばく発はつ音は、施し設せつを駆かけるクラウスの耳にも届いていた。

　研究所の西から聞こえてくる。少女たちが潜入するルートの方角だ。誰かに見つかって戦せん闘とうが始まったようだ。

　鈍にぶく響き渡わたる、長く耳に残る爆発音。

（師匠がよく使った爆ばく弾だんに似ているな……）

　爆弾にも種類があるように爆発音にも種類がある。僅わずかな違いであろうとクラウスは聞き分けることができた。

　今響いた音は、ある男を想起させる。

　現状ではまだ確たる証しよう拠こはないが、ふと脳のう裏りに浮かび上がってくる。




『焔』が全滅した日、疑ぎ惑わくが残る遺体があった。




　クラウスの師匠──ギード。

　彼らしき遺体は発見された。が、損傷が酷ひどく、本人かどうか断言できなかった。

『焔』の最強の戦闘屋。

　戦闘技術ではクラウスをも凌しのぐ、本物の化物だ──。








４章　噓と奪還









　研究所西の倉庫横、ガスタンク保管場所──。

　ギードが放った爆弾は大した威い力りよくではなかった。少女の横に並ぶガスタンクのせいで、強力な火器は用いなかったのだろう。

　しかし、その爆風はリリィの身体を痺しびれさせる。ぐっと堪こらえて配管の隙すき間まを縫ぬうように逃にげた。貯水槽そうの陰かげに隠かくれる。

　爆弾の目的は音かもしれないとリリィは冷静に分ぶん析せきする。他ほかの人間に戦闘が始まった事実を知らせる信号。誰に対してかは分からないが。

　タンクの隙間は、配管がまるで大木の枝のように縦じゆう横おう無む尽じんに延びていた。まるで森。他の仲間もこの配管のそばにうまく隠れた。

　ギードはタンクから離はなれた場所で待機し、追って来ない。

「どうするよ？」どこかから白はく髪はつの少女の凜りん然ぜんとした声が聞こえてきた。「敵がこの場所に来たら、銃や手りゅう弾はマズいよな？」

　蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女が不遜に答える。「当然。タンクの強度が分からない。中身がガソリンや可燃性ガスなら全員爆死する可能性がある」

「じゃあ、ナイフで闘たたかうか、逃げるか、だが──」

「両方とも難易度やばいよね……先生の先生なんでしょ？　あのチャラ男」

　さっきの一いつ瞬しゆんで、彼が卓たく越えつしたスパイとは誰もが感じられた。闘って勝てる未来が見えない。しかも接近戦で。

　リリィはどう答えれば良いか分からず、口を噤つぐんでいた。

　根こん拠きよのない励はげましは得意ではあるが、具体的な策の提案は管かん轄かつ外だ。

　貯水槽の向こうから静せい淑しゆくな声が聞こえてきた。赤あか髪がみの少女。

「逃げれば一人一人、捕つかまってしまう…………全員で闘うのが最善ですね……」

　反論はなかった。

　全員が覚かく悟ごを決めた。

　闇やみ雲くもに逃げればメンバーの誰かは生き残れるかもしれないが、全員の脱だつ出しゆつは望めない。甘いと言われても、誰かを切り捨てる気は毛頭なかった。

　ギードもまた少女たちの意図を察したようだ。

「七対一か」

　どこか高こう揚ようした笑みを見せた。

「一人一人、捻ねじ伏ふせてやるよ。三分後には全員屈くつ服ぷくだろうさ」

　三分。

　最悪五分も保もたない、と予想していたリリィは、それが甘い想定と知る。

　ギードは背中に手を回すと、そこから一本の抜ぬき身の刀を取り出した。スパイが持つには似つかわしくない武器が彼の得え物ものらしい。

　少女の誰かが唾つばを飲み込む音が聞こえてきた。

　彼が腰を落として、身構える。

　少女たちが潜ひそむガスタンク群から、ギードまでの距きよ離りは十二メートル。彼の運動能力ならば一瞬。

　数秒の静せい寂じやく。

　合図は、響き渡る口笛だった。

　少女たちは一いつ斉せいに潜せん伏ぷく場所から姿を現すと、各おの々おのの拳けん銃じゆうを発はつ砲ぽうした。

「近づけさせないで！」黒髪の少女が叫さけんだ。「配管まで近づかれたら銃が使えない！」

　七つの銃が一人の男に向けて、容よう赦しやなく放たれる。躊ちゆう躇ちよはなかった。ここで手を抜けば、殺されるのは自分自身なのだ。

　常人ならハチの巣となって即そく死しの銃じゆう撃げき。

　ここで仕留められたら、どれほど楽か。

　ギードはジグザグに走り、時に手にした刀で弾はじいて銃じゆう弾だんに対処していく。怯おびえる様子など見せず、口元には笑みさえあった。

　瞬またたく間まにギードは配管が巡めぐる場所まで到とう達たつして、少女たちは射撃を断念する。ここからは火器は使えない。

　七人の少女は同時に跳んだ。配管にワイヤーを引っかけて移動し、闇やみに身を潜める。幸い、ここはタンクと配管の森だ。隠れる場所ならば事欠かない。

　ギードは他の少女には目もくれず、リリィを追いかけてきた。

　ライオンに追いかけられるウサギの気分だ。彼女は配管の上を全力で走ったが、ギードはそれを上回る速度で追ってくる。

　追い付かれる──。

　そう感じた瞬間、リリィの耳に口笛が聞こえてきた。

　罠わなの合図。

　その口笛を聞いて、きっかり二秒後、リリィは大きく跳ちよう躍やくした。

「悪いですが！」リリィは叫んだ。「格上とのバトルは日常茶さ飯はん事じなんですよっ！」

　計画の練り直しも、即そく座ざの判断でのコンビネーションも、全すべて鍛きたえ続けてきた──。

　空中で前方に半回転して、リリィは後方を見る。

　ギードは刀を握にぎりながら、リリィを追いかけ、そして、停止した。

　彼の右足には無数のワイヤーが絡からみついている。

　誰だれかが仕し掛かけたのだろう。

　──ブービートラップ。

　着地して空を見上げれば、蒼銀髪の少女が中指を立てている。

　その場を動けないギードに向かって、他の少女たちがナイフを投げた。灰はい桃もも髪がみの少女がスタンガンを構えて背後から突とつ撃げきしている。

　完かん璧ぺきな連れん携けいで追い詰つめる。右足を固定された状態で、上下左右容赦なく襲おそい掛かかるナイフを避さけられるはずがない。

「──てめぇら、頭悪いのか？」

　冷れい笑しようが聞こえた。

　リリィはその光景を見て、啞あ然ぜんとする。

　刹せつ那なだった。

　ギードの右足を搦からめとっていたワイヤーが突然裂さけて、彼の右足は飛び掛かった少女の腹に突つき刺ささった。彼は少女を蹴けり、ナイフの攻こう撃げきもあっさりかわした。

「そのトラップをどこの国で学んだ？」

　ギードは右足を大きく振ふるって、少女の身体からだをガスタンクに叩たたきつける。灰桃髪の少女は、言葉にならない呻うめき声をあげて地面に倒たおれた。

「オレに共和国の技術は通じない」

　冷れい徹てつな声が響ひびいた。

　叩きつけられた少女はギードの足元に横たわったまま、起き上がらない。

「残り６人」

　少女たちはその光景を正しく認にん識しきする。

　純真無む邪じや気きなムードメーカーの灰桃髪の少女──アネットが脱落した。




　　　　◇◇◇




　ガルガド帝てい国こくは、エンディ研究所に数名の工作員を配置していた。

　生物兵器を考こう慮りよすれば、より多くの人を投入したい拠きよ点てんだが、世界各国に敵を作っている帝国には人的余よ裕ゆうがない。そもそも施設の守衛は情報機関の領分ではない。研究所を守るのは専もつぱら陸軍の役目だった。

　帝国のスパイにとって、ディン共和国は既すでに終わった国だ。

　危険視すべき『焔ほむら』は壊かい滅めつした。スパイの協力者リストも手に入れてある。警けい戒かい対象は『焔』の生き残りのみ。研究所で彼を待ち構えて、大量の軍人と共に罠に嵌はめればいい。後は国ごと手中に収められる。

　ガルガド帝国の工作員──イヴは研究所の管理棟とうで欠伸あくびをした。

「ねぇー、共和国の連中ってもう全員死んだかなぁ？」

　イヴは二十代半ばの女性工作員だ。茶髪で、髪も短く、まるで少女のような外見。帝国の情報機関では主に防ぼう諜ちよう──いわゆる秘密警察として、敵スパイの発見を担う。

　通信室には、彼女の他に軍人が待機していた。イヴの吞のん気きな姿勢に顔をしかめているが、彼女は笑って無視した。どんな国でも軍人は規律に縛しばられがちだ。飴あめを舐なめながら通信を待つ彼女に腹を立てているのだろう。

　しかし、軍人はぐっと言葉を堪えている。

　軍と情報機関の間に、明確な上下関係はない。帝国の情報機関は、陸軍省とは完全に独立した組織だ。だが、情報機関が陸軍省のスキャンダルの情報を握るにつれて、気づけば工作員側は必要とあれば、軍にいくらでも命令できる優ゆう劣れつ関係が出来上がっていた。

「『蒼あお蝿ばえ』が西倉庫付近でスパイと接せつ触しよくしている模様です」

　一人の青年軍人がはきはきと答えた。

「別部隊もまた東門付近で、敵スパイの痕こん跡せきを見つけたと連れん絡らくが入っています。現在追跡中です」

「ふぅん。じゃあ事前に手にした情報通りだね」

　イヴは椅い子すに座り直し、机に脚あしを乗せた。

　周囲の軍人は眉まゆをひそめる。

「あの……質問よろしいでしょうか？」青年が声をかけた。

「ん？」

「ディン共和国の鼠ねずみにはどんな勝算があるとお考えですか？」

　イヴは、んー、と唸うなった。

「ないんじゃない？」

「さすがに、そんなはずは……」

　イヴは小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。

「ギード……いや、今は『蒼蝿』か。アイツが帝国に寝ね返がえった時点で、ディン共和国のスパイの全情報は流出している。敵の方法も強みも弱点も、もちろん今回の計画もね」

「なら、問題なく対処できると……？」

「彼さ、元の住居に盗とう聴ちよう器きを設置したんだよ。敵は盗聴器に気づかず、そこで生活を送った。だから今回潜せん入にゆうするスパイの情報もとっくに把は握あくできたわけ。敵は泳がされているとも知らずに、偽にせ情報を摑んでここへやってきた」

　イヴはぱちんと指を鳴らした。

「ワタシたちは飛び込んだ羽虫を殺すだけよ」

　彼らが逃にげ込むであろう場所には、軍人や罠を設置している。待っているのは破滅だ。

　青年は尚なおも納なつ得とくできないのか、言葉を続けた。

「ですが、『蒼蝿』さんは、一人警戒すべき男がいると」

「敵のボスのこと？　あー、でも問題ない。そいつ、『蒼蝿』の弟で子しなんだって」

「弟子……？」

「訓練で何百と闘った。けどね、たった一度も『蒼蝿』は負けなかった。今回はアイツに任せる限り間ま違ちがいないの」

　それは、『蒼蝿』が断言している。

　敵は『蒼蝿』が幼少期から育てた相手だ。戦い方も全て把握済みだ。

「そもそも今回の計画は、その男を確実に殺すために仕組んだのよ。全部、彼らはワタシたちの手のひらの上で踊おどっていただけ。これから始まるのは一方的な虐ぎやく殺さつよ」

　青年は話を聞いて、深いため息をついた。

「もはや哀あわれに思えてきますね」

「うーん、説明してて、確かに可哀かわい想そうに思えてきたわ」

　イヴは名案を思い付いた。

「ワタシが直接出ようかな、自ら始末してやるわ」

　周囲の軍人が慌あわてふためきだす。

「いえ、アナタにはここで待機してもらわないと」

「あ？　なに、その顔？　逆らう気？」

「ですが……」

「はぁ？」

　イヴは軍人たちをきつく睨にらみつけた。

　女に舐められて我が慢まんできなかったらしい。青年が意を決したように一歩前に出た。

「お言葉ですが、この研究所は我々軍人が警備しております。誘さそい込んだスパイと戦せん闘とうするだけならば、我々の方が──」

　彼はその言葉を言い終えられなかった。

　彼の太い首に糸が巻き付けられていた。糸はきつく彼の首を絞しめあげる。彼はカエルの鳴き声に似た惨みじめな声をあげる。

　糸は、イヴの指先に繫つながっていた。

　イヴは糸に力を込こめて、もがき苦しむ軍人を見下す。

「戦闘が……なに？」

　イヴよりもずっと体格の大きな男は、白目を剝むいている。

　彼女はその青年の頭を蹴った。

「あのさぁ、アナタが軍のどう偉えらい人か知らないけど、とっくに軍人の時代じゃないの。兵器で虐殺しかできない猿さるの時代は終わり。テクノロジーが進歩した時代には、戦争はリスクもコストも高すぎて無む駄だだらけなの。分かる？」

　だからスパイが暗あん躍やくする。

　ミサイルも戦闘機も用いずに、敵国を支配できる人間が重宝される。

　それを教え込むようにイヴは青年を蹴り続ける。

「その鍛えただけの身体に、なんの意味があんの？　敵が正面から闘たたかってくれるとでも？　暗殺。謀ぼう殺さつ。毒殺。それを防ぐ頭脳がなければ、新しい世界じゃ生きていけないわよ？」

　軍人の意識が途と切ぎれそうになった瞬間、イヴは糸を緩ゆるめた。

「さ、じゃあ、スパイ共を殺しに行こうかな」

　青年は息を整えて、その後で、イヴを止めに入る。

「ま、待ってください。敵もまた一流のスパイでは──」

「関係ない、関係ない。ワタシね、暗がりの奇き襲しゆうでは絶対負けないの。秘密警察としてこの糸で何十人も敵国のスパイを殺してきたわ」

　イヴは糸が絡みつく手のひらを突きつける。

「『蒼蝿』には生首でも届けてやるわよ」

　そう笑った時、通信室に連絡が届いた。侵しん入にゆう者が研究室のある棟むねに到とう達たつしたらしい。

　ちょうどいい。自分が暗殺してやろう。

　軽けい薄はくな態度を見せているが、イヴに油断はなかった。拳けん銃じゆうを握りしめ、物音がすれば、動ける準備を整えていた。足音を殺して進み、敵の気配を確認した。

　研究施し設せつは無機質な空間となっている。最さい先せん端たんのリノリウムの床ゆかは、衛生的である半面、足音が響きにくい。

　イヴはそっと糸を投げて、自身の支配圏けんを広げていった。当然糸の音はしない。照明は乏とぼしく張られる糸は視認が不可能だ。

　後は蜘く蛛もの巣すにかかる蝶ちようを待てばいい。

　指先に軽く振しん動どうが伝わる。

（捕とらえた……この重さからして、成人男性か）

　糸を手た繰ぐって、縛り上げる。

　やはり大した敵ではなかった。

　イヴはほくそ笑えんで、獲え物ものを銃殺しようと糸を辿たどっていき──

「あぺ」

　と喉のどから奇き妙みような声を漏もらした。

　いつの間にか背後に男が潜ひそんでいた。

　男は煩わずらわしそうにナイフについた血を拭ぬぐう。

　イヴは、何が起きたのかも分からない。熱を感じて喉に触ふれる。大量の血があふれ出ていた。喉を切られたのだ。

「なんだ、雑魚ざこか」

　男は呟つぶやいた。どこか気だるげに。

　その光景が信じられなかった。イヴは確かに誰だれかを捕つかまえたはずなのだ。

　彼女が張った糸が一いつ瞬しゆんで切られて、逆に襲おそわれたらしい。

「帝国も人手不足と見えるな。こんな奴やつしか見張りに置けないなんて」

　男はイヴの身体からだが倒たおれる前に抱だきかかえると、服を漁あさった。得るものがないと見破られると、床に投げ捨てられる。

「お前程度に関かかわっている暇ひまはない。少し忙いそがしいんだ」

　男はイヴにトドメを刺ささなかった。

　まるで興味をなくしたように駆かけだして、やがて視界から消えていった。




　　　　◇◇◇




「残り６人」

　ギードの声が、夜の研究施設に冷たく響ひびいた。

「アネットちゃんっ……」

　リリィの中で仮説が確信に変わる。

　噓うそではない。ギードの戦闘技術はクラウス級だ。最悪、それ以上かもしれない。

　罠わなを解除した彼の身体捌さばきは、どこかクラウスとも似通っていた。彼は間違いなくクラウスの師し匠しようだ。

　リリィは身を潜める。心臓がぐっと縮まる感覚に襲われていた。

　この一か月間挑いどみ続けても勝てなかった相手と同等以上の敵。しかも、既に一人欠けている。

　リリィは、横たわる灰はい桃もも髪がみの少女に目を凝こらした。

　ギードの激しい一いち撃げきを受けた彼女の胸は微かすかに上下している。呼吸があった。

「まだ生きて──」

「殺すのは二流だ」

　ギードの足元に、じゃらりと鎖くさりが落ちた。

　拘こう束そく具だ。ギードはそれを灰桃髪の少女の四し肢しに取り付けて声をあげた。

「出てきな。十秒以内だ。過ぎれば一秒毎ごとにコイツの指をへし折っていく」

　リリィは固く歯を食いしばった。

　スパイの世界で人ひと質じちは姑こ息そくではない──いや、姑息の概がい念ねんがない。

　騙だまし討うちが基本スタイル。迷わず人質を取る判断は、さすがとも感じる。

　時間が流れて、リリィの頰ほおを汗あせが伝う。

　彼女は、物もの陰かげに身を潜めている仲間と視線を合わせた。

「先生は、今ここにはいません……」

　リリィが視線を飛ばした。

「わたしたちで助けましょう。他ほかにありません」

　覚かく悟ごを決める。

　リリィはそっと配管の陰かげから姿を現して、正面から強敵と向き合った。

「判断早いじゃねぇか」ギードが感心したように息を漏らした。

「よく褒ほめられますよ」

　逆に言えば、他ほかに褒められないが──今は忘れておく。

　背後から、黒髪の少女の囁ささやきが聞こえてきた。

　──リリィが時間を稼かせいでいるうちに作戦を整えましょう。

　リリィは肩かたを回して、リラックスしている演技を見せる。

　どうやら自分はここでギードの意識を引き付ける役割らしい。上等だ。

「だが、ミスだな」

　相手も勝負を急がなかった。

「てめぇらは仲間を見捨てて、逃げるべきだった。捕まえられた人間はさっさと自死するべきだった。この世界は、仲良しごっこじゃ生き残れねぇぞ？」

「あいにく『人質は、傷ついた白鳥に似ている』としか教わっていないので」

「……オレはもっと丁てい寧ねいに教えたけどなぁ」

　ギードが首の後ろを撫なでた。

　リリィは拳こぶしを握にぎりしめて、敵を見み据すえた。

「全員で生き残るって決めたんですよ」

　仲間を置いて逃とう走そう──なんて選ぶはずがない。

「先生と、わたしみたいな美少女が七人いて『灯ともしび』なんです。虹にじだって七色、大罪だって七つ。七が完かん璧ぺきなんです。色しき欲よく担当のティアちゃん、憤ふん怒ぬ担当のジビアちゃん、強ごう欲よく担当のわたし……って大罪の配分的に」

　暗がりから「誰が憤怒じゃ」と白はく髪はつの少女のツッコミが入った。

　こんな時でも凜りん然ぜんとしている。

　それが心強くて、リリィはくしゃっと表情を和やわらげた。

「八人でも六人でも気持ちが悪い。わたしたちは、七人一いつ緒しよに先生と帰るんですよ」

「それが甘いって言ってんだよ」

　雑談はそれで終わりらしい。ギードは刀を逆手に握り替かえると、刃は先さきを人質に向けた。拘束された灰桃髪の少女が呻うめき声をあげた。

「かかってこい」

　──このまま引き延ばすだけなら、人質を殺す。

　言外にそう伝えていた。

「アナタが先生クラスの実力なら──」

　他の少女に目配せをした。

「──今、ここで先生を超こえてやりますよ」

　この一か月でずっとやってきたこと。

　圧あつ倒とう的な強者に対して、弱者が連れん携けいして立ち向かう。

　その成果を見せる時だ、と胸に刻む。

　一度も達成できていないけれど、その方法を知っている。

　──欺あざむき倒せ。

　何重にも噓を張り巡めぐらせて、０を１にも、１を５にも誤ご認にんさせて、隙すきをつけ。

　リリィのそばに赤髪の少女が歩み寄ってきて、そっと計画を耳打ちしてきた。リリィは同意代わりにウィンクをする。

　少女の誰かが爆ばく弾だんをギードに投じて、それが開戦の合図になった。

　煙えん幕まく。

　暗がりに白い煙けむりが広がって、やがて消えていく。

　ギードは身動き一つしなかった。落ち着いている。人質のそばから離はなれない。

　煙が晴れる頃ころには、少女たちは移動を終えていた。

　飛び出したのは、二人。白髪の少女と蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女。

　グローブと短刀をそれぞれ構えて、ギードを挟はさみ込み襲いかかる。戦せん闘とう技術ならば、少女たちのトップ２。ギードは彼女たちの猛もう攻こうを危なげなく刀で弾はじいていくが、彼女たちもまた反撃を紙かみ一ひと重えで回かい避ひしていた。

　白髪の少女は、当然巨きよ大だいなリュックを下ろして応戦している。身軽になった彼女は、鋼はがねを仕し込こんだグローブで刀を防いでいく。蒼銀髪の少女は、仲間が防いだ攻撃の隙をつくように器用に短刀を振ふるった。

　しかし、次し第だいにそれも押され始める。

　ギードはまだ顔色一つ変えずに、戦いを楽しむ余よ裕ゆうが感じられた。それでも徐じよ々じよに少女たちが防戦一方となる。

「っ」

　白髪の少女が呻いたところで、別の少女が助すけ太だ刀ちに向かう。

　駆けつけた黒髪の少女は、再び、煙幕を放った。

　辺りが再び煙に包まれて、その隙に、白髪の少女と蒼銀髪の少女が一度、退ひいた。

「面倒だな」

　ぼそりと呟きが漏れた。

　彼は標的を変えると、人質から離れて駆け出した。対象は、黒髪の少女。

　慌あわてて彼女は後退するが、配管だらけの道を減速なく走るギードに追いつかれる。

　配管の上で足を滑すべらせた。

「しまっ……」

　失態を嘆なげく声がして、彼女は地面に落下した。

　落下地点には、ギードが刀を握って待ち受けていた。

「もう逃にげられないな」

「……やめて」

　黒髪の少女は振り絞しぼったような声を出す。目にいっぱいの涙なみだをためて、地面に尻しりをつけたまま、情けなく後退する。身を守るように身体を捻ひねっているため、その凹おう凸とつのあるラインが際きわ立だつ。

　逃走の最さ中なかに、どこか布を引っかけたのか。服が裂さけて、太ももを露ろ出しゆつさせていた。

　彼女が尻を引き摺ずる度たびに布が裂けて、艶なまめかしい脚あしを覗のぞかせていく。

「こないで……こないでよ……」

　常に勇ましい彼女とはかけ離れた、弱々しい声だった。

「…………」

　ギードの反応は冷ややかだった。

「敵に媚こびを売る女め狐ぎつねの目だな。それで男の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおってるつもりか？」

　彼女はぴたりと噓泣きをやめた。

「もう遅おそいわ」

　無数のピアノ線がギードを取り囲み、襲おそい掛かかる。まるで蜘く蛛もの巣すのように編み込まれた罠の包囲は、既すでに終わった。

　もちろん、彼ならば切り刻まれる前に脱だつ出しゆつできるだろうが──。

「──極ごく上じようだ」

　追い打ちを用意していた。

　夜よ闇やみからふっと現れた男が頭上を取った。ピアノ線の網あみの唯ゆい一いつの出口へ、ナイフを構えて突つっ込んでいく。

　その男は、ギードであろうと無視できない存在のはずだ。

「これでチェックメイトだ、ギード──」

「オレが変装を見み抜ぬけないとでも？」

　隙は生まれなかった。

　突とつ如じよ現れた偽にせクラウスに一いつ切さい動どう揺ようせずにピアノ線を切断。本物のクラウスには到とう底てい及およばない遅い攻撃を冷静に捌いて、その腕うでを摑つかんでみせる。

「くっ……」

　クラウスに変装した少女が呻き声を漏もらした。

「見事な変装だが、アイツはオレを『師し匠しよう』と呼ぶぜ？」

　ギードは偽クラウスの腕を力任せに振り回して投げ飛ばした。

　投げ飛ばされた少女は途と中ちゆう地面に頭を擦こすらせた。覆おおっていたマスクが剝はがれていく。しばらく転がったあと、彼女は一度腕をつき、途中で力尽つきたように横たわった。

　静せい淑しゆくに、『灯』の作戦を練った参さん謀ぼうの赤髪の少女──グレーテが脱落する。

「残り５人」

　ギードが赤髪の少女を拘束する。

　その動作には、たった数秒。黒髪の少女が逃げるには不十分だった。

　ギードは身を引く少女の顎あごを刀の峰みねで打つ。力いっぱい叩たたいたようには感じられないが、それで少女は意識を失ったように倒れた。

　優ゆう艶えんに、チームをまとめあげた美しく大人びた黒髪の少女──ティアが脱落。

「残り４人」

　そこで、ようやく白髪の少女と蒼銀髪の少女の戦闘組が追いついた。

　ギードはその二人の少女の攻撃をかいくぐると、ガスタンクを駆かけ上がり、まるで次の獲え物ものを探すように視線を回す。

　隠かくれて状じよう況きようを窺うかがっていたリリィと目が合った。

「さっきから二人のガキが、オレを追っているが」

　刀の刃先を向けてくる。

「啖たん呵かをきったお前は、何をやってる？」

「…………」

　リリィは駆けながら首を傾かしげた。

　今のところ、立案も、指揮も、戦闘も、全部、他人にまかせっきりだ。

「…………応おう援えん？」

「良い性格してんな」

　人には向き不向きがあるから仕方ない。

　そう主張したいところだが、あいにく時間はなかった。

　ギードは次のターゲットをリリィに定めたらしい。天から降ってくる雷かみなりを思わせるスピードで、リリィに迫せまってきた。

　避さける動作に入れない。

　彼の美しいまでに無む駄だのない飛び蹴げりは、彼女の肩を射い貫ぬいて──。

「根こん性じようっ！」

　──リリィは気合いのみで、その足を摑んだ。

　もちろん彼女にできるのは応援だけでない。彼女には唯一無二の武器がある。

　彼女の全身から毒ガスが放出されるっ！

「ガス……？」

　ギードが一いつ瞬しゆん目を丸くしたあとで口を閉じた。

「今ですっ！」

　リリィはギードの足を抱だきかかえて叫さけんだ。

　その直後には振り払はらわれるが、もう使命は果たしていた。

　ギードが身体からだをふらつかせる。

　三度目となる戦闘に長たけた少女二人の特攻。白髪の少女が凜然と「いい加減くたばれ」と飛び掛かり、蒼銀髪の少女は不ふ遜そんに薄うすい笑えみを浮うかべて短刀を突き出した。

　勝負は一瞬でついた。

　リリィの予想とは真逆の形で──。




「残り３人」




　まず、刀の峰で顎を打たれた白はく髪はつの少女が倒れていく。




「残り２人」




　次に、彼の回し蹴りの餌え食じきになった蒼銀髪の少女が配管に叩きつけられた。

　凜りん然ぜんと、常に物もの怖おじしない発言でチームを引っ張ってきた白髪の少女──ジビア。

　不遜ながらも、優ゆう秀しゆうな働きで成果をあげ続けた蒼銀髪の少女──モニカ。

　二人の少女が脱落する。

　──ふざけんな。

　リリィもまた走り出していた。

　仲間二人を目の前で殴なぐられて激げき怒どしていた。なによりも、この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがす手はない。自分の毒が通じないはずがないのだ。

　ギードは感心したような視線をリリィに向ける。

「お前は特異体質か？　この麻ま痺ひ毒の中で動けるなんて」

「アナタは動けないでしょうけどね！」

　決めつけて、ナイフを摑んだまま体当たりをかます。

　しかし、危あやうげなくリリィのナイフを止めてみせる。

　その動きには何の遅おくれもない。

「噓うそ……」リリィは愕がく然ぜんとした。「わたしの毒が通じないなんて……」

　この十お八は番この毒は、クラウスでさえもその動きを一時止めた毒なのだ。

　どうして平然としていられる？

「あー、通じたよ。すぐ口を閉じたが、正直かなりキツい。ほら指先が痺しびれている」

　ギードは見せつけるように、手を振って、その後で固く握にぎりしめる。

「で──それだけでオレに勝てるとでも？」

「リリィ先せん輩ぱい、逃げるっす！」

　その時、背後から声が聞こえてきた。

　涙目となっている少女が一人飛び出してきて、ギードの背後から飛び掛かる。

「自分が時間を稼かせぐ間に──」

「黙だまれ」

　彼女が言葉を言い切る前に、彼女もまた刀の餌食となる。その神速の太た刀ちの前には、数秒と闘たたかうことさえできない。

　気弱に、誰だれよりも危機感を抱いだいた心配性の茶髪の少女──サラは、あえなく脱落した。

「残り１人」

　逃げるか、立ち向かうか。

　その一瞬の逡しゆん巡じゆんさえ命取りだった。

　彼女の足が前に動いた瞬間には、ギードは鼻先に移動していた。

　拳こぶしが、リリィの腹に深く突き刺ささる。

「これで終わり」短く彼は宣告する。

　一か月間、彼女たちは努力を積んできた。

　訓練は裏切らない。確実に強くなり、一ひと月つき前よりも飛ひ躍やく的にレベルアップを果たした。クラウスに見み込こまれた才能を開花させていた。

　しかし──たった一か月。

　ギードは、二十年以上スパイの第一線で生き抜いてきた。訓練を怠おこたった日はなく、実戦の経験は少女たちの何十倍も積んでいる。

　その結果が出たに過ぎない。

　端たん的てきに言えば──相手にさえもならなかった。




「残り０名」




　厳おごそかな宣告が耳に残る。

　リリィは膝ひざから崩くずれ落ちた。




　　　　◇◇◇




　クラウスは駆けていた。

　気になっていたのは、先ほど耳にした爆ばく発はつ音。

　焦しよう燥そう感を抱いて、一秒でも早く研究所を駆けていく。

　──急がなくてはならない。

　──自分は二度と仲間を失うわけにはいかないのだから。

　クラウスは窓ガラスを蹴り破って、一度、施し設せつ外へ飛び出した。三階だった。ワイヤーを飛ばして、隣りん接せつする棟むねの屋根に引っ掛けると、その窓を蹴破って内部に侵しん入にゆうする。派手な移動は好まないが、仕方がない。ショートカットだ。

　あの少女たちが、一流のスパイと闘ってどれだけ持ちこたえられるか。

　いや、敵が一流のスパイ程度ならまだいい。

（もし彼女たちが闘っているのが、あの男ならば……）

　彼女たちを救うためには、早く動くしかない。

　最悪の可能性を想定していると、足はより速く動いていく。

　しかし、それを阻はばむように大きな扉とびらが廊ろう下かを塞ふさいでいた。金属製の扉。クラウスはピッキングツールを取り出して、扉に駆け寄っていく。しかし、その扉には鍵かぎ穴あならしきものがなかった。

　背後から低い声がした。

「その扉は開かない。貴様のピッキング技術は関係ない。ただの壁かべだ」

　振ふり返ると、一人の中年男が立っていた。出いで立ちから、熟練した工作員と察せられる。彼のそばには四人の軍人が並んでいる。

　また新たな邪じや魔まが入ったらしい。

　クラウスは扉を蹴り上げてみるが、ビクともしなかった。足に伝わる振しん動どうから察するに本当に壁らしい。

　中年男が誇ほこらしげに口にする。

「貴様は最短ルートでガスタンク保管所に行きたいんだろう？　部下を助けに」

「ふぅん、僕の性格を知っているのか？」

「ある方から聞いている。そして、貴様らの行動は全すべて我々の手中だ」

　何がおかしいのか、彼は高笑いをした。

「貴様の部下が手に入れた地図は偽にせ物ものだ。ここは行き止まりだ」

「…………」

「ここが罠わなだと今いま更さら気が付くとはな。愚おろかな男だ」

　相手は、やれやれ、と肩かたをすくめた。

　それから再び高笑いをした。

「無様だな」

　耳みみ障ざわりな声だった。

「貴様は教官も兼かねていたのだったな。貴様の教え子は、滑こつ稽けいだったぞ。我々帝てい国こくに全て把は握あくされているとも気づかず、偽の情報を手にして喜ぶ姿は。スパイごっこはさぞ楽しかっただろう」

「…………」

「あの教え子たちは、そもそも養成機関の落ちこぼれだそうじゃないか。劣等生の付つけ焼やき刃ばで我々を欺あざむけるとでも夢見たか？」

「……………………」

「その指導力不足を悔くいるといい」

　扉を模もした壁の前には窓がなく、完全に行き止まりだった。

　中年男の横に並ぶ軍人が一いつ斉せいに短機き関かん銃じゆうを向けた。何もない一直線の廊下にもっとも効果的な武器。

　彼は右手を掲かかげ、冷れい酷こくな宣告を下そうとした。

「さぁ、さっさと死──」

「お遊びをする暇ひまさえないな」

　情報を洩もらすことを期待していたが、男が吐はくのは的外れな罵ば倒とうばかりだった。相手にする価値もない。

　中年男と軍人が立つ足元──そこが、大きく火を噴ふいた。

　閉へい鎖さされた廊下で放たれた炎ほのおは空間を埋うめ尽つくし、逃にげる間を与あたえず、男たちを包んだ。事前に限界まで距きよ離りを取り、防火加工が施ほどこされた背広を身体の前に広げるクラウスだけが、その爆風から逃れる。

　炎は一瞬で消えたが、軍人たちは意識を失っていく。

　仲間を盾たてにした中年男だけが生き延びたようだ。身体に張り付く炎に悲鳴をあげながら、クラウスを睨にらみつけている。

「ば、爆ばく弾だんだと……？」

「罠にかかったのは、わざとだ」

　背広を着直して、クラウスは息をついた。あまりに呆あつ気けなさすぎる。

　中年男は信じられないものを見るように目を見開いている。

「おかしい……イヴの糸といい、なぜ貴様は罠を察知できる……？」

「なんとなく──と答えてもいいのだがな。まぁ、ちょっとした工く夫ふうだ」

「弱小国の工作員風情が……」

　男は後ずさりを始めた。しかし、すぐにつまずいて体勢を崩した。爆風のせいで足を損傷しているようだ。

「こ、ここを凌しのごうと、貴様はどうせ死ぬだけだ」

　唾つばを飛ばして、男が喚わめいた。

「未熟な部下共々、『蒼蝿』に惨ざん殺さつされるといいっ！」

　威い勢せいが良いことだ。ここまで完敗してまだ喚けるとは。

　しかし、そんな戯ざれ言ごとに感心する余よ裕ゆうはなかった。

「あまり吠ほえるな」

　一本の武器を取り出して、男に詰つめ寄っていく。

「ひっ……」

「これからの作業は得意じゃないんだ。僕の感情を逆さか撫なでするな」

　男の表情が一いつ瞬しゆんで青白く染まっていく。

　クラウスが取り出したそれは、太く、どす黒く、そして、まともに切れないほど刃は毀こぼれした──拷ごう問もん用のナイフだった。




　　　　◇◇◇




　リリィを討うち果たした後、やれやれ、とギードは息をついた。

（あまりに呆気ないな……数分も保もたなかったか）

　不思議だった。彼女たちは本当に自分に勝てると信じていたのか。一か月クラウスを襲おそい続けても歯が立たないのに、その師し匠しようである自分相手にどんな勝算があったのか。

　打ちのめした少女たちに向けて手て錠じようを投げていく。手錠は彼女たちにぶつかると、生き物のように四し肢しに纏まとわりつき、拘こう束そくした。縛しばらなくても動けないだろうが、念を押す。

　リリィに向かって手錠を投げようとしたところで、通信機が鳴り始めた。

《『蒼蝿』、そちらはどうですか？》

　仲間からの呼びかけだった。

　耳に馴な染じまないコードネームを不快に思いつつ指で手錠を回した。

「大体終わった。侵入者の大半を行動不能にして、捕ほ縛ばく中」

《さすがですね》

「クラウスは見つかったか？」

《五分程ほど前。仲間がＢ棟で発見しましたが、逃げられたようです。脅きよう迫はくされて情報を全て喋しやべった可能性が高いですね》

　目を見開く。

　潜せん入にゆう中のクラウスの動きは逐ちく一いち報告させているが、予想よりずっと早く行動している。見張りの軍人共では追い切れないようだ。

（ここに到とう着ちやくするまで、後七分……いや、五分か）

　襲われても勝てる自信はあるが、慢まん心しんほど危険なものはない。

　彼の実力と才能はよく知っている。

「……さっさと全員動けないようにしておかねーとな」

　ギードは仕上げに、倒たおれる少女へ手錠を投げた。

「っりゃぁ！」

　その手錠が弾はじかれた。

　視線を移すと、一人の少女が自分を睨みつけている。

　銀ぎん髪ぱつの少女──仲間からはリリィと呼ばれていたか。

「訂てい正せい……残り１名のままか」

　カウントダウンを改めて、ギードは言葉をかけた。

「抵てい抗こうすんな。動くたびに身体からだが悲鳴をあげるはずだ」

　彼女の肝かん臓ぞうを正確に撃うち抜ぬいた。ピンポイントに当てると、血流が肝臓に集まって、全身の体力を一気に奪うばう。虚きよ脱だつ状態で無理に身体を動かせば、筋肉に凄すさまじい負荷がかかるはずだ。

「……わたしたちを殺さないんですか？」

「あ？　殺さない」

　ギードは手を小さく振った。

「心配すんな。今すぐ殺す気はないから安心して寝ねてろ」

「──じゃあ、猶なお更さら寝ている訳にはいかないですね」

　すると。

　リリィは覚おぼ束つかない足取りで立ち上がり始めた。上半身を大きく揺ゆらして、起き上がろうと膝ひざを伸のばしていく。途と中ちゆう転ぶが、めげずに再度立とうと試みる。

「どうして起き上がる？　お前じゃオレに勝てねぇよ」

「アナタの狙ねらいが分かりました……」

　リリィは白い歯を見せる。

「先生なんですね？　狙いは、最初から……」

「ん、正解だ」

　拍はく手しゆを送った。

　嫌いやみではなく、素す直なおな賛辞だった。

「その通り。帝国にとって生物兵器と同じく重要事じ項こうなんだよ」

　もちろん、最強の抑よく止し力りよくとなる『奈な落らく人形』は絶対に死守するよう厳命されている。帝国の政治家にとって、軍事力は権力を支える力だ。戦争自体は効率が悪くとも、戦争を仄ほのめかして敵国を脅迫する行こう為いは今なお重宝される。

　しかし、情報機関にとっては、生物兵器より余よ程ほど脅きよう威いとなる存在がいる──。

「教えておくよ。『焔』が壊かい滅めつした日、別任務にいたアイツも死ぬ予定だった」

　当日のクラウスが別の場所にいたのは、ギードの慈じ悲ひではない。

　あの男だけは個別に罠にかけなければ殺せない──どころか、『焔』のメンバーを救出しかねない。そう判断したからだ。

「なのに生き延びた。帝国のスパイを何人も返り討ちにしてな。帝国から見れば、最優先抹まつ殺さつ対象なんだよ。アイツは」

　誰だれもが暗殺を確信した状じよう況きようでも、あの男は生き延びた。

　人間とは思えない。クラウスはギードを『化物』呼ばわりするが、ギードにとっては、クラウスはそれ以上の人外だ。

　帝国にとって危険すぎる存在だ。

「だが、終わりだ。師匠のオレが断言する。いくらクラウスでも今回は確実に死ぬ」

　そのための準備は完かん璧ぺきに整えた。

　ギードは拳けん銃じゆうを空に向かって撃った。銃声が夜空に響ひびき渡わたる。おそらく、この音はクラウスの耳にも届いているはずだ。

「アイツは銃声や爆発音を聞きつけて、ここにやって来る。仲間を七人も人ひと質じちに取られた状況で、オレに挑いどみに来る。戦せん闘とうでは絶対勝てない相手に、不利な条件で勇ましく立ち向かい──命を落とすのさ」

　その説明に、リリィは笑った。

「はは、本当に来ますかね……？　案外、わたしたちなんか見捨てて──」

「来るんだよ、あのバカ弟で子しは」

　それだけは。

　師匠である自分が断言できる。

「仲間を絶対に見捨てない。全すべてをなげうって、どんな罠わなでもかいくぐって、必ず仲間の下もとに辿たどり着く──オレの弟子は、そんな男だよ」

　騙だまし合いの世界においても、自分の正義を曲げない。

　少女を見捨てて生き延びるくらいなら、命を懸かけて救助を優先させる。

「ですよねー、あはは、なんか分かります。絶対来そうですね」

　リリィは息をつきながら空を仰あおいだ。

「──で、きっと、わたしたちを庇かばって死ぬんです」

「アイツは仲間を想おもいすぎる。その弱点を衝つけば、案外あの男は攻こう略りやくできるさ」

「うわぁ、詰んでますねー。先生が来れば先生が死んで、先生が来なければわたしたちが殺される。絶望的！」

　へへ、と少女は顔をほころばせた。

「だとしたら、やっぱり、わたしが立ち向かわないと」

　そう言って。

　リリィは膝を震ふるわせて、懸けん命めいに立ち上がった。

「先生がここに来て殺されるなら、ほら、その前に、わたしが倒さないと」

「無理だって気づいてんだろ？」

　ギードは手にしたナイフを軽く放ほうり投げる。

　リリィはそのナイフを弾くが、バランスが崩くずれて再び倒れる。まだ足に力が戻もどらないらしい。

「てめぇに勝ち目はねぇ。どうして立ち上がる？」

　鼻で笑う。

　現実の見えない少女の特とつ攻こうを、若気の至りと褒ほめる感覚はない。あるのは嘲あざけりだった。

「居い心ごこ地ちがいいから」

　リリィがぽつりと言った。

「……なんだそれ？」

「わたしが頑がん張ばる理由ですよ」

　彼女の声に力が入り始めた。

「アナタには分からないでしょうね。毎日みんなで先生打だ倒とうの作戦を練った楽しさを。反省会で本気でケンカし合った夜を。この仲間と一いつ緒しよに過ごすなら、もっとリーダーとして頑張りたいなと思えた情熱を──仲間を裏切ったアナタに理解できるはずがありません」

　リリィは立ち上がって、唾を吐はき捨てた。

「可哀かわい想そうな人め」

「……………………」

　挑ちよう発はつのつもりか。

　彼女の瞳ひとみには、蔑さげすみの感情が色いろ濃こく滲にじんでいる。

　もちろん、その程度の戯ざれ言ごとにいちいち腹を立てなかった。自じ暴ぼう自じ棄きになったスパイの負け惜おしみにいちいち耳を貸す必要はない。

「可哀想なのは、てめぇらだ」

　ギードはせせら笑った。

「居心地がいい？　そうだろうさ。落ちこぼれが集まって、傷を慰なぐさめ合って、豪ごう華かな洋館で暮らせばさぞ幸せだろう。守りたいだろうよ。けどな、その慣れ合いの結果が、全員人質に取られて、クラウスの足あし手で纏まといになった現実じゃねぇか」

　まだ分からないのか、と不ふ愉ゆ快かいに感じていた。

　彼女たちが身を滅ほろぼしたのは、温ぬるい仲間意識なのに。

　一度しまった刀を握にぎりしめた。

「終わりだよ」

　峰みねを用いて、リリィの腹を思いきり打ち上げた。彼女の防ぼう御ぎよが間に合うはずもないスピードだった。

　彼女は配管に背中をぶつけて、口から血を吐き出した。

「見とけや。落ちこぼれの馴なれ合いの結末を。仲間のため殺される男の最さい期ごを」

「っ……」

　リリィが虚うつろな声で口にする。

「先生、ダメ……殺されちゃう……来ないで…………」

「だから来るんだよ。あの男は」

　仲間を見捨てられず、敵に勝てる状況でないと察しても逃にげない。任務よりも仲間の命を優先させる、スパイとして致ち命めい的に不器用な男。

　そろそろ通信を受けてから五分が経たつ。

　いたいけな少女を放って、あの男はどこで道草を食っているのか。

　あるいは様子を窺うかがっているのか。

「もったいぶってないで、さっさと来いよ……バカ弟子め……」

　こんな少女を一人で戦わせておいて。

「どうせ近くにいんだろ？　早く来い…………てめぇの敵はここにいるぞ！」

　無む性しように憤いきどおりを感じていた。

　あの男は──自身が拾い、育てあげた男は、これほど愚ぐ鈍どんな男だったか。

「てめぇの家族を殺した男は、ここにいるぞ！」

　闇やみ夜よに轟とどろく音量でギードは声を張り上げた。

「超こえるべき師し匠しようがいるぞ！」

　もう一度声を張り上げる。

「教え子が命張ってんだぞ！」

　声がタンクに反はん響きようする。

　しかし、それ以上の音は聞こえない。

　高こう慢まんな声も、忍しのび寄る足音も。

　おかしい。

　とっくに五分は経過しているはずだが──。




「────どうして、アイツは現れない？」




「ギードさん、ところで……」

　リリィが声を漏もらす。

　ギードは少女を見下ろす。

　そして、背筋が寒くなった。

　少女は、涙なみだぐむ表情が消え失うせて、寿じゆ命みようを宣告する死神のような、不気味で、乾かわいた目をしている。

　分からない。

　クラウスが来れば、クラウスが死ぬ。

　クラウスが来なければ、少女が死ぬ。

　彼女たちには絶望的な状況のはず──。




「──このお遊びには、いつまで付き合えばいいんです？」




　どうして少女は──笑っているのか？

　その時、通信機に声が届いた。




《──極ごく上じようだ》




　聞き間ま違ちがえるはずがない。

　それは第一通信室──つまり、研究室すぐ横の部屋から届いた音声。

　クラウスは少女たちの救助に行かず、任務を優先させていた。




　　　　◇◇◇




　任務直前、決起会の夜──。

　クラウスは、解散の後でリリィを部屋に呼びだした。なぜか頰ほおを赤らめている彼女の顔を見て、誤解を察したが、面倒なので無視し、

「お前には、最も危険な仕事を頼たのみたい」

　と伝えた。

　リリィは戸と惑まどって、例によって調子に乗った素そ振ぶりだったり惚とぼけた発言をしたりしたが、最後には「仲間のためになるなら」と了りよう承しようした。

　その純じゆん粋すいな仲間に対する愛情は危険とも感じたが、彼女の魅み力りよくの一つだった。

　その彼女に期待をして小声で告げる。

「おそらく僕たちは帝てい国こくに泳がされている」

「へ？」

「事前に伝えたが、陽かげ炎ろうパレスの会話は盗とう聴ちようされている。動きは大方把は握あくされているだろう。お前たちがかき集めた情報は、敵が予あらかじめ用意したダミーだ。今すぐ燃やしてもいい」

「え、わたしたちの頑張った意味は？」

「ない」

「断言っ！」

　リリィが悄しよう然ぜんと肩かたを落とした。

　かなりショックを受けたようだ。

「厳しい話をすれば、未熟なお前たちが一か月努力した程度で、一流のスパイに勝まさることはできないさ。しかも、僕の雑な授業で」

　彼女たちの成長は認める。しかし、養成機関で落第寸前だった彼女たちが、途と端たんに、一流のスパイたちと競えるレベルに達することはない。こればかりは仕方がない。

　リリィは哀かなし気に頭を抱かかえている。

「今いま更さら、そんな正論を言われても……」

「だが、それでいいんだ。僕たちは無知のフリをして潜せん入にゆうする」

「それで、どうやって生物兵器を回収する気です？」

「何も知らないと見くびっている敵は、僕を罠に嵌はめるだろう。事前にそれが予想できれば対処もできる。僕は接せつ触しよくしてくる敵を返り討うちにして、逆に情報を奪うばう」

「それ、先生が無茶苦茶大変なような……」

　事実であるが、それも仕方がない。

　幸い、この一か月間自分は少女からの罠わなを受け続けてきた。準備運動としては十分だ。

「お前たちは、ある敵を欺あざむいてほしい」

「ん、陽動ってことですね？」

「そうだ──弱者を装よそおい、隙すきをつく。それがお前たちの真の任務だ」

　結局のところ、彼女たちを集めた理由も、鍛きたえ上げた理由も一言に尽つきる。

　あの男が裏切者だった場合、独力では成し遂とげられない。

「うーん、ちょっとよく分からないんですがぁ」

　作戦の詳しよう細さいを伝えると、リリィは指を頰に当てて小首をかしげた。

　芝しば居いがかった、あざといポーズ。

「つまり、わたしたちを嘲って陰かげでバカにしてやがる帝国のスパイの鼻はな面づらに、一か月間練り上げた噓うそと努力とチームの絆きずなを全すべてつぎ込んで、ドでかい一いち撃げきをぶつけて、ざまぁみろって言ってやればいいんですか？」

　彼女は唇くちびるの端はしを曲げた。

「なんだか──無茶苦茶、気持ちよさそうですね」

　その強したたかで図太いメンタルの彼女だからこそ信しん頼らいできる。

　クラウスは告げる。真しん摯しに、力強く。

「欺き倒たおせ。僕たちの騙だまし合いの成果を示せ」




　　　　◇◇◇




《聞こえるか、師匠……？　久しぶりだな》

　弟で子しの声が聞こえてくる。

　通信機に灯ともるランプを見て、ギードは通信先を知る。

（第一通信室……？）

　研究所南なん端たんにある生物兵器そばの一室だ。ギードの場所からは、遠く離はなれている。クラウスに制圧されたか。

《たった今、生物兵器を確保したところだ。そう報告しておくよ》

　クラウスが、記き憶おく通り、感情に乏とぼしい淡たん々たんとした言葉で伝える。

　第一通信室という情報を知った瞬しゆん間かんから、その事実は予想していた。驚おどろきはない。

　問題は、この男が少女たちの救助よりも先に、研究室に向かった事実だ。

「まさか、お前が仲間の命よりも任務を優先するとはな。驚いたよ」

　率そつ直ちよくに感想を伝える。

　ギードは、クラウスが迷わずここに辿たどり着くと読んでいた。

　予想外──だが、対処できる範はん囲い内でもある。

「五分以内にオレのところに来い。来ないならば、少女たちを順番に殺していく」

　結局、少女の命を預かっている以上、形勢は変わらない。

　確実にクラウスはやってくる。そして、死ぬ。

《いや──》

　クラウスは言った。

《──僕は、行かない》

「は？」

　耳を疑った。

　間ま抜ぬけた声が口から洩もれた。

《任務は達成した。僕はこのまま帰る。駆かけつけたところで、戦せん闘とうでアナタに勝てるはずがないんだ。自分の命を最優先するさ》

　まるで世間話でも終えるように。

　淡々とクラウスは説明する。

《「教え子の危機」やら「敵は裏切者」やら「死んだはずの師匠」やら、まぁ、よくここまでお膳ぜん立だてができるものだと感心するが、残念だ。僕とアナタが闘たたかうことはない》

「……何を言っている？」

《アナタは生物兵器の保守も僕の殺害も失敗した。それ以上でもそれ以下でもない》

　相手が普ふ通つうのスパイならば、それは正しい判断だ。仲間を切り捨て、任務の達成を重視するべきだ。

　だが、相手はその結論を絶対に下さない男──。

　クラウスは仲間を見捨てない。だからこそ組んだ計画だ。

「二度も言わせるな。五分以内に施し設せつ西に来い。来ないならば、少女たちを殺す」

《二度も言わせるな。僕は行かない》

「少女を──仲間を、見捨てるのか？」

《その通りだ》

「帝国は、捕ほ縛ばくした彼女たちを迷わず拷ごう問もんにかけるぞ？」

《おすすめは腹パンチだ》

　もはや不気味だ。

　この焦あせりのなさはなんだ？

　仲間の命の危機が迫せまった状じよう況きようで、どうして余よ裕ゆうを見せられる？

　冷たい汗あせが背中を伝う。

　陽炎パレスの会話は部下が盗聴している。共同生活四日目、クラウスは『お前たちを死なせない』と少女に誓ちかった。その約束が噓だったとでも？　少女を騙し、死地に送り込んだとでも？

　いいや──そんな決断をあの男が選ぶわけがない。

　誰だれよりもクラウスを知っている自分だから断言できる。

《ただ、師し匠しよう、アナタは大きな思い違いをしている》

「ん？」

　混乱の中、乾いた土に水が染しみ込むようにクラウスの言葉が脳に入り込む。

《僕は、『焔』のメンバーの裏切りを想定していた。その一人がアナタとは驚いたが、誰かが裏切り『焔』が壊かい滅めつしたと確信していたさ》

「証しよう拠こはねぇだろ。どうして分かった？」

《なんとなくだ》

「……お前の無能ぶりを忘れてたよ」

《強しいて理由を述べるなら、アナタが仕し掛かけた盗聴器を見つけたからだろう。それに、『焔』の優ゆう秀しゆうなスパイたちが全滅するなら、内部の裏切りしか考えられなかった》

　盗聴器を、見つけていた？

　それを意味することは、つまり──。

《だから、僕たちの行動は全て「裏切者の盗聴」を前提としていた》

「行動全て……」

《例えば、こんなルールがある。「特別な能力は必ず陽炎パレスの外で使用すること」》

　はっと思い出した。

　盗聴を請うけ負った部下いわく、少女たちは初めて洋館に訪おとずれた時に戸惑ったという。

『ルール㉗　外出時に本気を出すこと』という奇き妙みような文章で。

《少女の一人が毒使いと、アナタは知らなかったはずだ》

「……っ」

《そう、アナタは、少女たちの能力を把握しているようで、まったく知らない。いくらアナタでも「養成学校の極ごく秘ひの天才」を知っているわけがないんだ》

　クラウスは、大きく声を張り上げる。

　高らかに、自分の優ゆう越えつを誇こ示じするように。

《つまり、僕が行くまでもない。断言しよう。アナタは少女たちに負ける》

「は？」

《アナタでも勝てないさ。彼女たちは僕を超こえる天才ばかりだ》

　発言の全てが理解できなかった。

　クラウスは、少女を見捨てる。少女たちは、ギードを打ち倒す。

　無茶苦茶だ。夢物語にしか聞こえない。

　視界では、リリィが余裕げな笑えみを湛たたえている。

「……はは、時間稼かせぎは終わりですね」

「時間稼ぎ……？」

「そろそろ本気の本気の本気。共和国の眠ねむれる麒き麟りん児じ、リリィちゃんの覚かく醒せいですよ」

　今まで手を抜いていた、とでも言いたげに。

　少女はもう一度、立ち上がろうとする。何度も打ち負かされているにもかかわらず。

　その強い執しゆう念ねんはどこから来るのか。

「……なにが『養成学校が極秘とする天才』だ。オレがお前を知らないのは、単に落ちこぼれだからだろ？　成績優秀者は全員把握している」

「そ、そんなことないですよ……？」

　落ちこぼれらしい。

　クラウスの言葉は噓だろう。彼を超える化物が七人もいてたまるか。

（……だが、分からない。この少女には勝ち目がない。なのに、どうしてバカ弟子は助けに来ない？）

　駆け引きのつもりか？　いや、策があるとみて間ま違ちがいない。

　だが──奇き策さく程度で自分に勝つ気なのか。

「第二通信室……」別の通信室に繫つないだ。「クラウスからの通信は第一通信室で間違いないな？」

《えぇ、そうです。クラウスは通信兵を気絶させて、第一通信室を占せん拠きよしています。部屋の前に駆けつけましたが、動く気配はありません》

　通信室に配置した工作員が語る。

《クラウスは……アナタと程ほど遠とおい場所にいます》

「どういうことだ……」

　救きゆう援えんもない。小細工が通じる実力差ではない。

　可能性は二つ。

　一、リリィが、ギードも把は握あくしていないディン共和国の極秘の天才である。

　二、あるいは、クラウスが少女たちを見捨てている。

　前者は違う。闘えば分かる。実力を認める部分はあるが、まだ粗あらだらけだ。

　ならば、後者か？　だが、あれだけ仲間を大切にし、守り抜いた男が？

「あのバカ弟子は……変わっちまったのか……？　仲間を助けずに──」

「──助けなんかいらねーですよ」

　ギードの言葉を遮さえぎって。

　リリィは冷ややかに微笑ほほえむ。

「いつまでわたしを、結局助けてもらう系お姫ひめ様ヒロインと錯さつ覚かくしてやがるんですか。わたしは、生意気で、強かで、かっこいい、美少女リーダー様ですよ？」

　勇ましく彼女は二本の足で立っていた。

「この『灯』で見つけたんですよ。落ちこぼれのわたしが咲さき誇ほこれる方法を。だから、わたしはリーダーとして、チーム全員の力をアナタに叩たたき込んでやります！」

　言葉が揺ゆるがない。

　追い詰つめられた状況でも、強い意志を瞳ひとみに湛えている。

「落ちこぼれが調子に乗るなよ……」

「舐なめていると痛い目を見ますよ？」

　リリィは両りよう腕うでを大きく広げた。




「コードネーム『花はな園ぞの』──咲き狂くるう時間です」




　スパイとしてどうかと思うぐらいに堂々と名乗りを上げる。

　変化は顕けん著ちよだった。

　彼女の身体からだから花が咲くように、ボコボコと物体が生まれていく。

「泡あわ──？」

　ギードは呻うめく。

　リリィの身体から放出されたのは、大量の泡だった。

　裾すそから、襟えりから、ボタンの隙すき間まから、スカートの下から。

　服のありとあらゆる隙間からシャボン玉が発生して、リリィの周囲に落ちていく。地面に落ちた泡は、簡単には弾はじけない。配管やタンクに纏まとわりつくように、張り付いていく。

　見るだけで忌き避ひの感情を催もよおす、毒々しい紫むらさき色いろ。

　ぼこぼこと耳みみ障ざわりな音を立てて、リリィの泡は広がる。

　瞬またたく間まに辺り一面が彼女の泡で覆おおわれていった。

「まぁ、毒ガス程度だったら、先生にも一度攻こう略りやくされている訳ですしね」

「あ？」

「一か月かけて辿たどり着いた新境地。わたしの特異体質を活いかした毒どく泡あわですよ」

　特異体質──それは我が身で体験していた。

　彼女は、強力な麻ま痺ひガスの中でも自在に動くことができる。

　すぐに反応しなければ危あやうかった毒でも、彼女は平然と動いていた。

　彼女は毒に対して抵てい抗こうがある。

　リリィが小さく舌を出した。

「この毒泡──どれくらい強力だと思います？」

　歌を口ずさむような軽かろやかな口調で、リリィは尋たずねてくる。

　やはり毒の泡か。

　次々と増えていく泡を観察し、ギードは後ずさりした。

（ハッタリも交えているだろう……）

　冷静に判断する。

　わざわざ特異体質を明かす必要などない。

（……だが、もし毒の威い力りよくが一撃必殺レベルだとしたら？）

　怯おびえではない。スパイは常に考えうる限りのパターンを想定する。

　リリィはその正体不明の泡を構えて、挑ちよう戦せん的な笑みを湛えている。

　恐おそれは見えない。

　実力差を認めながら、クラウスの助けに期待せず、なお、堂々と歯を剝むいている。

　やはり彼女は落ちこぼれでなく、天才なのか？

　孤こ立りつ無む援えんの状況で、一体これだけ余裕を見せられる人間が存在するのか？

　瞬しゆん時じに思考を巡めぐらせて、覚かく悟ごを決める。

「バカ弟で子し、まだ聞こえるか？」

《なんだ？》

「てめぇには見えねぇだろうが、動ける少女はリリィだけだ」

《十分すぎる戦力だな》

　クラウスの声にも自信が滲にじんでいる。

（分からない……）

　この時初めて、ギードは焦りを抱いだいていた。

（悔くやしいが、アイツの言う通りだ……彼女の耐たい性せいがどの程度かを知らない……）

　別のスパイならば、いくらでも余裕が持てた。

　ディン共和国の他ほかのスパイならば、あるいは、養成機関の成績優秀者ならば、全すべての情報を頭に入れている。そうでなくとも、男スパイの養成機関の問題児ならば、男性のギードの耳に届くこともある。戦略はいくらでも想像できる。

　唯ゆい一いつの盲もう点てんなのだ──女スパイ養成学校の劣れつ等とう生なんて。

「いや、関係ねぇ……どんな策でも正面から打ち破るだけだ」

　情報が不足した修しゆ羅ら場ばでも、これまで戦い抜ぬいてきた。

　全身の力を抜いて、リリィを待ち構える。

　彼女を人ひと質じちにしてクラウスを呼び出す。それだけだ。

　相手もまた覚悟を決めたようだ。泡を纏まとった状態で、

　次の瞬間──。

　──リリィが駆かけ出した。

　彼女の全力。

　速度自体よりも、その気き迫はくがギードの神経を高ぶらせる。

　不気味な泡を鎧よろいのように纏って、肉にく薄はくしてくる。

　長い髪かみを振ふり乱して、雄お叫たけびをあげ、真正面から突つっ込み、

「え？」

　と頓とん狂きような声を出した。

「遅おそいっ」

　ギードが導き出した結論は、相手に何もさせない最速の攻撃。

　リリィは間合いを詰められていたと気づかなかったらしい。何も見えていない。ギードは踏ふみ込み方をズラして、相手に間合いを誤ご認にんさせていた。

　彼女に抵抗する暇ひまさえ与あたえない。

　泡をかいくぐるように彼女の横を通り過ぎ、刀で確実にリリィの背中を打った。

「っ！」

　さすがの彼女も限界が来たのだろう。力が抜けていく感覚が伝わってきた。

　メンタルの図太さでは一流のスパイにも並ぶ銀ぎん髪ぱつの少女──リリィが脱だつ落らくする。




「残り０人」




　これで全員を倒たおした。

　策を破ったと確信する。刀を払はらって、鞘さやに納めた。

　その際に、ふと手の甲こうに泡が載のっているのが見えた。全て避よけきれなかったらしい。

　反射的に払うが、何も皮ひ膚ふに変化がない。痛みもかぶれもない。

　ただの泡のように感じられる。

「……毒は噓うそなのか？　あるいは遅れて効きだすのか？」

　どのみち猛毒ではなさそうだ。

　呆あきれながら周囲を見回せば、七人の少女が倒れている。

　一望すると、少女たちの髪色が各おの々おの異なっていることに気がついた。灰はい桃もも、赤、黒、白、蒼あお銀ぎん、茶、銀。リリィは『虹にじ』と喩たとえたが、納なつ得とくがいく。ちょうど七色だ。

　惨ざん敗ぱいする少女を見て、ギードは口元を歪ゆがめ、

「クラウス、これで少女たちは全ぜん滅めつして──」

　と言い終えられなかった。




　──突とつ如じよ、頭上から影が迫せまる！




「──っ」

　頭上の配管が落ちてきた。

　戦せん闘とうの震しん動どうで、ボルトが外れたらしい。

　咄とつ嗟さに背後に跳んだ。

　──リリィの泡に誘ゆう導どうされた？

　あまりのタイミングの良さに悟さとるが、すぐに理性が否定した。

　──違ちがうか。こんな事故は偶ぐう発はつ的なものだ。

　たまたまだろう、と考える。偶然が重なっただけだ。

　少なくとも知識になかった。

　事故を予見できる少女の情報をギードは持っていない。

（それに、この程度のトラブル──）

　自分ならば問題なく対処できる。既すでに配管の落下地点からは離はなれている。

　その時、何かが動いた。

　リリィが生み出した堆たい積せきした泡──視界の端はしで揺らいだ。

　反応が遅おくれる。跳ちよう躍やくしているため回かい避ひを行えない。

　何かがギードの背中に飛び込んできた。

　激痛が走った。

「あ──？」

　口から血が噴ふき出る。背中が焼けるように熱い。

　リリィはまだ倒れている。他の六人の少女は動けるはずがない。

　なにが起こった？

　痛みを堪こらえながら、後ろを見る。

　そこにはギードが毒と認識していた泡の中から突如、現れた白はく刃じんがあった──。




「不幸……」




　金髪の少女がいた。

　ナイフを握にぎりしめ、ギードの背を的確に突き刺さしている。

　人形めいた美しさを持つ少女が憂ゆう鬱うつ気な瞳ひとみを向けていた。

「初めての連れん携けいは、過か酷こくな役割だったの……」

　あり得ない光景だ。

　ギードはもう一度、呆ぼう然ぜんと辺りを見回した。

　研究所西の保管庫には、七人の少女が倒れ伏ふしている。見間違いではない。

　可能性があるならば──。

「八人目……？」

　白はく髪はつの少女が持ち運んでいた巨きよ大だいなリュック──そこに隠かくれていたのか。その後、リリィが作り上げた泡の陰かげに身を潜ひそませた。

　だが、頭では理解しても、吞のみ込めなかった。

　陽炎パレスではクラウスは幾いく度ども「お前たち七人」と呼んでいなかったか？　少女たちも「わたしたち七人」と述べていなかったか？　先ほどもリリィが誇ほこらしげに「虹も七色」と宣のたまっていなかったか？

　少女たちは七人のはず──。

　その時、再び第一通信室から通信が入る。

《伝えていなかったが》

[image: ]

　冷ややかな声だった。

《「八人の少女が、七人として生活する」こともルールの一つだ》

「あ……？」

《どうせアナタは全てを察したろうから、特別だ。メンバー紹しよう介かいでもしてやろう。

　一人目、喧けん々けんたる銀髪で、常にやかましいトラブルメーカー──リリィ。

　二人目、凜りん然ぜんたる白髪で、リリィと仲が良い、口の悪い特とつ攻こう隊長──ジビア。

　三人目、気弱な茶ちや髪ぱつで、語ご尾びに『っす』とつける心配性しようの常識人──サラ。

　四人目、優ゆう艶えんたる黒くろ髪かみで、色いろ仕じ掛かけが得意でチームの実質的なリーダー──ティア。

　五人目、静せい淑しゆくたる赤髪で、お淑しとやかな口調で僕を『ボス』と呼ぶ参さん謀ぼう──グレーテ。

　六人目、不ふ遜そんな蒼銀髪で、一いち人にん称しようが『ボク』の天才肌はだのエース──モニカ。

　七人目、純真たる灰はい桃もも髪がみで、一人称が『俺様』の天てん真しん爛らん漫まんな癒いやし担当──アネット。

　八人目、淡然たる金髪で、事故で合流が遅れて当初孤こ立りつしがちだった──エルナ。

　僕はずっと「お前たち七人」と呼んでいたが、少女は八人いるのだよ》

　それは盗とう聴ちようを前提としたトリックだった。

　もし実際の目で確かめたならば八人いることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったろうが、音声だけで八人の少女の声を聞き分けるのは難しい。

「どこまで噓を……重ねてやがった……」

　クラウスと少女たちとの出会いも噓、彼が少女に誓ちかった言葉も噓、少女たちの騙だまし合いも噓、生活も噓、リリィの威い勢せいも噓、毒泡も噓──全てはこの一いち撃げきを隠すため。

　ようやく悟った。

　彼女たちはギードに勝とうなんて一度も考えていなかった。

　たった一撃のために一か月間を費ついやした。

　悟ったところで、既に後の祭りだった。

　背中から血が噴き出した。
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　倒れていくギードを見て、リリィはぐっと拳こぶしを握った。

　無む邪じや気きに心が弾はずんで、興奮している。

（作戦成功です……！）

　八人の少女が、七人として生活を送り続けること──それがクラウスの最も大おお掛がかりな罠わなだった。

『陽炎パレス　共同生活のルール㉖　七人で協力して生活すること』

　最初、少女たちが文面を見た時、文意を理解できなかった。リリィが到とう着ちやくして、クラウスが現れた時、七人の少女しか居なかったためだ。ただ幼稚なルールと感じた。

　だが、生活二日目の夜、理解する。

　度たび重なる交通機関の事故により、到着が大おお幅はばに遅れたエルナが訪おとずれて。

　八人の少女たちは「七人で」生活することを強しいられた。

　──同じ空間に少女が八名いる場合、最低一人は喋しやべらない。

　──極力、仲間を名前で呼ばない。

　チーム全員で一つの噓を作り上げた。

　これらは全すべて盗聴を利用した罠のためだ。

（まぁ、大分ギリギリだったわけですけどね……）

　リリィはほくそ笑えんで、次の行動に移った。

　エルナはギードの懐ふところに腕うでをいれて鍵かぎを発見する。

　彼女から鍵を受け取って、リリィは捕つかまった少女を助けにかかる。拘こう束そくされた少女たちに怪け我が人にんはいなかった。安心する以上に、改めてギードの技術の高さに感服する。傷一つ付けず敵の身体からだを痛めつける技術はスパイの世界では重宝される。脅きよう迫はく時に。

「さっ、すぐに逃にげましょう！　後は先生に任せますっ！」

　リリィが手早く他ほかの少女を解放していると、エルナが呆れ顔をした。

「さっきの威勢はどうしたの……」

「我々は結局助けてもらう系お姫ひめ様ヒロインズっ！」

「謎なぞのユニットなのっ！」

『焔』の裏切者と遭そう遇ぐうした場合、少女たちの役割は足止めだ。生物兵器の確保は全部、クラウスが行ってくれる。建前や綺き麗れい事ごとを取っ払ぱらった本音は、さっさとこんな恐おそろしい場所を離れたい、だった。

　素す早ばやい動きで少女を順々に解放していき、最後、白髪の少女に辿たどり着き、この機会に顔に落書きでもしてやろうかと閃ひらめいたところで──。

「後ろなのっ！」

　エルナの悲鳴が聞こえた。

　飛んできた刀をギリギリで回避する。リリィの髪かみを縛しばるリボンが千ち切ぎれる。

　本当にエルナの危機感知能力には驚おどろかされる。それだけ不幸な人生を歩んできたのか。

　しかし、できれば目の前の現実を見せてほしくなかった。

　ギードが起き上がっていた。

　獣けもののように爛らん々らんと目をぎらつかせて、荒あらい呼吸を繰くり返して。

「エルナは、しっかり刺したはずなの……」

「刺さった後で身体をずらして、骨と筋肉で受け止めた……」彼は口元から流れる血を拭ぬぐった。「少しばかり気を失った。認めてやる、久しぶりだ」

　リリィの隣となりでは、エルナが唇くちびるを嚙かんでいる。彼女に責められる謂いわれはなかった。一流のスパイに騙されるな、という方が無茶なのだ。

「ガチガチの化物ですね……」

　ギードは髪をかき上げる。その手は血で濡ぬれており、髪もまた錆さび色いろに染まった。風に吹ふかれて乾かわいていく。血で塗ぬり固められた髪型は、少女たちを威い圧あつした。

「逃げましょうっ！」

　リリィの合図と共に、少女たちは駆かけ出した。

　ギードは重傷を負っている。動けるはずがない。そんな判断だった。

　まだ元気な素そ振ぶりは──演技だ。

　そして、その推測は不正解だった。

「──っ」

　ギードは、万ばん全ぜん状態と遜そん色しよくないキレを見せた。

　跳躍を見せた瞬しゆん間かんには、空中を走るように配管を蹴けり続けて、あっという間に少女たちに肉にく薄はくしていく。逃げる少女たちの頭上に追い付き、右手から何かを打ち出した。

　血だった。

　右手を大きく振るい、血を散さん弾だん銃じゆうのように放った。粘ねばり気けのある血は、一度、目に入るとなかなか取れない。十分すぎる牽けん制せい。

　彼の標的は、リリィだった。風を切る音が聞こえてきそうな蹴りが、彼女の顔面に迫せまりくる。それを白はく髪はつの少女が寸前で助けに入って受け止めた。勢いは止まらなかった。白髪の少女の身体はリリィを巻き添ぞえにして、ふっ飛ばされ、背後にいた別の少女二人も巻き込んで地面に薙なぎ倒たおされた。

　一度の蹴りで四人の少女が無様に地面に転がる。

　──強すぎる。

　今のギードは、まさに手負いの獣だった。

　手の付けようがない。

「〇・一秒」ギードが指を立てた。「動きが鈍にぶった。それがお前たちの成果だ」

　誤差としか言えない数字だ。

　策という策を尽つくして得られたのは、それだけ。

　ギードはまだ起き上がれない少女たちを見下ろして、拳けん銃じゆうを突つきつける。彼女たちの背後のガスタンクが気にならないらしい。少女たちの身体に当てられると確信しているのだろう。

　ギードが表情を殺して、引き金に指をかけた時だった。




「──極ごく上じようだ」




　冷たく、力強い声が聞こえてきた。

　拳銃が弾はじかれる。ギードは少女たちから離はなれた。

　先ほどまで彼がいた場所に──クラウスがすっと着地する。

「先生っ！」リリィが歓かん声せいをあげた。

　クラウスはリリィに向かって、アタッシェケースを投げた。

「生物兵器だ。これを抱かかえて逃げろ」

「一人で手に入れたんですね……」

「お前たちが師し匠しようを引きつけてくれたおかげだ」

　クラウスは少女たちに背を向け、ギードを睨にらんだ。

「僕は少々手間取る。先に行け。ルート４で帰国しろ。高原にふっと湧わく泉のような準備を忘れずに」

「意味不明ですが、了りよう解かいしました」

　リリィは他の少女の安否を確かく認にんしていく。

　その裏では、クラウスとギードの再会が行われていた。

「久しぶりだな、師匠……」

「クラウス……」

　死に別れたはずの師し弟ていが対面して、どのような会話を果たすのか。気にならずにはいられないが、見物している場合ではない。

　少女たちは研究所の敷しき地ち外へ駆け出した。

「僕の部下が最高の働きを見せてくれた」クラウスの声が背後から聞こえてくる。「アナタの動きが〇・一秒も遅おそい」

　余よ裕ゆうに満ちた声だった。

「ようやく、アナタに追い付けた」

　それに対して、ギードは憤いきどおりを抱いだいたらしい。

「クラウスっ！」咆ほう哮こうに似た声が轟とどろく。

　リリィは去り際ぎわに振り返り、その光景を見ていた。

　ギードが拳銃を構えて、クラウスの下もとに突撃していく。その速度はリリィが反応できるレベルを超こえていた。

「師匠、残念だが──」

　クラウスの唇が小さく動いた。

「今のアナタでは、僕の敵にさえなれないよ」

　リリィが最後に見たのは、ギードが四し肢しを広げて空中に舞まっている光景だった。

　クラウスが何をしたのかさえ分からない。

　格の違ちがう二人の闘たたかいは、彼女にはあまりに速すぎた。

　しかし、どうやらクラウスが勝ったのだろう、とは自然と理解できた。







　五分後、少女たちは研究所の壁かべに到とう達たつして、無数の銃撃から逃げながら脱だつ出しゆつした。

　身を隠かくした少女たちは、事前に手配していたトラックに乗り込み、荷物に紛まぎれて国境を越こえる。

　かくして不可能任務は成功に終わった。








エピローグ　喪失と再生









　不可能任務を終えて一週間後──。

『灯ともしび』の少女たちは大広間にいた。それぞれ大きな旅行カバンを持っている。数人は落ち着きなく中身を開けて、数人は眠ねむそうに欠伸あくびをしている。昨夜は遅くまでパーティをしていたせいで、十分な睡すい眠みんをとれなかった。まだ荷物を全て、カバンに収め切れていない者もいる。

　その筆頭、リリィは洋服をぐっとカバンに押し込んでいたが、入り切らないことに気が付くと、中身を取り出し始めた。余分な物まで入れすぎたらしい。乱雑に押し込まれた拳銃を取り出すと、上じよう機き嫌げんに口元を緩ゆるませる。

「あぁ、こうやってスパイ道具を見ると、思い出しますね。わたしがギードさんを欺あざむいてみせた瞬間……あぁ、天才道どう化け師しリリィちゃんの誕生ですわ」

　とっくに支し度たくを終えていた、白はく髪はつの少女が凜りん然ぜんと指し摘てきする

「かなり適当に言っていたけどな。七つの大罪のバランス云うん々ぬん」

「うるさいですね、憤ふん怒ぬ担当」

「殴なぐる前に聞いておくと、お前の担当は？」

「強ごう欲よく、嫉しつ妬と、暴食、怠たい惰だ、傲ごう慢まんの五つ」

「バランスもへったくれもねぇな！」

　あの辺りのリリィとギードの会話は、少女全員が内心でツッコミをいれていた。

　ギードを欺く作戦とはいえ、リリィの発言は無茶苦茶だった。

　それでも功を奏したのは事実なので、彼女が上機嫌になるのは無理もないのだが。

　そんな彼女に冷静な発言を浴びせる者もいた。

「そもそも、エルナたち……あまり仕事してないの……」

「む、なんてこと言うんですか！」

　エルナは自分の背せ丈たけ近くある旅行カバンに腰こしを掛かけて、足をふらふらと動かしている。

「エルナたちは、八人で研究所の隅すみっこに忍しのび込んで、敵一人に一いち撃げき浴びせて逃げただけなの……」

「うん。大活かつ躍やくですね」

「せんせいは、その間に見張りを十二名気絶させて、軍人に変装して潜もぐり込み、鍵かぎを盗ぬすんで、金庫を三つ開けて、研究者を強請ゆすって、生物兵器を奪うばって、研究資料を処分して、敵工作員を四人戦せん闘とう不能にして、最後に、エルナたちが歯が立たなかった敵を倒したの」

「………………………………」

　リリィは告げられた事実を、時間をかけて咀そ嚼しやくし、目をかっと見開き、大おお股またでエルナに歩み寄っていき──

「とりゃあぁっ！　頰ほっぺた突つつき！」

「のっ？」

　──逆切れをした。

「意地悪なエルナちゃんには、おしおきです！」

「ひゃ、ひゃめるの！」

「お、このむにむにした肌はだ触ざわり、エルナちゃんは実在したんですね」

「ひょうぜんなの！」

「いや、潜せん伏ぷく中は存在感が無さすぎたので……世界から消えてました？」

「酷ひどすぎるのっ！」

　リリィはエルナの両りよう頰ほおを人差し指で同時に突きながら、彼女の存在を確かめる。

　次し第だいにエルナが苦しそうになってくると、他ほかの少女たちが「エルナをイジメるな！」とリリィに飛び掛かる。リリィは意地になってエルナの頰を触り続け、他の少女たちはリリィを剝はがしにかかり、身体からだをあちこちに揺ゆさぶられ続けるエルナは声をあげた。

「あ、あまり不用意にエルナに近づくと……」

「うおっ、床ゆかがあぁっ！」

　リリィが足を滑すべらせた。

　絨じゆう毯たんのたわみに足を取られて、仲間を巻き込んで転てん倒とうする。エルナが腰を掛けた旅りよ行こうカバンの留め金が外れて、中身が大広間に散乱した。エルナが「不幸……」と呟つぶやいた。

　他の少女を下した敷じきにして、リリィは仰あお向むけに横たわる。

　早く退どけ、という言葉に耳を貸さず、リリィは天てん井じようを眺ながめ続けた。

「はーぁ」

　彼女はため息に似た声をあげた。




「こんな楽しい日々も、もう終わりですねー」




　彼女たちが荷造りをした理由──それは別れのためだ。

「その通りだ」

　冷静な声が聞こえてきた。

　大広間の端はしで、クラウスがソファに腰を掛けていた。

「『灯』は不可能任務攻こう略りやくを目的とした臨時チームだ。達成しての解散だ。誇ほこっていい」

　少女たちは軽く頷うなずいた。

　彼女たちは『焔ほむら』の裏切者対策に結成されたチームだ。その役目が果たされた以上、離り散さんする運命にある。未熟な少女がこれ以上過か酷こくな任務に挑いどまねばならない理由はない。

　彼女たちはそれぞれの養成学校に戻もどる予定だ。次にスパイとして活動するのは、仮卒業ではなく正式な卒業を勝ち取ってからになる。

「では、そろそろ時間だ」

　汽車の出る時間を見計らって、クラウスが告げた。

　別れの挨あい拶さつは昨晩に済ませてあった。少女たちは身支度を整えて、旅行カバンを抱えると玄げん関かんに向かった。

　少女たちは一人一人クラウスに感謝を告げて、扉とびらの外へ向かっていく。

　クラウスは無言で少女たちを見送っていた。

「……」

「ん、どうかしました？」

　最後の一人となったリリィは、そのクラウスの表情が気になった。一いつ瞬しゆんだけ何か言いたげに唇くちびるが動いたのだ。

「いや、なんでもない」彼は小さく首を横に振ふった。「またどこかで会おう」

「そうですね……次会うのは、きっと何年も先になりますが」

　リリィは薄うすく微笑ほほえんだ。

「──また、どこかで」
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　クラウスは少女たちを見送り、『灯』の最後の仕事を果たした。

　向かったのは、ディン共和国の内閣府。陽かげ炎ろうパレスから車を飛ばして二時間。首都中央部にある地味な建物だ。尾び行こうの有う無むを確かめて、対外情報室に入る。

　洋室には、ロマンスグレーの男が待ち構えていた。枯かれ枝えだのように細い体たい軀くだが、その目は一線を退しりぞいた今でも猛もう禽きん類るいように爛らん々らんと鋭するどく光る。

　名前はない。Ｃという記号だけを持つ。

　彼がディン共和国のスパイの元もと締じめだ。国内のスパイチームの指示は彼が下す。

　クラウスは口頭で報告を行った。

　Ｃは報告を聞き終えると「よくやった」と賛辞の言葉をかけてきた。

「これで軍の奴やつらに貸しが作れた。対外情報室も動きやすくなる」

「僕は内部闘争のために動いた訳じゃない」

「そう言ってほしくないな。増長する軍の統制は結果的に国民の平和に繫つながる」

　室長──クラウスはＣをそう呼んでいた──は口元だけで笑えみを浮うかべた。

「コーヒーを淹いれてあげよう。私自ら」

「不要だ」

「そう言うな。私は任務終わりの部下に振る舞まうのが大好きなんだ」

　クラウスの制止も聞かずに、室長はミネラルウォーターを電気ポットに入れて、お湯を沸わかし始めた。

　クラウスは煩わずらわしい感情を込こめて室長を睨にらむが、彼は意に介かいさず豆を挽ひき始めた。

　ため息をつき、勧すすめられるがままにソファに腰を掛けた。

　室長はコーヒーを淹れる間は終始無言だった。丁てい寧ねいに二杯はいのコーヒーをドリップすると、クラウスの正面に腰を掛けた。

「まず、最初に確かく認にんをすると」

　室長がゆっくりと口を開いた

「本当に『灯』は解散させたんだな？」

「今の彼女たちならば、養成機関に戻っても活躍できるだろう。授業下手の僕ではなく、優ゆう秀しゆうな教官から手厚い指導を受け、大切に育てるべきだ」

　クラウスは首しゆ肯こうし、淹れたてのコーヒーを口に含ふくんだ。泥どろ水みずと同レベルの味だったが、顔には出さなかった。

「まいったな」

　室長が首の後ろを撫なでた。

「私としては存続がいいんだがな。考え直してくれないか？」

「あり得ないな」

「今回の任務で確信したよ。自国の情報が帝てい国こくに流出しているのは間違いない。彼らの眼中になかった問題児で構成された『灯』は対帝国の切り札になるはずだ」

　それは普ふ段だんの有様を知らないからな、とクラウスは内心で呆あきれた。

　才能は認めているが、彼女たちに不安がある事実は否いなめない。特に、気を抜ぬいた時は総じてミスを犯おかす。

「これ以上、未熟な少女たちに命いのち懸がけの任務を強しいれないさ」

「しかし、この国の現状がだな……」

「上のミスで、末まつ端たんにリスクばかりを押しつける手法なんて長続きしない」

　ただの無責任だ。今回の任務は、上が察知できなかったギードの裏切りを少女たちがフォローした形。客観的に見れば、実に情けない話だ。

　過酷な任務に挑むのは養成機関で力をつけてから。それが本来の手順だ。

　にべもない態度を取り続けていると、室長が目を細めた。

　肌はだに微かすかな痺しびれがはしる。

　苛いら立だちか。いや、殺気だろう。

「……強権を用いるなら、すればいい。当然、僕は反発する」

「まだ何も言っていないじゃないか」

「同じスパイだ。発想は通じる」

「……例えば、国中の優秀なスパイを使って、キミを脅きよう迫はくしても？」

　室長が身を乗り出し、刺さすような鋭い視線を向けてくる。

　この国のスパイを操あやつり続けた男の厳しい威い圧あつだった。

「──やってみろ」

　引く気はなかった。

　国中の同どう胞ほうを敵に回そうと、意志を曲げる気はない。

　堂々と胸を張り、睨み返す。

　先に視線を外したのは、室長だった。

「……『焔』を失った今、キミの忠心まで失う訳にはいかないな」

　笑みを浮かべて、自身の淹れた不味まずいコーヒーをうまそうに飲んだ。

「仕方ない。それが、彼女たちを守る最善の手法なんだね？」

「彼女たちには感謝しているのさ」

　クラウスもまたコーヒーをもう一度飲んだ。

「安心していい。『灯』が解散しようと憂ゆう慮りよは不要だ。対帝国の任務は、引き続き僕に担当させてくれ」

　そう伝えると、室長はなぜか不安げに肩かたを落とした。

「私が『灯』を存続させたいのは、何も対帝国のためだけではないがね」

「どういうことだ？」

　室長は昔を懐なつかしむようにコーヒーカップにじっと視線を落とした。

「かつて『焔』のボスがよく言っていたよ。キミはやや『焔』に依い存そん的なきらいがある」

「家族を愛しているだけさ」

「不安を溢こぼしていたよ。もし『焔』が無くなった時、キミが独り立ちできるか心配と」

　クラウスは、ボスの姿を思い出した。

　ギードが拾った自分を温かく受け入れてくたのは、『紅こう炉ろ』と呼ばれる優やさし気な女性だった。彼女にはスパイの技術よりも道徳を教えられることが多かった。

「……まるで、子育てに悩なやむ母親の愚ぐ痴ちだな」

「実際そうだったんだろう？」

「…………」

　クラウスは無言を貫つらぬいた。緩ゆるやかな肯こう定ていだった。

　彼女が自分をどう思っているか分からないが、自分は彼女を母親のように感じていた。時に厳しく、時に優しく、自分の心を支えてくれた。彼女がそばにいた安らぎの時間は今も脳のう裏りにある。

　しかし──彼女は消えた。

　いや、彼女だけではない。彼女と等しく兄きよう姉だいと慕したっていた他ほかの仲間も──。

「少し休んだ方が良いな、キミは」室長が穏おだやかな声をかけてきた。

「…………僕は立ち止まれない」

「いや、この命令くらいは従ってもらうよ」

　室長は自身のコーヒーを飲み干すと、席を立って、クラウスの肩に手を乗せてきた。

　どっしりと重たい手だった。

「一か月の休きゆう暇かを与あたえよう。今のキミは憔しよう悴すいしているように見える」

「当然だ、家族を失ったのだから」

「いいや」室長が否定する。「あの時にも増して、今が酷ひどい」

「…………」

　何も言い返せず、クラウスは退室した。

　クラウスが内閣府から出ると、深夜になっていた。

　日は沈しずみ、月も分厚い雲に隠かくれていた。郊こう外がいの紡ぼう績せき工場から出る煤ばい煙えんが大気に溶とけ込んで、最近の夜は一層暗くなった。女子供はもちろん、港近くの街では男さえ夜は出歩かない。無意識に帝国の煌きらびやかな街並みと比ひ較かくしていた。ディン共和国との国力の差が身に染しみて、大きく息をついた。

　一人だった。

　ぼんやりと曇どん天てんの空を見上げて、歩いていく。

「…………っ」

　頭を占しめていたのはギードとの別れだった。




　　　　◇◇◇




　生物兵器を確保して、少女たちを逃にがした後でも、最後の仕事が残されていた。

　聞き出さなくてはいけない。

　なぜギードが『焔』を裏切り、メンバーが殺されなくてはならなかったのか。

　クラウスの知る限り、『焔』に不満を持っていなかったはずだ。クラウス同様にチームを愛して、家族のように感じていたはずだ。なのに、なぜ──。

　背中から大量の血を流して倒たおれ伏ふすギードのそばに片かた膝ひざをついた。クラウスが声をかける前に、彼が掠かすれる声を出した。

「見事だな、バカ弟で子し……」

「師し匠しよう……」

　その弱々しい声に、罪悪感を抱いだくことは筋すじ違ちがいだ。

　彼に重傷を負わせたのは、自分自身なのだ。

「驚おどろきだぜ」ギードは薄く微笑んだ。「まさか弟子の弟子にやられるなんてな」

「僕の完かん璧ぺきな授業の成果だな」

「見み栄えを張んな」

　言い返そうとしたが、諦あきらめた。

　彼は陽炎パレスの会話を盗とう聴ちようしていた。授業の杜ず撰さんさはお見通しだろう。

「お前が超ちよう絶ぜつ口下手で不器用なのは知っている。よく頑がん張ばった方じゃねぇのか？」

「頑張ったのは少女たちの方だ……アナタを倒した以上、別れることになるが」

「解散か。寂さびしくなるだろう」

「いや、そうでもない」クラウスは告げた。「師匠が来ればいいからな」

「は？」ギードは啞あ然ぜんとしたように口を開ける。

　クラウスはそっとギードの首元に手を当て、血流を確かめた。

「この傷でも今すぐ応急処置すれば、師匠なら助かるだろう」

「本気で言ってんのか？」

「当然だ。師匠、二人でもう一度『焔』を始めよう」

　背広を脱ぬいで、裏に仕込んだ針と糸を取り出した。それからナイフで服を裂さいて包帯を作りあげる。

「甘すぎる……」

　その光景をギードは信じられないような目で見ていた。

「バカか……クラウス……上にはどう説明する気だ……？」

「僕に下されたのは、生物兵器の奪だつ還かんだ。達成した以上、文句は言わせない」

「だからって……」

「アナタは僕に残された唯ゆい一いつの家族だ」

　私情と罵ののしられようと構わない。誰だれに糾きゆう弾だんされようとも、優先する未来がある。

　それには、もちろん最低限の条件を果たす必要はあるが──。

「だから、まずは話してくれ。アナタはなぜ裏切った？　その理由次し第だいだ」

　クラウスは針をそっとライターで炙あぶって、ギードを睨にらんだ。

　この針を彼の喉のど元もとに突つき立てるか、傷口を縫ほう合ごうするかは返答で決まる。

「『蛇へび』」

　ギードはぽつりと漏もらした。

「帝国の新しいスパイチームだ。不気味な連中だ。見た瞬しゆん間かん、反へ吐どが出る程ほどの……」

「……聞いたことがないチームだな」

「オレはアイツらに──」

「師匠、一いつ旦たん、静かにしてくれ」

　ギードの言葉を遮さえぎった。

　彼に事情があると聞けた以上、ギードの延命が先決だ。

「これから簡単な手術をする。理由があるのは分かった。話は戻もどってから──」

　ゆっくり聞こう──と言い終えられなかった。

　前を向くと、銃じゆう弾だん。

　殺気がなかった。音もしなかった。

　クラウスといえど暗くら闇やみに近い環かん境きようでの縫合手術は、かなりの集中がいる。死にかけの師匠に気が取られていた。眉み間けんを狙ねらった銃弾に反応できなかった。

　隙すきを狙った完璧な奇き襲しゆう。

　──死。

　そう意識した直後、周囲に鮮せん血けつが飛び散った。

　全身が赤い液体で濡ぬれていく。

「師匠……？」

　ギードが自身に覆おおいかぶさっていた。

　彼が銃弾から庇かばってくれたと理解すると同時に、自らの身体からだを伝う液体が彼の血だと気が付いた。銃弾は、彼の胸部に命中していた。

　ギードの身体がだらりと力をなくした瞬間、クラウスの視界が開けた。

　遠くの建物の屋根には、小銃を構えた人間がいた。

　スナイパーは身を翻ひるがえして闇に消えた。

　追いかける気にはなれなかった。ギードの傷口を押さえて血を止める。

　目の前で失われる命を繫つなぎ止めたかった。

　それが手て遅おくれだと悟さとっていても──。

　ギードは囁ささやいた。「────」

　その言葉を残したきり、彼が口を開くことは二度となかった。




　　　　◇◇◇




　陽炎パレスに戻った時、当然、そこには誰の姿もなかった。

　扉とびらを開閉する音だけが、洋館の中に響ひびく。

　頭にあるのは『蛇』という正体不明のスパイチーム。一か月間を休息に充あてる気はなかった。彼らは復ふく讐しゆうの対象だ。スパイとしての責務もある。調べなければならない。

　しかし、自室までの階段を上がろうとしたところで、足が止まる。室長が指し摘てきしたように、疲ひ労ろうが溜たまっているのだろう。少し休む必要はあるようだ。

　クラウスは大広間に向かい、ソファに腰こしかけた。

　振ふり子こ時計の下にある、部屋全体を見み渡わたせる席。

　この席に座るのは、久しぶりだった。

『焔』のメンバーが陽炎パレスにいた頃ころは、クラウスの定位置でもあった。そこで居い眠ねむりするのが好きだった。命を懸かけた任務から戻ってきた時は、常にそのソファに向かい、心を安らげた。顔を上げると、ボスが自ら紅茶を淹いれてくれ、メンバーの一人がフィナンシェを焼き、ギードがチーズケーキを買ってくる。仲間と共に談だん笑しようをしながら、任務の活かつ躍やくを労ねぎらった。

『焔』がなくなり、『灯』の時代になってから、大広間は通り過ぎるだけの空間となった。もう少し彼女たちと過ごせばよかったかもしれない。深夜、クラウスが紅茶でも飲もうと大広間に下りると、少女たちは激論を交かわしている。自分を倒すため、少しでも力を磨みがき上げるため、時にケンカし合い、時に励はげまし合っていた。ターゲットである自分が大広間に進入し、隣となりのキッチンの戸と棚だなから茶葉を取り、去っていくことにも気がつかないのはどうかと思うが、翌日にはどんな襲しゆう撃げきをするか、楽しみにしたことは覚えている。

　思い出を挙げれば尽つきない。

『焔』との日々はもちろん、『灯』の毎日も悪くなかった。

　ただ今、自分は一人となっている。

　二つの日々のどちらも失った。

「虚むなしいな……」

　笑いが絶えなかった広間に、たった一人でソファに腰かけている。

　この心を穿うがつ感情は一体なんなのか。

　計画は完璧だった。

　ギードから言い渡わたされた『世界最強』の称しよう号ごうに恥はじない働きだった。

　任務は達成し、仲間を誰一人死なさず、『焔』を壊かい滅めつさせた裏切者を始末した。

　授業ができない欠点だって工く夫ふうにより乗り越こえた。

　他ほかの誰にも真ま似ねできない成果ではないか。

　では、なぜ満たされない──。

「こんな──」

　クラウスは声をあげる。

「──こんな結末が、僕が望んだものなのか」

　それならば、この二か月にはどんな意味があったのか。

　そう嘆なげいた時──ふと気づく。

　右みぎ腕うでが動かない。

　縛しばられている？

　ワイヤー？　いつの間に？

　異常事態を察知した時には反応が遅おくれていた。

　ソファの背後から、無数のワイヤーが伸のびてくる。首、脚あし、胴どう、額と次々とワイヤーが絡からみ合い、身体を動かせなくなった。

　回かい避ひを試みようとした時、銃口が向けられていることに気が付いた。

　銃を向けられ囲まれている。家具の陰かげから少女たちが現れて──。

　白はく髪はつの少女と黒くろ髪かみの少女が左右から拳けん銃じゆうを突つきつけ、茶髪の少女が脚を狙い、赤髪の少女が心臓に照準を合わせている。灰はい桃もも髪がみの少女が楽し気に、そして、蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女が冷ややかに行動を見張っている。金髪の少女──エルナが見えないということは、ソファの後方で構えているのか。

「とうとう捕とらえましたっ！」

　銀髪の少女──リリィは特に何もしていないが、クラウスの前で胸を張った。

「お前たち……養成学校に戻ったはずでは……」

「演技です」

　彼女は事も無げに告げてくる。

　どういう心変わりなのか。

　彼女たちは、ここ数日クラウスの推すい薦せんにより養成学校に戻る準備を進めていた。昨夜には解散のパーティまで開いたばかりであるのに。

「ふっふっ、とうとう完全勝利です。いくらでも要求を吞のませられますね！」

「要求？」

「決まってるじゃないですか──『灯』の存続ですよ」

　リリィはそう主張する。

　首を傾かしげたくなったが、ワイヤーで捕らえられてそれもできない。

「なぜだ……？　出会った時とは真逆の要求を──」

「はい、出会った時とは真逆のリリィちゃんです」

　彼女は顔の前でピースサインをする。その後で、立てた二本の指を振りながら、偉えらそうに説明を始めた。

「いやいや、みんなで話し合ったんですよ。ほら、今いま更さら学校に戻って卒業して見知らぬスパイチームに加わるより、一度死線を乗り越えたメンバーが良いって」

「それはそうだが……」

　誇ほこらしげに語るリリィの強ごう引いんさに押されて、つい頷うなずいてしまう。

　なるほど、と思わなくもないが、しかし理解できない点もあった。

「……その普ふ通つうに伝えればいい要求を、わざわざ僕を騙だまして縛って、銃口を向けて伝える理由は？」

「授業の続きですね」

「授業はとっくに終わった」

「じゃあ、仕返し」

「お前は本当に性格が悪いな」

　スパイとして武器にもなるが、この少女は性格が強したたかすぎる。

　今の状じよう況きようがよっぽど嬉うれしいのか、リリィはにこやかな笑みを浮うかべた。

「ふふーん、そんな呆あきれ顔しても無む駄だですよ。今回は人ひと質じちも取っていますからね」

「人質？」

「下を見てください」

　白髪の少女が一瞬ワイヤーを緩ゆるめて、ソファの下を見せてくる。

　そこには、いつの間にかキャンバスが置かれていた。少しでもクラウスが暴れれば、踏ふみ破いてしまうような位置である。

「先生がずっと描かいている絵です。暴れたらビリビリになっちゃいますね」

「鬼き畜ちくの所業だな」

「強くなったでしょう？　誰だれかさんのおかげですが」

　リリィがそっと手を伸ばしてきた。

「もっと教えてくださいよ──落ちこぼれだったわたしたちが咲さき誇れる方法を」

　彼女の言葉に続くように、他の少女たちも口にする。

「アンタとの訓練が一番タメになるしな」と、「俺様もいっしょー」と、「せんせいのおかげで初めて夢に近づけたの」と、「憧あこがれの『焔』が師なんて私の理想よ」と──。

　彼女たちはめいめいに自分自身へ信しん頼らいの言葉を伝えてくる。

　クラウスの脳のう裏りにあったのは、ギードの遺ゆい言ごんだった。




『守り抜ぬけ、今度こそ』




　彼はそう言い残して、息を引き取った。

　クラウスはその命に従って、少女たちを任務から遠ざけようとした。養成学校に送り返すことで守ろうとした。しかし、今となっては間ま違ちがいだと悟る。自身の身体に纏まとわりつく無数の技術が教えてくれる。彼女たちの成長を感じさせてくれる。

　指導一つできなくとも、それでも自分は教師だった──。

　ならば自分は何を選び取るべきか。

「さぁ、先生！　『降参』の準備はいいですか？」

　リリィは偉そうに喚わめき続けている。

「『灯』の存続を宣言して、降参って言って、ついでに、これまでの鬱うつ憤ぷんを──」

「ところで──」クラウスは口にする。「このお遊びには、いつまで付き合えばいい？」

　力ずくで少女たちの拘こう束そくを破る。

　少女たちの警けい戒かいが一いつ瞬しゆん緩ゆるんだタイミングでワイヤーを勢いよく引っ張る。固定していた少女の体勢が乱れて、その暴れ回るワイヤーに他の少女も薙なぎ倒たおされた。拳銃──さすがに実じつ弾だんは入っていないだろうが──を放つ暇ひまもない。同士討うちを躊躇ためらううちに、ワイヤーで拳銃を搦からめとる。

　美しくない手段だが、今回ばかりは仕方がない。

　彼女たちにとって、予想外の手段だったらしい。警戒不足。キャンバスを踏みにじりながら、全員の動きに対処する。まだまだ経験が足りない。これから鍛きたえればいいか。

　足元のキャンバスは無む惨ざんに引き裂さかれる。

「せ、先生！　そこまでしますか！　大切な絵を踏みつけてまで！」

「過去に執しゆう着ちやくするのは、たった今やめたんだ」

　そう吐はき捨てる。

　もちろん復ふく讐しゆうの願望は簡単に消えないだろう。しかし、違う道を見つけられた。

　復讐の果ての光景が無人の家というのは、あまりに寂さびしすぎるから。

　きっとボスも許してくれるだろう。

　師し匠しようも、そして、仲間も認めてくれるはずだ。

「お前たちでは、僕の敵にさえなれないよ」クラウスは軽く告げる。

　敵には値あたいしない。

　敵になれるとも思えない。

　けれども、もっと別の存在になら──。

　人生はいつだって皮肉に満ちている。

　仲間の復讐のために動いていた日々で、新たな仲間を得る。

　クラウスは、裂かれた絵を拾うと、その乾かわききった絵の具の一部を剝はがした。そして、大広間の壁かべに白いスペースを見つけると、先ほど剝がした絵の具を押し付けて、一本の、赤く、細く、儚はかなく、それでいて、力強い線を描いた。

　これで完成だ。

　二つの絵を見比べる。

　紅あか色の絵の具を激しく塗ぬり『家族』と名付けた──まるで燃え上がる焔のような絵。

　そして、それを破り裂き、新しく描いた──まだ弱々しい灯のような絵。

「極ごく上じようだ──」

　クラウスはゆっくりと微笑ほほえむ。

　新作の題名は、これからつければいい。

　かつて家族と過ごした空間に、新たな仲間の絵が飾かざられる。








あとがき









　はじめまして、この度第32回ファンタジア大賞《大賞》を受賞させていただいた竹たけ町まちです。

　応おう募ぼ作のタイトルは『スパイは甘く誘ゆう惑わくされる。学校全員の美少女から』。そこから、修正を重ねて、本作が出来上がりました。

　ちなみに、応募時のあらすじと、本作のあらすじがかけ離はなれているのは、担当編集さんとの話し合いの結果です。応募作の長所と短所を分ぶん析せきし、《大賞》の期待に応えられるよう直しました。もし今後のファンタジア大賞に応募する上で参考にすべく、本書を手に取った読者様は御ご心しん配ぱいなく。編集部に毒を盛られて、修正するよう脅きよう迫はくされたという事情はありません。美味おいしいコーヒーを奢おごってもらって、懐かい柔じゆうされた記き憶おくならあります。

　応募時のあらすじが気になった方は、ぜひファンタジア大賞のホームページを覗のぞいてください。修正時の頑がん張ばりが伝わるかなと思います──主に、担当編集さんの。




　以下、謝辞です。

　イラストレーターのトマリ先生。登場人物たちのデザイン、ありがとうございました。特にクラウスがカッコよくて、ビビります。この巻では活かつ躍やくする場面の少ない少女たちも、その魅み力りよく的なデザインが映えるよう、次巻で活躍させていきますね。

　銃じゆう器き設定協力のアサウラ先生。とにかく銃に疎うとい私に下さいました多くのアドバイス、感謝しきれません。奥深さを教えていただいたので、これから自分も少しずつ学んでいきます。

　そして、ファンタジア大賞の選考員の先生方。《大賞》という誉ほまれある賞を与あたえていただき、ありがとうございました。先述の通り、応募作とはやや異なる作風となりましたが、与えてくれた責任の甲か斐いあって、多くの修正を行うことができました。

　最後に、読者様。「スパイ」というライトノベルでは馴な染じみのない題材でありながら、手に取っていただきありがとうございます。続刊も遠くないうちに出ると思いますので、またよろしくお願いします。

　では、では。


竹町　　　　
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